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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第六章　時穿うがつ焔ほのお




　来らい禅ぜん高校の屋上は今、影かげに覆おおわれていた。

　何の比ひ喩ゆでもない。時刻は一七時、傾かたむき始めたとはいえ、未いまだ太陽は空に輝かがやいている。加え、彼かの恒こう星せいと地上の間に、光を隔へだてる雲を見ることもできない。

　だというのに、五いつ河か士し道どうがいるその場所は、まるでそこだけが辺りの景色から切り取られたかのように、薄うす暗ぐらい色が蟠わだかまっていたのである。

　今ならばわかる。──それは。士道たちが世界を殺す災さい厄やくの大きく開けられた口の上に立っていることを示しているのだと。

　影の主ぬしの気まぐれか心変わり、あとはまあ、不ふ慮りよの過失。そんなもの一つで容易たやすく存在を食い尽つくされてしまいかねない危険をはらんだ領域なのだと。

「……ッ」

　そんな世界と隔かく絶ぜつされた空間の中で。士道は目を見開き、息を詰つまらせていた。

　身動きはおろか、身じろぎ一つさえできない。否いな、それどころか、言葉を発することさえ困難だった。

　理由は至し極ごく単純。士道は今、幾いく人にんもの少女に手を、足を、身体からだを拘こう束そくされ、地面にうつぶせに押さえつけられていたのだ。ご丁てい寧ねいに口の中には細い指が差し込まれ、あごと舌までも固定されている。

　──明らかに、異様な光景だった。

　屋上を埋うめ尽くす幾人もの黒衣の少女。それらが全て、全く同じ貌かおをしていたのである。

　左右不均等に結われた黒くろ髪かみに、ともすれば病的にさえ見える生白い肌はだ。そして──文字盤ばんと針のある、時計のような左眼。

　その少女たちは全員が、一分の狂くるいなく『時とき崎さき狂くる三み』その人であった。

　辺りには、十とお香かと折おり紙がみの姿も見える。二人とも士道と同じように幾人もの狂三に取り押さえられ、苦しげに顔を歪ゆがめていた。

　士道の位置からは見取ることができないが、先ほど撃うち落とされた真ま那なもまた、狂三の壁かべの向こうにいるはずである。

　絶体絶命。こちらの戦力は完全に無力化されている上、圧あつ倒とう的てきなまでの兵力差がそこにのし掛かかっていた。

　──だが。

「ぁ……」

　そんな状じよう況きようの中、士道は全く別のモノに目を奪うばわれていた。

　舌を指で挟はさみ込まれている中で、どうにかのどから言葉にならない声だけを絞しぼり出す。

　狂三が片手を高く掲かかげ、空間震しんを起こそうとした瞬しゆん間かん。

　それが、士道たちの頭上に現れたのだ。

　それは最初──太陽のように見えた。本物の陽光が届かない影の領域を照らすかのごとく、空に突とつ如じよとして、濃のう密みつな焔ほのおの塊かたまりが出現したのである。

　それだけでも士道の目を釘くぎ付づけにするには十分だった。

　だが……その焔の正体を認識した瞬間、士道は脳のう幹かんに電流を流されたかのような衝しよう撃げきを覚えた。視界に火花が散り、鋭するどい痛みが頭の奥底に生まれる。まるで視覚が得た致ち命めい的てきな情報を、脳が拒きよ絶ぜつでもするかのような感覚だった。




　それは、少女だった。

　小さな少女が、身体の周囲に焔を纏まとわせながら空に立っていたのである。

　袖そでが半ばから揺ゆらめく火か焔えんに変へん貌ぼうした、白い和装。天てん女によの羽は衣ごろものごとく身体に絡からみついた炎えん熱ねつの帯おび。そして、側頭部より伸のびた、二本の無機的な角つの。

　その姿。その力。それら全てが、少女がただの人間でないことを如によ実じつに表していた。

　──精せい霊れい。世界を殺す災厄。

　士道の知識の中には、それ以外に、少女を示す言葉がなかった。

　否──正確に言うのであればもう一つだけ。

　彼女のことを一言で表す名を、士道は知っていた。

「琴ほお、里い……」

　舌を動かせない状態で、その名を発する。

　琴こと里り。五河琴里。何年もの時を共に過ごした少女の顔を見み間ま違ちがえるはずはない。

　その精霊は、どこからどう見ても士道の妹──琴里だった。

「っ……なあんんでえ……」

　意味がわからず、士道は眉まゆ根ねを寄せた。琴里は士道の妹。当然のごとく人間である。精霊であるはずがない。

　だが、今視界に展開された光景が、その思考を全て真っ向から否定していた。

　そして、それだけではない。

　士道は必死に否定をしながらも……どこかでこの琴里の姿を見たことがある気がしていたのである。記き憶おくに靄もやがかかってはっきりとは思い出せないが、琴里を目にした瞬間、頭の中で何かが弾はじけるような感覚が襲おそってきたのだ。そう、確か、これは──

「……どォなたですのォ？」

　と、そんな士道の思考を遮さえぎるように、不意に前方から声が響ひびいた。

　巨きよ大だいな時計を背にし、右手に歩兵銃じゆう、左手に短たん銃じゆうを握にぎった狂三が、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを歪めながら上空の琴里を睨にらんでいる。

「邪じや魔まをしないでいただけませんこと？　せっかくいいところでしたのに」

「悪いけれど、そういうわけにはいかないわね。あなたは少しやりすぎたわ。──跪ひざまずきなさい。愛のお仕置きタイム開始よ」

　右手に出現させた巨大な戦せん斧ぷを肩かたに担かつぐようにしながら、琴里が鼻を鳴らす。

　狂三は琴里の言葉がさぞ予想外だったのだろう、しばしキョトンと目を丸くしていたが、すぐに堪こらえきれないといった様子で哄こう笑しようをのどの奥から漏もらした。

「く、くひひひ、ひひひひひひひッ……面白い方ですわねぇ。お仕置き、ですの？　あなたが？　わたくしをォ？」

「ええ。お尻しりペンペンされたくなかったら、分ぶん身しん体たいと天使を収めて大人しくなさい」

　琴里が言うと、狂三はさらに可お笑かしそうに嗤わらった。周囲に立ち並んだ無数の狂三たちも、それに合わせるようにけたけたと身を捩ねじる。

「ひひひ、ひひ。随ずい分ぶんとご自分の力に自信がおありのようですけれど、過信は身を滅ほろぼしますわよォ？　わたくしの〈刻々帝ザフキエル〉は──」

「御ご託たくはいいから早く来なさい黒くろ豚ぶた」

　琴里が面めん倒どうそうに息を吐はくと、楽しげに笑っていた狂三の頬ほおがぴくりと動いた。

　屋上中に展開した無数の狂三が、一いつ斉せいにぎろりと上空の琴里を睨ねめ付つける。

　そしてそれと同時に、前方から苦く悶もんの声が響いてきた。どうやら十香と折紙が狂三の分身体に延えん髄ずいを打たれ、気絶させられたらしい。

「上等ですわ。一いつ瞬しゆんで食らい尽くして──差し上げましてよォッ！」

　狂三がのどを震ふるわせる。瞬間、屋上を埋め尽くしていた狂三の分身体が一斉に脚あしを縮め、空高く跳ちよう躍やくして琴里に迫せまった。

　空に向かって放たれる、無数の黒いシルエット。それは突とつ進しんとか突とつ撃げきというよりも、無む慈じ悲ひな機き銃じゆう掃そう射しやや散さん弾だん銃じゆうの連射といった方が適当に思えた。圧倒的な物量で相手を圧殺する暴ぼう虐ぎやくなる数の悪あく魔ま。人間大の巨大な弾だん頭とうが、次々と琴里に迫る。

「──ふん」

　しかし琴里は鬱うつ陶とうしげに鼻を鳴らすと、担いでいた戦斧をゆっくりと持ち上げた。

　琴里の身みの丈たけを優に超こえる漆しつ黒こくの棍こんの先せん端たんに、空気を焦こがす焔が蟠り、刃やいばの形を作っている。それは琴里の動作に合わせて赤い軌き跡せきを残しながら、さらにその輝きを増した。

「──〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉」

　そして狂三の大群が目前にまで迫った瞬間、琴里は静かに言葉を発し、焔の戦斧を凄すさまじい勢いで前方に振ふり抜ぬいた。風を薙なぐ音が、士道のところにまで響いてくる。

「あッははははは！　無ゥ駄ですわよう！」

　それに応ずるように、狂三がまたも哄笑を上げた。

　如い何かに巨大な戦斧とはいえ、全方位から迫った何人もの狂三を薙ぎ払うことなどできるはずがない。前方の数体を屠ほふったところで、一瞬あとにはその他の狂三に噛かみ付かれてしまうであろうことは想像に難かたくなかった。

　だが。

「きひひ──ひィ……？」

　不意に、狂三の笑みが歪んだ。

　琴里が〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉を振り抜いた瞬間、その先端に生えた焔の刃が揺らめき──それと同時に、琴里に迫っていた無数の狂三の首が、あるいは腕うでが、あるいは上半身そのものが、一斉に宙に躍おどったのである。

『ぁ、ぇ……？』

　幾人もの狂三が切きり離はなされた自分の部品を見つめ、呆ぼう然ぜんと声を発する。次の瞬間には、それら全てが炎ほのおに包まれ、地に触ふれる前に燃もえ尽きた。

「…………」

　琴里が無言で視線を下──士道の方に落とし、もう一度〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉を振る。すると焔が蛇へびのようにのたうち、士道に群がっていた狂三たちの身体を切り裂さいていった。

　凄まじい断だん末まつ魔まとともに、身体にかかっていた負荷が消え去る。

「──っ」

　士道は口の中に差し入れられていた指を吐き出すと、幾いく度どか咳せき込んだ。

　次いで〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉に切り裂かれた狂三たちの身体が、先ほどと同様に炎に包まれる。

「ぅ熱あっつ……！」

　士道は慌あわてて身を起こすと、制服に落ちた火の粉をバンバンとはたき落とした。

　と、そんな士道と狂三の間に、空からゆっくりと琴里が降り立ち、狂三に向かって〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉を構えた。──まるで、士道を守るかのように。

「こ、琴里……これは一体──」

「大人しくしてなさい、士道。可能なら狂三の隙すきを衝ついてこの場から逃にげて。今のあなたは──簡単に死んじゃうんだから」

「は……？　それってどういう……」

　しかし士道の問いは、前方から響いた狂三の哄笑によって掻かき消けされた。

「ひひ、ひひひひひひひひひ……ッ！　やるじゃあありませんの」

　銃を握った狂三が眉を撥はね上げ、唇くちびるの端を歪める。

「でェもォ、まさかこれで終わりだなんて思ってはおられませんわよねえ？」

　言って、狂三が巨大な文字盤の前で二丁の銃を構えてみせる。

　士道は息を詰つまらせた。そうだ。狂三にはまだあの天使が──時を操あやつる〈刻々帝ザフキエル〉があるのである。

「琴里、気をつけろ、あれは……！」

「ふふッ、士道さん、無ぶ粋すいな真ま似ねはよしてください──ましッ！」

　言うと狂三は〈刻々帝ザフキエル〉の『Ⅰ』の文字盤から漏れ出た影かげを装そう填てんした短銃で、自分のこめかみを撃った。

　瞬間、狂三の姿が霞かすみのように掻き消える。

　と、その動作と同時に琴里が〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉をバッと頭の上にやった。すぐに、その位置から甲かん高だかい音が鳴り、微かすかに〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉が震える。

　先刻──狂三と真那が戦っていたときにも見た光景だ。〈刻々帝ザフキエル〉【一アのレ弾フ】。撃った対象の時間を早める弾である。

　影すら追いつかないような速度で、狂三が幾度も琴里に猛もう襲しゆうを仕し掛かける。

　しかし琴里の〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉は、焔の刃を俊しゆん敏びんに蠢うごめかせると、その目にも止まらぬ攻こう撃げきをことごとく防いだ。

「あッはははははは！　素晴らしいですわ！　素晴らしいですわ！　さすがは天使を顕けん現げんさせた精霊──ッ！　高鳴りますわ、高鳴りますわッ！」

「ふん……！　鬱陶しいわね。あなたもレディなら、少しは落ち着きを持ったらどう？」

　棍を薙ぐように振り抜き、琴里が言う。そこでようやく士道の目に、〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉に吹ふき飛とばされた狂三の姿が見えた。

　空中に躍った狂三は不安定な姿勢のままけたけたと笑うと、銃を構え、叫さけびを上げる。

「ご忠言痛み入りますわ。ではご要望にお応こたえして、淑しとやかに殺とらせていただくとしましょう。〈刻々帝ザフキエル〉──【七ザのイ弾ン】！」

　すると、〈刻々帝ザフキエル〉の『Ⅶ』から影が飛び出し、狂三の銃じゆう口こうに吸い込まれていった。

　そして狂三が引き金を引くと同時、漆黒の弾だん丸がんが軌跡を描えがきながら琴里に迫る。

　姿勢、速度、距きよ離り、どれを見てもかわせるような一いち撃げきではないが、琴里の〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉はその弾丸をも焔の刃で打ち落とした。

「琴里！」

　が──駄だ目めだ。士道は思わず叫んでいた。

【七ザのイ弾ン】。それは先ほど、狂三が真那を仕留めた最悪の一撃である。

　防ごうと打ち落とそうと関係ない。その弾は触れた瞬しゆん間かんに──

「ふふ、あはははははははッ！」

　狂三の笑い声とともに、琴里の身体からだがぴくりとも動かなくなった。

　手足はもとより、幻げん想そう的に揺ゆらめいていた霊れい装そうの袖そでや〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉の刃、髪かみの毛の先さえも、空中に躍ったままその場に制止してしまっている。

「ふふふッ、如何な力を持っていようと、止めてしまえば意味がありませんわよ？」

　狂三が言うと同時、周囲に残っていた無数の狂三が一斉に銃を構え、琴里に向かって引き金を引いた。

「やめ──」

　士道の制止が間に合うはずもない。狂三たちの放った弾丸は無慈悲に琴里に吸い込まれていった。その柔やわ肌はだに、痛々しい銃じゆう痕こんが刻まれていく。

「それでは、ごきげんよう」

　そして最後に、【七ザのイ弾ン】を放った狂三が琴里の目の前に立ち、琴里の眉み間けんに銃口を押し当て、何の逡しゆん巡じゆんもなく引き金を引いた。

　次の瞬間、琴里の身体が動きを取とり戻もどす。

「……ッ！」

　琴里の全身に刻まれた傷から、一斉に血が噴ふき出す。だが琴里には、それに反応を示す暇ひまさえ与あたえられなかった。最も至し近きん距きよ離りから放たれた最後の一撃を眉間に受け、小さな身体を仰あお向むけにその場に倒たおす。

「琴里……ッ!!」

　悲鳴じみた声を上げてその場に駆かけ寄より、倒れた琴里の身体を抱だき起おこそうとする。

　だが、できなかった。全身を狂三の弾丸で穿うがたれ、夥おびただしい量の血の海に沈しずんだ琴里の身体は、触れるだけで崩くずれてしまうのではないかと思えるほどにぼろぼろだったのである。

　生存の望みなど一いち縷るとてない惨さん状じよう。士道は妹の変わり果てた姿に呆然と手を突ついた。

「あ、あ……」

「うふふ、ふふふふふふッ、ああ、ああ、終わってしまいましたわ。せっかく見えた強敵でしたのに。無情ですわ。無常ですわ」

　狂三が、芝しば居いがかった調子でくるくると回りながら、可笑しそうに嗤う。

「さあ、さあ、今度こそ士道さんの番ですわ。わたくしに──」

　と。そこで狂三は言葉を止めた。

　訝いぶかしげな顔をして、仰向けに倒れた琴里の方を見つめている。

　狂三の視線を追って琴里を見やり、士道もまた、目を見開いた。

「こ、れは──」

　呆然と、声を漏もらす。琴里の身体に刻まれた無数の銃痕から焔ほのおが噴き出し、全身を舐なめるように広がっていたのである。

　この光景には見覚えがあった。否いな、正しく言うのであれば──体感したことが、あった。

「……まったく。派手にやってくれたわね」

　踵かかとを支点にするように、ぐん、と琴里が不自然極きわまる動作で身を起こす。

　焔が通ったあとには、傷も、血のあとも、霊装の綻ほころびさえも、一切がなくなっていた。

　一瞬前まで瀕ひん死しの重傷を負っていたとは思えない。今攻撃を受けたのが士道の錯さつ覚かくだったのではないかと思ってしまうくらいに平然と、頭を数度左右に倒してみせる。

「な──」

　さすがにこれには驚おどろいたらしい。狂三が一歩後ずさりながら眉まゆを歪ゆがめる。

　それに気づいたのか、琴里が〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉を構え直し、狂三を睨にらみ付けた。

「私としては、あなたが恐おそれ戦おののいて戦意をなくしてくれるのがベストなのだけれど」

「……ふん、戯たわむれないでくださいま──しッ！」

　狂三が身を反そらし、両手の銃口を背後に向ける。

　すると狂三の左眼の時計がくるくると高速回転し、〈刻々帝ザフキエル〉の『Ⅰ』の文字盤ばんから連続して影が漏れ出て、狂三の銃に吸い込まれていった。

「【一アのレ弾フ】……ッ！」

　狂三は叫ぶと、両の手に握にぎった銃の引き金を連続して引ひき絞しぼった。屋上に残った狂三たちに、【一アのレ弾フ】が吸い込まれていく。

　数十発の【一アのレ弾フ】を撃ったのち、狂三は自らに銃口を押し当て、引き金を引いた。

「──ちッ」

　琴里は面めん倒どうそうに舌打ちをすると、左足を後方にブンと振り、士道の脇わき腹ばらを蹴けった。

「ぐぇ……っ!?」

　突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに間の抜けた声を発しながら、後方に蹴り飛ばされる。士道は背中と後頭部で地面を擦すってなんとか停止したのち、頭をさすりながら身を起こして声を上げた。

「な、何すん──」

　だが、非難の言葉を最後まで吐はくことはできなかった。

　恐ろしい速度を得た何人もの狂三たちが、琴里を囲うようにびゅんびゅんと飛び回り、拳けん打だを、脚きやく蹴しゆうを、あるいは弾丸を浴びせかけていたからだ。

　そう。琴里は【一アのレ弾フ】の力で高速化した狂三たちの猛もう攻こうが届く寸前に、貴重なワンアクションを消費して、士道を安全圏けんまで逃のがしたのである。

「切り裂け──〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉ッ！」

　琴里が吼ほえると、〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉はその刃の体積を何倍にも膨ふくれ上がらせ、さらに広こう範はん囲いにその身を伸のばしていった。

　次々と、無数の狂三が焔の刃に薙ながれ、裂かれ、貫つらぬかれ、その身体を灰と化されていく。

「くッ……」

　と、そんな苦く悶もんとともに、狂三が琴里の周囲から離り脱だつする。

　どうやら〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉の攻撃がヒットしたらしい。肩かたから腹に掛かけて、火傷やけどのような切り傷のような、奇き妙みような痛々しい傷きず跡あとができていた。

「一体──なんなんですの……あなたはァッ！」

　すぐに短たん銃じゆうを掲かかげ、叫ぶ。

「〈刻々帝ザフキエル〉──【四の弾ダレツト】！」

　同時、〈刻々帝ザフキエル〉の『Ⅳ』の文字盤から、狂三の握る銃に影が放たれる。

　そして狂三が自らのこめかみに銃口を当てて引き金を引くと、まるで時間を巻き戻すかのように、狂三の身体から傷が消えていった。

　それとほぼ同時に、琴里の周囲に飛び交かっていた狂三の分身体たちが、悉ことごとく燃やし尽つくされ、灰となって風に消えていく。

「あら、もう打ち止めかしら？　案外少なかったわね。もう少し本気を出してくれてもいいのよ？」

　琴里が戦せん斧ぷを肩に担ぎながら、ふふんと鼻を鳴らす。

　その物言いに狂三が顔を凄せい絶ぜつに歪ませ、歯をぎりと噛かみしめた。

「その言葉──後こう悔かいさせて差し上げますわッ！　〈刻々帝ザアアアアアアアアフキエエエエエエエエエエエル〉……ッ!!」

　言った瞬間、狂三の左眼が、今までよりもさらに速く回り始めた。

「ッ！　させるかっての……！」

　その様子に不ふ穏おんなものを感じたらしい。琴里が〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉を振ふりかぶる。だが──

「──ぁ」

　小さな、本当に小さな声をのどから発して、その場に膝ひざをついた。

〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉の柄えを杖つえのようについてどうにか身体を支えながら、もう片方の手で苦しげに頭を押さえる。

「く……こ、これは……」

「こ、琴里!?」

　一体何が起こったのかわからないが、それが琴里の窮きゆう地ちであることは容易に理解できた。思わず叫んでしまう。

「あッはははははははははは！　悪運尽きましたわ・ねェ！」

　狂三が高らかに笑い、〈刻々帝ザフキエル〉の弾たまが込められた歩兵銃を琴里に向ける。

「く──」

　士道は考えるよりも先に駆け出していた。今狂三の銃に込められている弾にどのような力があるのかはわからない。しかし、それが琴里の命を刈かり取ろうとする必滅の一撃であることは想像に難かたくなかった。

　狂三が引き金を引く瞬間、琴里の身体を掴つかんでどうにかその弾から逃のがれさせる。それが叶かなわないのであれば、最悪、士道が盾たてになれればそれでいい……！

　──だが。

「…………」

　狂三が琴里に照準を合わせた瞬間、琴里がすっとその場に立ち上がった。

「っ、琴里！　大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　問うも、琴里は答えなかった。

　ただ静かに──爛らん々らんと光る真っ赤な眼で、狂三をジッと睨ねめ付つける。

　見慣れたはずのその顔は、なぜだろうか、まったく士道の見知らぬ少女に見えた。

「琴、里……？」

　琴里は〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉を天高く掲げると、その手を離はなした。

　すると〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉の刃が空気に掻かき消え、棍こん部分のみがその場に静止する。

「〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉──【砲メギド】」

　琴里の声に応えるように、刃を失い棍のみになった〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉が蠢しゆん動どうした。

　柄の部分が本体に収納され、琴里が掲げた右手を包み込むように着装される。

　肘ひじから先を長大な棍に覆おおわれた琴里は、その先端を上空の狂三に定めた。

　──その姿はまるで、戦せん艦かんに備えられた大たい砲ほうを思わせた。

〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉がその体表を展開させ、赤い光を放つ。

　そして琴里の周囲にまとわりついていた焔が、その先端に吸い込まれていった。

「────!?」

　その様子を見てか、琴里に銃じゆう口こうを向けていた狂三は眉をひそめた。今までに見たことのない表情。士道の知識と語ご彙いから相応ふさわしい表現を充あてるとするなら──それは、恐きよう怖ふとか戦せん慄りつに近いのかもしれなかった。
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「わたくしたち!!」

　狂三が叫さけぶと同時、狂三の影かげから分身体たちが、二人の間を遮さえぎるように這はい出てきた。

　琴里が、静かに口を開く。

「──灰かい燼じんと化せ、〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉」

　その声は、何年も一いつ緒しよに暮らしている士道が一度も聞いたことのないような、冷たく、平へい坦たんなものだった。

　次の瞬しゆん間かん──琴里の構えた〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉から、凄すさまじい炎えん熱ねつの奔ほん流りゆうが放たれた。

　巨きよ大だいな火山の噴ふん火かを数十センチの範はん囲いに凝ぎよう縮しゆくしたかのような圧あつ倒とう的てきな熱量が、高校の屋上から空の彼方かなたにまで一本の線を引く。辺りが一瞬、一足早い夕日に彩いろどられたかのように真っ赤に染まった。

「ぐ……」

　士道は思わず腕うでで顔を覆った。わずかに空気を吸っただけでも、鼻から口から入った熱気が粘ねん膜まくを灼やき、呼吸を阻そ害がいする。琴里の背後にいるにも拘かかわらず、肌はだが火に炙あぶられているかのようにちりつき、目を開けているのも困難なほどだった。

　数秒ののち、空を灼く炎熱の光線が段々とその体積を減らしていき──琴里の右手に装着された大おお筒づつが、過か酷こくな作業を終えた機械のように白い煙けむりを勢い良く吐き出した。

「けほ……っ、けほ……っ」

　軽く咳せき込んでから視線を上げる。

　視界を覆う煙が晴れ──士道は小さく肩を揺ゆらした。

　屋上の床ゆかやフェンスが凄まじい熱によって融とかされ、砲の通ったあとには何も残っていなかったのだが──そこには未だ、狂三と〈刻々帝ザフキエル〉の姿があった。

　だがその狂三を護まもるように這い出た分身体たちは一体残らず灰燼と消え、狂三自身もまた、左ひだり腕うでを失っていた。恐ろしい熱量で消し飛ばされたからだろうか、断面は黒炭のように煤すすけ、血一つ流れてはいない。

　また、狂三の背後に浮ふ遊ゆうしていた〈刻々帝ザフキエル〉も、その巨大な文字盤の四し半はんを貫かれていた。『Ⅰ』『Ⅱ』『Ⅲ』の数字があったと思おぼしき場所が、綺き麗れいに抉えぐり取られている。

「く──ぁ……」

　狂三が絞り出すように息を吐き、その場にがくりと膝をつく。

　誰だれが見ても、戦せん闘とうが続けられるような状態ではなかった。

　──しかし。

「……銃を取りなさい」

　琴里が、低い声で唱えながら、再び大砲となった〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉を狂三に向けた。

「まだ闘とう争そうは終わっていないわ。まだ戦争は終わっていないわ。さあ、もっと殺し合いましょう、狂三。あなたの望んだ戦いよ。あなたの望んだ争いよ。──もう銃口を向けられないというのなら、死になさい」

「琴里……？　な、何を言ってるんだ？」

　士道は琴里のもとに駆かけ寄よると、その肩を掴んだ。

「それ以上やったら、本当に死んじまうぞ！　精せい霊れいを殺さずに問題を解決するのが〈ラタトスク〉なんだろ!?」

　しかし、琴里は士道の言葉に耳を貸さなかった。再び〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉の砲ほう門もんに、焔ほのおを引き込んでいく。

「……！　お、おい、琴里！」

　士道は琴里の前に回り──息を詰つまらせた。

「な……」

　冷たく歪ゆがんだ双そう眸ぼうに、妖あやしく光る紅玉ルビーの眼。そして口元に浮うかんだ、愉ゆ悦えつか恍こう惚こつにも近い表情。

　──違ちがう。士道は戦慄した。明らかに、いつもの琴里ではない。

　それを察した瞬間、士道は駆け出していた。──力無く膝をついた狂三の方へ。

「狂三！」

「士──道、さん……？」

　狂三を連れて逃にげるような猶ゆう予よはない。せめて少しでも狂三へのダメージを減らそうと、狂三の前にバッと立ちはだかる。

　それと同時に、〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉から、再び万ばん象しようを灼き尽くす紅ぐ蓮れんの咆吼が放たれた。

　瞬間──

「っ！」

〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉を構えた琴里が、ハッと目を見開いた。

「おにーちゃん……ッ！　避よけてっ！」

　叫び、右手の〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉を上空に向ける。

　だがそこから放たれた火は完全にはその軌き道どうを変えられず──

「────」

　目の前が真っ赤に染まったところで、士道の意識は途と絶だえた。




　　　　◇




　燃える。燃える。家々が燃える。

　燃える。燃える。町々が燃える。

　燃える。燃える。世界が燃える。

　士道の視界の中で焔が躍おどり狂くるう。

　ぱちぱちと。めらめらと。ごうごうと。

　それでも、士道は足を止めなかった。

（琴里……っ！　琴里！）

　妹の名を呼びながら、ただひたすらに、地じ獄ごくの底と化した街を走っていく。

　そうしていながらも、士道はまだその状じよう況きようを理解しきれていなかったのかもしれない。

　だが、それも仕方のないことだった。何しろ家に戻もどろうとしたら、見慣れた街が丸ごと炎ほのおに包まれていたのだから。

　今日は、琴里の九歳の誕生日だった。そのプレゼントを買いに、士道は駅前まで出かけていたのである。そのおかげで火災を免まぬかれたのだから琴里に感謝せざるを得ないが──肝かん心じんの琴里がまだ、家に残っているはずだったのだ。

　忙いそがしい両親は娘むすめの誕生日だというのに、いつものごとく仕事で家を空けている。今、家には琴里が一人きりなのだ。

　泣き虫な琴里のことである。きっと、逃げることもできず一人泣いているだろう。

　その姿が頭を掠かすめた瞬間、士道は駆け出していた。

　琴里。士道の可愛い妹。何もなかった士道の家族になってくれた、優しい女の子。

　昔。実の母に捨てられ、絶望に沈しずんでいた頃ころ、士道は父母に、そして琴里に救われた。

　だから、今度は士道が救わねばならないのだ。琴里のためならば、士道は自らの命を投げ出すことさえ厭いとわなかった。

（琴里──ッ!!）

　幾度も幾度ものどを震ふるわせながら、家の方に走っていく。

　だが、そこで士道は足を止めた。目の前の街並みが、ところどころに燻くすぶった炎の残ざん滓しを残し、綺麗に舐なめ取られたかのように消え失せていたからだ。

　そして、その直ただ中なかに。一人の小さな女の子が、力無くへたり込んで泣きじゃくっていた。

（あれは──）

　奇き妙みような出いで立ちをした少女だった。袖そでや裾すその広がった和装に、頭部の角。そしてそれに括くくられた白いリボン。身体の周囲には、ゆらゆらと焔が揺らめいている。

　だけれど士道には、その女の子が可愛い妹であるとすぐにわかった。

　琴里が、泣いている。──士道の身体が動くのに、それ以外の理由など必要なかった。

（琴里！）

　手にしていた鞄かばんをその場に放り、名を呼びながら、琴里の方に走っていく。

（ぅ、ぁ、ぁ、お、おにぃちゃん……っ、おにーちゃん、おにーちゃん……ッ！）

　涙なみだでぐしゃぐしゃになった顔を両手で拭ぬぐいながら、琴里が士道のことを呼んでくる。

　が──士道が琴里の近くに寄ろうとした瞬間、琴里の身体にまとわりついていた焔が急に大きく膨ふくれ上がった。

　琴里が、ハッとした様子で目を見開き、肩かたを震わせる。

（おにーぢゃん！　来ぢゃだめぇぇぇぇぇっ!!）

　涙に濡ぬれた声で、のどを潰つぶさんばかりの大声を上げてくる。

（──え？）

　士道は呆ぼう然ぜんと声を発した。

　だがそれも仕方のないことだろう。何しろ気付いたときには士道の身体は、体積を増した琴里の焔の奔流を受け、軽々と吹ふき飛とんでいたのだから。

（ぁ────）

　どさ、と背中から地面に落ちる。背中に強きよう烈れつな激痛が走り、全身の肌が火傷やけどを負ったように悲鳴を上げる。だが、士道は痛みに身を捩よじることも、叫びを上げることもできなかった。ただぼんやりとした視界と意識の中、空を見上げながら短い声をこぼす。

　まだ意識がない方がよかったのかもしれない。指を動かすことさえ叶かなわず、ただ痛みに苛さいなまれながら、遠くなる意識を冷静に認識している自分が、どこか空そら恐おそろしかった。

（おにーちゃん……っ！）

　すぐに、這うようにして琴里が駆け寄ってくる。

　数瞬前に意識がない方がよかったという考えが頭を掠めたばかりだというのに、脳は容易たやすく意い趣しゆを返した。今の士道にとって、琴里の顔を見取ることができるのは、何にも代え難がたい報ほう奨しようだったのである。

　琴里の目から大おお粒つぶの涙がこぼれ落ちる。それは士道の焼やけ爛ただれた肌に触ふれると、さらなる激痛となって襲おそいかかってきた。だが、どうにかうめきを上げぬように奥歯を噛かむ。ただでさえ泣き虫な琴里をこれ以上泣かせてしまったら、士道はお兄ちゃん失格である。

　霞かすむ視界。滲にじむ琴里の顔。薄うすれゆく空の色。すべてが、どんどん実像を失っていく。

　だが……そのとき。

【──ねえ、彼を助けたい？】

　そんな声が、士道と琴里の上から響いてきた。







「──つっ……」

　士道の頭に蟠わだかまっていた微睡まどろみを切きり裂さいたのは、鈍にぶい痛みだった。額ひたいを押さえ、小さな声を発する。

　触れた限り、外傷はない。切り傷はもとより、こぶのようなものも確認できなかった。どちらかというと頭の奥底からじんわりと鈍どん痛つうが湧わいてくるかのような感覚である。

　しばしの間うなりを上げてから目を開くと、視界に大小さまざまな配管ののたくった天てん井じようが広がっていることがわかった。

　そこでようやく、自分がベッドに横になっていることに気付く。

「ここは……」

　士道は数度目をしばたたかせ、辺りの様子を見やった。ベッドが等とう間かん隔かくに並べられており、それぞれの周囲に、間仕切り用のカーテンが纏まとめられている。

　覚えのある空間。士道は前にも一度、今と同じようにここに寝ねていたことがあった。

　そう。〈ラタトスク〉の所有する空中艦かん〈フラクシナス〉の医務室である。

　士道はぼうっとする頭を覚かく醒せいさせるように、軽く側頭部を叩たたきながら身を起こした。

「あいたた……」

　頭だけではなく、身体からだの節々が痛んだ。小さく顔をしかめる。

　ついでに、なぜだろうか、唇くちびるに微かすかな違い和わ感がある気がした。気を失う前に何かが触ふれでもしたのだろうか。

　だが、すぐにそんなものは気にならなくなった。理由は単純。士道のベッドにもたれ掛かかるようにして、見知った顔の少女が眠ねむっていたからだ。

　美しい夜色の髪かみに、陶とう器きのように滑なめらかな肌はだ。顔の造作は、これまた作り物のように端たん整せいで、その寝ね姿すがたはまるで童話のワンシーンを思わせた。……まあ、口くちの端はしからひとすじ垂れた涎よだれが、それを台無しにしてはいるのだが。

「十香……？」

　士道が名を呼ぶも、少女──夜や刀と神がみ十香は反応を返してこなかった。ただ規則的に肩を上下させ、静かに寝ね息いきを立てるのみだ。

「なんで十香がこんなところに……いや、それよりなんで俺は──」

　と、士道の呟つぶやきは途と中ちゆうで止められた。

　不意に医務室の入り口が開き、二人分の足音が入ってきたのである。

「……ん？　ああ、目覚めたかい、シン」

　栗り鼠す色の軍服を纏った二〇歳くらいの女が、士道の姿を見るなりそう言ってくる。

　分厚い隈くまに飾かざられた双眸と、長年のインドア生活を示すような生白い肌が特とく徴ちよう的な〈ラタトスク〉の解かい析せき官、村むら雨さめ令れい音ねである。

「令音さん？　それに──」

　士道は令音に返しながら、ふとその後ろに目をやった。ようやくティーンエイジャーに指を引っかけたくらいの少女が、令音の陰かげに隠かくれるように立っている。

　およそ自然には生まれ得ないであろうブルーの髪と、綺き麗れいな蒼玉サフアイアの瞳ひとみを、つばの広い麦むぎわら帽ぼう子しで隠した女の子である。左手にコミカルな意い匠しようが施ほどこされたウサギのパペットなんぞを着けており、時折その小さな手をわきわきと動かしていた。

『おー、士道くん。なぁーによ、元気そうじゃないの。心配して損しちゃったわぁよー』

「無事で……よかった、です」

　パペットが大おお仰ぎような仕草で言ったのち、少女が蚊かの鳴くような声を発してくる。

「四よ糸し乃のまで。一体どうしたんだ……？」

『むー』

「……あ、ああ、悪い。よしのんもいたな」

　士道は不服そうなパペットに苦笑しながら返してから、視線を令音の方に戻した。

「それで、令音さん。なんで俺、こんなところに……？」

「……ん。昨日、時崎狂三との交戦のあと、気絶した君をここに搬はん入にゆうしてね」

「……っ！」

　時崎狂三。士道の学校に突とつ如じよとして転校してきた少女であり──精霊。

　その名前が令音の口から発された瞬しゆん間かん、士道の頭に薄らぎかけていた鈍痛が戻ってきた。

　昨日の光景が、頭の中に鮮せん明めいに思い出される。

「そ、うだ……！　あ、あれからどうなったんですか!?　十香は眠ってるだけなんですよね？　何ともないんですよね？　それに琴里は!?　あいつ、急に現れて……っていうか、あの姿は一体……！　あと折紙は!?　あいつもかなり手て酷ひどくやられてたはずなんです！」

「……落ち着きたまえ、シン」

「っ──そうだ、真那はどうなったんですか!?　途中から見えなかったんです！　無事なんですよね!?　それに狂三──あいつも生きてるんですよね!?　学校のみんなも──」

　と、士道はそこで言葉を止めた。正確に言うのであれば、止められた。

　令音が狼狽うろたえる士道の頭を抱かかえるように、ぎゅっと抱だきしめてきたからだ。

「んー！　んー!?」

「……よしよし」

　言いながら、令音が頭を優しく撫なでてくる。だが士道はどちらかというと、顔に押し付けられた温かな胸むな元もとの感かん触しよくに気が行ってしまっていた。

　令音の腕うでをタップして降参を示す。すると令音は数秒後、ようやく身を離はなした。

「……落ち着いたかい？」

「は、はぁ……」

　大きく息を吐はいてから問いかけるように視線を上げると、令音がそれに応じるように首しゆ肯こうしてくる。後ろでは四糸乃が手で赤い顔を覆おおい、でも指の隙すき間まからしっかり見ていた。

「……安心したまえ。皆みな無事だ。私の知る限り死者は出ていない。近きん隣りんの病院はパンク状態だがね。鳶とび一いち折紙と崇たか宮みや真那はあとから現れたＡＳＴ隊員に回収されていった。多分自衛隊天てん宮ぐう病院に搬はん送そうされただろう。あそこには医い療りよう用の顕現装置リアライザが配備されているからね。──狂三は、隙すきを衝ついて逃にげたよ。十香は見ての通りさ。自分も傷を負っているというのに、君を看病すると言って聞かなくてね。疲つかれて眠ってしまっただけだろう」

「……っ」

　令音の言葉を聞いて、士道は奥歯を噛みしめ拳こぶしを握にぎりしめた。

　──結局、士道は何も解決できなかった。

　狂三を救ってみせると、真那を救ってみせると言いながら、何もできはしなかった。

　狂三に、真那に重傷を負わせ、折紙や十香、学校の皆みんなさえ巻き込んだ挙げ句、狂三の力を封ふう印いんすることは叶わなかったのだ。

「く──そ……っ」

　悔くやしげに毒づき、ベッドを殴なぐる。

「……君はよくやった。あまり自分を責めないことだ」

「で、でも……！」

「……狂三があんな力を隠しているとは、誰だれも予想できなかったろう。むしろあの一件で死者が出なかったことを喜びたまえ。これで終わりではないんだ。まだ狂三を救いたいと思っているのなら、その手は彼女の頬ほおを叩いて叱しかりつけるためにとっておきたまえ」

「……はい……」

　士道は押し殺すようにしてそう言い──ハッと目を見開いた。

　令音の言葉の中には、一人、重要な人物が欠けていたのである。

「令音さん……！　琴里は。琴里は今、どこにいるんですか？」

　上体を起こしながら問うと、令音は想定通りの質問を受けたといった様子でうなずいた。

「……案内しよう。立てるかい？」

「は、はい」

　士道は布団を足元に畳たたむと、ベッドの脇わきに揃そろえてあった靴くつを履はいて立ち上がった。が──長い間横になっていたからだろうか、軽い立ちくらみを感じ、姿勢を崩くずしてしまう。

「……！」

　と、そこで令音の脇から四糸乃が駆かけ寄より、士道の身体を支えてくれた。

「お、おう、悪い。ありがとうな、四糸乃」

「い、いえ……」

　苦笑しながら士道が言うと、四糸乃がどこか恥はずかしそうに顔をうつむけた。左手の『よしのん』が、『ひゅー』だなんてわざとらしい口笛（？）を吹ふく。

「……大だい丈じよう夫ぶかい？　もう少し休んでいた方が──」

「や、大丈夫です。それより、早く琴里のところに」

　令音は士道の様子を見るように目を細めたが、すぐに小さく息を吐き、首しゆ肯こうした。

「……ついてきたまえ」

　言って、ゆらりと踵きびすを返す。士道は十香をちゃんとベッドに寝かせてから、その背を追うように足を踏ふみ出した。

　と、四糸乃が士道の腰こし元もとを支えたまま、一いつ緒しよに歩くようにしてくる。

「四糸乃？　もう大丈夫だぞ？」

「……っ、あ、はい……でも、その、あぶない、ですから」

　四糸乃の目にはそんなにも士道が弱々しく見えたのだろうか。

　しかしわざわざ厚意を振ふり払はらう理由もない。士道は苦笑しながら「……じゃあ、お願いするよ」と言ってともに歩みを進めていった。なぜかウサギのパペットが器用にニヤニヤしていたが、まあそんなのはいつものことなのでさして気に止めなかった。

　四糸乃に伴ともなわれながら、〈フラクシナス〉の狭せまい通路に足音を響ひびかせていく。

　そんな道中で、士道は不意に眉まゆ根ねを寄せた。てっきりいつものように艦かん橋きように向かうものだと思っていたのだが、令音が途中で進路を変えたのである。

　そのまま歩みを進め、数分後。

「……ここだ」

　足を止めた令音の前の扉とびらを見て、士道は思わず息を呑のんだ。

　士道は別段、〈フラクシナス〉の内部構造について詳くわしいわけではない。幾いく度どか足を踏み入れたことはあるが、丁てい寧ねいに案内をされたわけでもないし、行くところといえば転送装置のある機体下部と艦橋、医務室、あとはトイレや食堂、レストルーム程度である。

　正直、今自分が艦のどの位置にいて、この部屋がどういった役割を持っているのかなんてことも正確にはわからない。

　しかしそれでも、その銀行の大金庫を思わせる如い何かにも頑がん強きようそうな扉が、どのような意図を持って設しつらえられているかは容易に推おし量はかれた。

「ここって……」

　問うように視線を送るも、令音は答えず、扉の横に備えられた電子パネルの前に立つと、番号を入力してから手の平をかざした。

「……解析官・村雨令音」

　そして名を言うと、パネルが小さな音を鳴らし、その大きな扉が左右に分かれて開いていった。

「……さ、来たまえ」

　令音が部屋に入っていく。士道はごくりとのどを鳴らしてからその背を追った。

　そしてすぐに、士道は眉まゆをひそめた。なんとも奇き妙みような部屋である。部屋の手前と奥がガラス製の壁かべで仕切られており、それを境として内装がまったく異なっている。

　士道たちのいる手前側が、様々な機械が所ところ狭せましと並べられた薄うす暗ぐらい実験室のような風ふ情ぜいなのに対し、奥は普ふ通つうに人間が生活を行うマンションの一室のように調ととのえられていた。

　まるで、猛もう獣じゆうを閉じこめ監かん視ししておくための檻おりのような空間である。

　そしてその部屋の奥。ガラスを隔へだてた場所に、琴里の姿はあった。瀟しよう洒しやな椅い子すに腰こし掛かけ、優ゆう雅がに紅茶なんぞを飲んでいる。

　もう霊れい装そうは纏っておらず、いつもの私服姿である。見慣れた妹の姿に、士道は思わず放念の息を吐いた。

「琴里！」

　名を呼んでみる。が、琴里は答えなかった。

「……こちらの音声はあちらには届いていない。──シン。ここからは君一人だ」

　言って、令音が歩いていく。ガラスの壁の一角に、扉のようになった場所があった。

　四糸乃が士道から身を離す。士道は短く礼を言ってから、令音の方に足を進めた。

　令音が先ほどと同じように指し紋もん、声せい紋もん認証をし、扉を開ける。士道は小さく頭を下げてから奥の部屋に入っていった。その際、部屋を隔てるガラスの壁の異様な分厚さが視界の端に入り……弛ゆるみかけていた緊きん張ちようの糸が、再びピンと張はり詰つめた。

「……ん？　あら、士道じゃない。目が覚めたのね」

　と、士道の闖ちん入にゆうに気付いたのだろう、琴里が視線を上げてくる。

「お、おう……」

　どうしてだろうか、少し気まずい気がして、ぎこちない調子でそう返す。

「突つっ立たってないで座ったら？　案か山か子し志望だっていうのならその夢応おう援えんするけれど」

「あ、いや……ん、そうだな」

　言われるままに、琴里の向かいに置かれた椅子に腰掛ける。その際ちらと令音たちのいる方に目をやったが、その姿を認めることはできなかった。向こう側からはガラス張りに見えていた部屋の仕切りが、こちらからは白い壁へき面めんにしか見えなかったのである。

「…………」

「…………」

　テーブルを挟はさんで、しばしの間無言で向かい合う。

　訊ききたいことは山ほどあるはずなのに、いざ当人を前にしてみると、何と言っていいかわからなかった。

　琴里はさして緊張したふうもなく、シナモンスティックでミルクティをかき混ぜ──スティックをぱくりと口に放り込んだ。

「……って、それもチュッパチャプスかよ！」

　士道は思わず叫さけんでいた。そう。紅茶に浸つかっていたのはシナモンスティックでもスプーンでもマドラーでもなく、琴里の大好物の小さな棒付きキャンディだった。

「何よ。文句ある？」

「いや、別にねえけども！」

　士道は叫びを上げてから、はあと息を吐いた。……なんだか、図はからずも肩かたの力が抜ぬけた気がする。心の中でほんの少しだけチュッパチャプスに感謝しながら、唇くちびるを動かす。

「琴里。──おまえは一体、何者なんだ」

「士道の可愛い妹よ」

「……自分で可愛いとか言うかフツー」

「可愛いでしょう？」

「……まあ、否定はしねえけど」

　士道は髪かみをくしゃくしゃとやってから、膝ひざに手をつき、軽く頭を下げた。

「琴里……おまえは、精せい霊れい、なのか」

　単刀直入に。単純明快に。もっとも気になっていることを問う。

　すると琴里が、肩をすくめながら鼻を鳴らしてきた。

「ふん、違ちがうって言ったら信じてくれるのかしら？」

　是ぜ非ひもない。士道はこくりとうなずいた。

「ああ。おまえが違うって言うんなら、信じる」

「……正気？　自分の目より他人の言葉を信じるだなんて、とても賢けん明めいな人間のすることとは思えないけれど」

「可愛い妹の言うことを信じられなくなっちまったら、人間としては上等でもお兄ちゃんとしちゃ終わりだろうよ」

「…………」

　琴里はカップをソーサーの上に落ち着けると、無言で士道の目を見つめ返してきた。

　そして数秒の間視線を交わらせたあと、はあと小さく吐と息いきをこぼしてくる。

「……私は、人間よ。少なくとも、自分ではそのつもり。──でも、きっとそうはいかないんでしょうね。観測装置の数値は今、私のことを精霊と判断しているんだから」

「どういう……ことだ？」

　琴里の言っている意味がよくわからず、眉をひそめる。いつもなら憎にくまれ口の一つでも叩たたいてくる琴里だったが、今回ばかりはその疑問も当然といった様子で言葉を続けた。

「私は、五河家に生まれた人間。それは間ま違ちがいないわ。でも、今から五年前。

　──私は、精霊になった」

「は……？」

　士道は目を点にし口をぽかんと開けて、呆ぼう然ぜんと声を発した。

　精霊とは、隣りん界かいと呼ばれる領域に存在する、特とく殊しゆ災害指定生命体のことである。少なくとも士道は琴里や令音にそう聞いていた。

「どういうことだよ。人間と精霊って、そもそも種が違うんじゃないのか？」

「まあ……そうね。正確には、精霊の力を持った人間っていった方が適当かもしれない」

「っ、そんなことが……」

　言葉の途と中ちゆうで、士道は不意に眉をひそめた。

　頭の中に、ふっととある情景が思い出されたのである。

「あ──」

　それは、夢だった。先ほど目覚める前に見ていた、夢。

　燃え盛る街の中で、霊装を纏まとった琴里が一人泣いている──夢。

「どうしたのよ、士道」

「い、や……俺は──それを……知って、る……？」

「っ、どういうこと？」

　琴里が問うてくる。その真しん剣けんな表情に、士道は思わず身体からだを反そらしてしまった。

「ど、どういうことって言われてもな……」

「だって、士道は五年前の火災のときのことを──私が精霊になったときのことを、全く覚えていなかったじゃない」

「や、そう……なん、だが。……ええと、笑うなよ？」

「笑わないわよ」

　琴里が憮ぶ然ぜんとした様子で腕うでを組む。士道は後頭部をかきながら口を開いた。

「その、さっき、夢……で」

「夢？　どんな夢？」

「あ、ああ……」

　士道が掻い摘つまんで夢の内容を説明すると、琴里がほんのりと頬ほおを染めて顔を逸そらした。

「……まあ、私が泣きながらおにーちゃん連呼してたかどうかは異議を唱えたいところだけど……概おおむね私の記き憶おくの通りよ」

　琴里はふうむとあごに手を当てると、チュッパチャプスの棒をピンと立ててみせた。

「……もしかしたら、私が士道から霊れい力りよくを引き戻もどした影えい響きようで、経パ路スを通って記憶が流れ込んだのかしら。それとも、それが原因で士道自身の記憶が呼び起こされた……？　ふむ、どっちにしろ興味深いわね」

　何やら思案するように、琴里が小刻みにうなずく。

「……一人で納得しないでくれよ。それより琴里」

「ん？　何よ」

　琴里が顔を上げて士道の方を見返してくる。

「精霊になった──って言ったよな。五年前、一体何があったんだ？」

　精霊と人間は、そもそも種が違う。人間が途中から精霊になるだなんてことが──あるいは、人間が精霊に相当する霊力を手に入れるだなんてことがあるとしたなら、それは一体どんなことだというのだろうか。

　しかし琴里は、あっけらかんと首を振ふった。

「それが、ほとんど覚えてないのよね」

「は……？　覚えてない……って」

「んー、漠ばく然ぜんと何かがあった気はするんだけど、どうも思い出せないのよ。いや、精霊になったことは覚えてるのよ？　でも何が原因でそうなったのかが今ひとつ」

「……そんな重要なこと忘れるかフツー」

「妹が精霊化したことすら忘れてた兄に言われたくないわね」

「ぐ……」

　そう言われては何も言い返せなかった。が、そこで疑問が一つ浮かんでくる。

「って……その割には随ずい分ぶん戦い慣れてたみたいだったけど」

　士道は屋上での光こう景けいを思い起こしながら言った。そう、琴里は、逃げられたとはいえ、あの狂三を圧倒していたのである。

「不思議よね。一応シミュレーターで訓練を受けていたとはいえ、実じつ戦せんは初めてだったのだけれど。……でもまあ、精霊になったときの記憶が曖あい昧まいだから、そのときに何かあったのかもしれないわね。まるで身体が戦い方を知っていたみたいに動いたから驚いたわ」

「な……じ、じゃあ、空くう間かん震しんを相殺したのは──」

「ああ、あれもぶっつけ本番。令音の計算で可能であるって結果は出てたけど、さすがにもうやりたくないわね。失敗したら被ひ害がいが倍になっちゃうでしょうし」

　事も無げに言う琴里に、汗を滲にじませる。

　すると、琴里がはあと息を吐はいてから言葉を続けてきた。

「でも……まあ、士道の言うことももっともなのよ」

「っていうと？」

「そんな重要なことを忘れるはずがない。それに関しては私も同意。士道ならまだしも、自分の存在がひっくり返るような大事件を、この私がうっかりで忘れるはずがないわ」

「まだしもってなんだ、まだしもって」

　半眼を作って不満げに言う。が、琴里は無視して言葉を続けた。

「五年前、あの場にいた二人が揃そろって記憶を失っている。……何か妙みようだとは思わない？」

「……っ、それって……」

「たとえば、誰だれかが私たちの記憶を消したとか」

「な──」

　──誰かが、二人の記憶を消した？　なんとも気味の悪い話に、士道は眉まゆを歪ゆがめた。

　確かに顕現装置リアライザを用いれば──あるいは人じん智ちの及およばぬ力を持つ精霊ならば、そういうことも可能なのだろう。しかし、一体誰が、何のために。

　そんな士道のリアクションを見てか、琴里が肩をすくめてきた。

「ま、あくまで可能性の一つだけれどね」

　補足をされるも、士道の背はじっとりと湿しめったままだった。

　確かにそう考えると、話に筋が通る気がしたのである。

　だが、思い出せない以上今それを考えても詮ないことである。士道はもう一つ気になっていることを問うた。

「でも……そのあと、琴里はいつもの生活に戻ったんだよな？　一体どうやったんだ？」

　少なくとも、五年前の火災から今まで、五河琴里は士道と一いつ緒しよに日常を過ごしてきた。それはしっかりと覚えている。

　しかし、琴里は「はぁ？」といった調子で口を開いてきた。

「そこは思い出してないの？　士道が私の力を封ふう印いんしたからに決まってるじゃない」

「え？」

　士道は素すっ頓とん狂きような声を発した。

「お、俺が……？」

「ええ。──昨日言わなかった？　返してもらうわよ、って」

　そういえば、確かに昨日琴里が現れたとき、そんなことを言っていた。

「俺、が……」

　士道は軽く額ひたいに手を触ふれ、小さくうなった。琴里の霊装を見たとき頭の奥底に生まれた、疼うずくような痛みが再び現れたのである。

　どうも──思い出せない。他のことは朧おぼろ気げながら思い起こすことができるのに、五年前のその事件に関してだけ、上う手まく記憶を手た繰ぐることができなかった。

「そう。……そして士道に力を封印されたあと、私は〈ラタトスク〉に見み出いだされたのよ。そして──世界の裏側で起こっていたこと、精霊というものの存在を知って……精霊を、救いたいと思った」

「…………」

　まだ一四にもなっていない琴里がなぜ〈ラタトスク〉だなんて秘密組織の司令官をやっているのか、今までずっと疑問だったのだが……ようやく腑ふに落ちた。

　だから、と琴里が続ける。

「精霊の説得役に士道が選ばれたのは、それが理由よ。原因はわからないけれど、あなたには精霊の力を封印する力があったの」

「あ──」

　士道は目を丸くした。

　確かに疑問だったのだ。士道にそんな力が備わっていたとしても、なぜ〈ラタトスク〉がそれを発見することができたのだろうか、と。

　何のことはない。琴里という実例が、五年も前にあったのだ。

　そういえば思い当たる点はあった。狂三の銃じゆう撃げきを受けるたびに、琴里の肌はだに刻まれた傷は炎ほのおに覆おおわれ、治ち癒ゆしていったのである。

　それは紛まぎれもなく、士道の身体に備わっていた再生能力そのものだった。

「って、ことは──」

　士道の表情から思考を察したのだろうか、琴里が深く首しゆ肯こうしてくる。

「そう。士道の回復能力は、もともと私の力よ。

　……と、いうわけで。士道、ちょっとそこに立ちなさい」

「は？　な、なんでだよ」

「いいから、早く」

　士道は琴里に言われるままに立ち上がった。

　瞬しゆん間かん、琴里の鋭するどい拳こぶしが鳩尾みぞおちに放たれ、士道は身体をくの字に折って悶もん絶ぜつした。

「ぐは……ッ!?」

「言ったわよね、私、言ったわよね？　気を付けなさいって。今のあなたは簡単に死んじゃうって。なのに何？　私の前に飛び出してこようとするわ、挙げ句狂三を守ろうとして〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉の前に飛び出してくるわ……ッ！　私がすんでのところで意識を取り戻して砲ほう撃げきを逸らしたからいいようなものの、もし一いつ瞬しゆん遅おそかったら今いま頃ごろ消し炭よ……!?　結局その隙すきに狂三にも逃にげられちゃうし！　ねえ、聞いてるの!?」

「き、聞いてる……聞いてるから揺ゆするな……」

　なんとか首を縦に振る。しばしのあと、ようやく呼吸が戻った士道は椅い子すに腰こし掛かけ直し、ほうと息を吐いた。

「ってて……いきなり何しやがるんだよ」

「ふん。言ってわからない犬には躾しつけをするしかないでしょう」

　士道は言い返そうとして、言葉を収めた。それよりも、気になることがあったのだ。

「琴里。今、意識を取り戻したって言ったよな」

「……っ」

　琴里が、ぴくりと眉を揺らす。

　士道は屋上での出来事を思い起こした。狂三に砲ほうと化した〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉を向けた琴里。あれは、どう見ても普ふ段だんの琴里ではなかった。

　琴里が、観念したようにはあと息を吐いてくる。

「……言ったわよ」

「でも、ちゃんと喋しやべってたし、正確に狂三を攻こう撃げきしてた。あれは──」

「……わからない。精せい霊れいの力を士道から返してもらってから一日……時折、何かを壊したくて、誰かを殺したくて堪たまらなくなって──身体が言うことを聞かなくなるの。今はどうにか薬で抑えてるんだけど……あのときの私は、間ま違ちがいなく狂三を殺そうとしていたわ」

「な……」

「……もしかしたらあのときも、士道が狂三の前に出てくれたから、正気に戻れたのかもね。それに関しては、ほんの少しだけ感謝しといてあげる」

　自じ嘲ちよう気味に肩かたをすくめながら、琴里が苦笑する。

　だが、士道はそれに返すことができなかった。今し方琴里から聞かされた情報が、無茶苦茶に士道の頭の中を叩く。

　だから、と琴里は続けた。

「……怖こわいのよ。自分が何をしてしまうのかわからないの。自分で、自分が、抑えられない。もしかしたら、記憶に残っていないだけで、五年前にも何かしてしまったのかもしれない。──それこそ、私の記憶がない部分で、誰かを殺してしまっている可能性だってある。もしそうだったら、私は──」

「琴里……」

　と、琴里はそこで言葉を止めた。恐きよう怖ふを払はらうように、首を振る。

「忘れてちょうだい。らしくないことを言ったわ」

「あ、ああ……。でも……おまえの精霊の力は、まだ俺からおまえに戻もどったままなのか？」

「ええ。でなければ、こんな厳重な隔かく離りエリアに収まっている理由もないでしょう？」

　言いながら、部屋の中を見回すように首を動かしてみせる。

　ここから見る分には上等な内装の部屋ではあるが、そこに至るまでの道を通ってきた士道には、ここが居い心地ごこちの良い空間とは全く思えなかった。

「で、でも十香の力が逆流したときは、自然にもとに戻ったじゃねえかよ。なんで──」

「十香に逆流した力の絶対量が少ないからよ。十香の精神状態さえ落ち着けば、経路を通って自然に士道に戻ってくるわ。──でも、私の場合は違ちがう。ほぼ一〇〇パーセントの力を士道から引き出しちゃったからね。こうなるともう、自然にはもとに戻らないわ」

「じゃ、じゃあどうすれば──」

　士道が何とか言葉を絞しぼり出す。その様がよほど可お笑かしかったのか、琴里が苦笑しながら口を開いた。

「まあ、再封印をするしかないでしょうね」

「さ、再封印……？　それって一体」

「簡単な話よ」

　琴里はそう言うと、口からチュッパチャプスを抜ぬき、ビッと士道に突つき付けてきた。




「──私を、デレさせてちょうだい」




「は……はぁっ!?」

　琴里の言葉に、士道は呆ぼう然ぜんと声を発した。

「で……デレさせろって……それは、どういう……」

　困こん惑わく気味に士道が訊たずねると、琴里は再びキャンディを口に放り込み、カップを持ち上げながら小さく肩をすくめた。

「十香や四糸乃にした通りよ。──精霊の力を封印するには、それしかないの」

「そ、それってつまり……」

　士道は十香、そして四糸乃との出会いを思い起こした。

　デートして、好感度を上げ──そして、最後に。

「…………」

　士道の視線は無意識のうちに、琴里の唇くちびるに向いていた。

　だって、十香や四糸乃のときと同じ方法ということは──

「……っ！」

　と、そこでけたたましい音が響ひびき、士道はビクッと身体からだを揺らした。

　どうやら琴里が、手にしていたカップをその場に落としたらしい。陶とう製せいの白い器うつわが割れ、中程まで残っていたミルクティーが床ゆかに弾はじける。

「こ、琴里？　大だい丈じよう夫ぶか、怪け我がは？」

　士道が眉まゆをひそめながら心配そうに言うと、琴里は目を伏ふせ大きく息を吸いながら、首を横に振ふってきた。

「……大丈夫よ。気にしないで」

　言って、琴里がカップを取り落とした右手を左手で掴つかみ、士道の視線を避さけるようにテーブルの下へ持っていった。

「気にしないでって……」

「平気だって言ってるでしょう。それより、少し疲つかれたわ。一人にしてくれるかしら？」

「いや、そうはいかないだろ。ほら、切ってるかもしれないから手を見せ──」

「……シン」

　と、士道が琴里に手を伸のばしたところで、背後からドアを開ける音と、そんな声が聞こえてきた。令音が、黒い鞄かばんを携たずさえながらこちらのスペースに入ってきたらしかった。

「令音さん？　どうかしましたか？」

「……ああ。悪いが、今日はここまでだ。先に向こうに戻っていてもらえるかな？」

「え？　で、でも……」

「……琴里の方はこちらで何とかしておく。さ、早く」

　令音の声に合わせるように、琴里も顔をうつむかせてうなずいた。

「は、はあ……」

　そこまで言われては仕方ない。士道は大人しく指示に従い、扉とびらを通って四糸乃のいる部屋に戻った。

　と、そこで違い和わ感かんに気付く。琴里のいるスペースに目を向けると、先ほどまではガラス張りのようになっていた壁かべが白く色づき、向こうの様子が窺うかがえなくなっていたのである。

「なんだ……？」

　数分経たった頃ころだろうか、令音が扉を通って士道たちのいるスペースへと戻ってきた。

「令音さん、琴里は……」

「……ああ、大丈夫だよ。心配ない。今のところはね」

「い、今のところって……」

「…………」

　令音は無言で椅子に腰掛けると、ふっと目を伏せた。

「……二日後だ」

「え？」

「……二日後。六月二二日。君には琴里とデートをしてもらう」

「はあ。それは……まあ、聞いてますけど、なんで二日後なんですか？」

「……その日しかないのさ。恐おそらくあと二日しか、琴里は自身の霊れい力りよくに耐たえられない」

「──っ!?」

　令音の言葉に、士道は身体を緊きん張ちようさせた。

「ど、どういうことですか……!?」

「……段々と、発作の間かん隔かくが短くなっている。今は精神安定剤ざいと鎮ちん静せい剤ざいで抑えている状態だが……多分、あと二日が限界だろう。その日を過ぎれば、琴里はもう、君の知っている琴里ではなくなってしまう可能性がある」

「────」

　今度は声すら出なかった。のどがカラカラに渇かわいて、指が小さく震ふるえる。

　突とつ然ぜん。何の前まえ触ぶれもなく突き付けられた最悪の事態。

　あと、たった二日で。琴里が、琴里でなくなる。──士道が、力を封ふう印いんできなければ。

「じ、じゃあ、今すぐにでも──！」

「…………」

　令音は何やら考え込むようにあごに手を当てたのち、諦あきらめたようにため息を吐ついた。

「……本当は、その方がいいのだろうけれどね」

「え？」

「……いや。それはできないんだ。言ったろう？　今は薬で症しよう状じようを抑えていると。状態が安定するまで待たなければならない」

「で、でも、二日後には──」

「……だから、二つの条件が唯ゆい一いつ合がつ致ちするのがその日なのさ。明後日あさつてを逃のがせば、もうチャンスはないと思いたまえ」

「く……」

　士道が歯は噛がみすると、令音は小さく息を吐いてコンソールに向かった。

「……とりあえず、今は私に任せてくれ。シンは真那の様子でも見てきてやってくれたまえ。今からならまだ、ぎりぎり病院の面会時間にも間に合うだろう」

　令音が、士道と四糸乃を追おい払うように扉の方を示す。

「で、でも──」

「……お願いだ。今は、言うとおりにしてくれ」

「……わかりました」

　令音の態度にただならぬものを感じ取って、士道は大人しく指示に従い、四糸乃とともに部屋を出た。最後に、琴里を頼たのみます、と礼をして。

　そして、そのまま艦かんの下部──地上への転送ゲートがある場所へと歩いていく。

「……琴里を、デレさせろ……って」

　隣となりを歩く四糸乃に聞こえないくらいの声で、その言葉を呟つぶやく。

　そうしなければ、琴里は琴里でなくなってしまう。……だが。

　琴里を。妹を。あの苛か烈れつで強気な五河琴里司令を、デレさせる。

　それを改めて言葉にしてみると、なんとも難易度の高い作戦に思えてしまうのだった。








　第七章　琴里会議




　視界に広がるのは、地じ獄ごくとも見まごう光景だった。

　見慣れた住宅街が、真っ赤な炎ほのおに沈しずんでいる。建ち並んだ家々も、通い慣れた通学路の街路樹も、公園の木々も、可燃物と思おぼしきものには一切の例外なく炎が舌を揺ゆらめかせ、次々と炭に灰に燼もえくいに変えていく。

　辺りからは勢い良く燃え盛る炎の轟ごう々ごうという音に交じって、逃にげまどう人々の悲鳴や足音が響き、さらに時折、何かが爆ばく発はつするような凄すさまじい音が聞こえてきていた。

（なに……これ……）

　そんな、あまりにも現げん実じつ離ばなれした光景を目まの当たりにし、折おり紙がみは呆ぼう然ぜんと声を発した。

　意味のない行動。その一言を発する間に足を動かした方が、遥はるかに賢けん明めいであったに違いない。だが、それを愚おろかしいと断ずる者はいないだろう。一〇と二つ歳を重ねただけの子供が速すみやかに理解をするには、今のこの状じよう況きようは理り不ふ尽じんに過ぎた。

　何しろ買い物から帰ってきたら、出かける前に見ていた街とは別の光景が広がっていたというのである。その場にへたり込んでしまわないだけ、折紙はまだ幾いく分ぶん落ち着いているのかもしれなかった。

　と──そこで、折紙はハッと目を見開いた。

（お父さん、お母さん……！）

　そう。家には、父と母が残っていたはずなのである。

　それを思い出した瞬しゆん間かん、折紙は手に提げていた鞄かばんをその場に放り、駆かけ出していた。

　子供一人が駆けつけたところで何ができるわけでもないし、もしかしたら既すでに避ひ難なんを終えているかもしれない。だが、混乱する折紙にそんな判断ができるはずもなかった。ただ、数時間前とは随ずい分ぶんと様変わりしてしまった道を走っていく。

　そして数分後、なんとか自宅へと辿たどり着ついた折紙は、顔を絶望に染めた。折紙の家も他の家か屋おくと同じように真っ赤な炎に包まれ、黒い影かげしか見えなくなっていたのである。

（そん、な……）

　予想できていなかったわけではない。だがそれでも、実際目にするまでは一いち縷るとはいえ希望があったのだ。だが、これでは──

（──っ!?）

　と、折紙は肩かたを揺らした。自宅の扉が、内側から蹴け破やぶられたのである。

　そして中から、額ひたいに汗あせを浮うかばせた父が、母の肩を抱だくようにしながら歩み出てきた。

（！　お父さん！　お母さん！）

　折紙は精せい一いつ杯ぱいのどを絞しぼり、大きな声で二人を呼んだ。

（っ、戻もどっていたの、折紙!?）

（怪我はないか？　ここは危ない。すぐに逃げるぞ！）

　そう言いながら、父が折紙の方に手を伸ばして歩みを進めてくる。

　折紙は二人が生きていてくれたことが嬉うれしくて、目に涙なみだを浮かべながら何度もうなずいた。そして、父の手を取ろうと手を伸ばし──

（────え？）

　一いつ瞬しゆん、何が起こったのかわからず、折紙はそんな声を発していた。

　折紙が手を伸ばした瞬間、空から目の前に光のようなものが降り注そそいだのである。

　そしてすぐに、凄まじい衝しよう撃げき波はが発され、折紙の身体は軽々と吹ふき飛とばされてしまった。

（きゃ……ッ！）

　数メートル離はなれたコンクリート塀べいに打ち付けられ、数度咳せき込む。肋ろつ骨こつにヒビでも入ったのだろうか、そのたび激しく脇わき腹ばらが痛んだ。

　痛くて痛くて泣いてしまいそうになる。けれど、今はそんなことよりも両親の安あん否ぴが気にかかった。なんとかそれに耐え、視線をもといた場所へと向ける。

　──だが、そこにはもう、誰だれもいなかった。折紙の両親がいた場所は地面ごと抉えぐられ、まるで小さなクレーターのようになっていたのである。

　這はうようにしながら、そこへと進んでいく。

　そして。

（あ、あ……あ……あああああ──）

　抉り取られた地面に父と母であったものを見つけ、折紙は歯をガチガチと鳴らした。

　強い目め眩まい。世界が歪ゆがむかのような感覚。真っ赤だった視界が、灰色と黒だけで塗ぬりつぶされるような絶望感が折紙の意識を侵しん食しよくしていく。

　何な故ぜ。どうして。詮ない問いが頭を巡めぐり、解が得られないままぐるぐると渦うず巻まく。

（──っ）

　折紙は顔を上げた。今し方折紙の父母を灼やいた光。その根源を確かめるように。

　そして……またも、身体が動かなくなった。

（てん──し……）

　呆ぼう然ぜんと、呟く。そこには──天使がいたのである。

　無論、そんなものがこの世に存在するはずがないのはわかっている。だけれど今折紙の視線の先にいる存在を表すのに、他に適当な言葉が思い浮かばないのもまた、事実だった。

　痛みに視界が霞かすみ、細部までを見取ることは叶かなわなかったが、空に立ったそれが人の形をしていることはわかった。

　燃え盛る街を睥へい睨げいするように宙に浮いた、華きや奢しやなシルエット。──恐らく、年若い少女。

　その影が手を頭に触ふれさせ、身体を微び細さいに震わせる。

　それは嘆なげいているようでもあり──嗤わらっているようにも見えた。

（お、まえ、が……）

　──お父さんと、お母さんを。

　言葉の後半は、声になっていなかった。ただ血が出んばかりに拳こぶしを握にぎりしめ、歯を噛かみしめて、火の海を舞まう天使の姿を睨にらみ付け、呪のろいと怨えん嗟さに満ちた叫さけびを上げる。

（許、さない……！　殺す……殺してやる……ッ！　私が──必ず……っ！）







　そこで、鳶とび一いち折紙は意識を取り戻し、カッと目を見開いた。

「……っ、……っ」

　今の今まで眠ねむっていたというのに、呼吸が荒あらい。

　折紙は身体を起こすと、動どう悸きを抑おさえるように大きく深呼吸をした。うっすらと消毒液の臭においが混じった空気が、気管と肺を循じゆん環かんしていく。

　呼吸を整えた折紙は、ゆっくりと首を回し、周囲の様子を確かめた。

　白い天てん井じように、白い壁かべ。視界の端に見えるのは、点てん滴てきを吊つり下さげておくスタンドだろう。

　すぐに、自分が何度も世話になっている自衛隊病院の病室に寝ねかされていることに気付く。しかも、ご丁てい寧ねいなことに個室である。

「…………」

　無言で、額を拭ぬぐう。頭部には丁寧に包帯が巻かれていたのだが、それが寝ね汗あせでびっしょりと濡ぬれていた。無論、額以外に巻かれた包帯や病衣の背も湿しめっている。折紙は身体に張り付いた病衣を摘つまむと、ぱたぱたと風を送り込んだ。

　そう寝汗をかく方ではないのだが……恐おそらく、今の今まで見ていた夢のせいだろう。

　五年前。折紙の両親が死んでしまったときの光景。

　あのとき折紙が天使と見み間ま違ちがえた存在の名は、のちになって知ることになった。

　特とく殊しゆ災害指定生命体・精せい霊れい。あの大火災は、その人外の存在の手によるものだったのだ。

　だが──最近は見ることも少なくなった悪夢だというのに、なぜ今になって、また。

「──！」

　そこまで考えて、折紙は息を詰つまらせた。

　なぜ今自分がここにいるのかを思い出したのである。

「士し道どう……！」

　愛いとしい恋こい人びとの名を呼ぶ。そう。折紙は来らい禅ぜん高校の屋上で精霊・時とき崎さき狂くる三みと交戦し──取り押さえられたのちに気絶させられてしまったのである。

　士道と真ま那なの安否、それに狂三の動向が気にかかった（屋上にはもう一人ゴミと見間違えてしまうような生命体がいた気がしたが、まあそれは別に気にしなくてもよいだろう）。折紙が生きているということは、他の面々も無事である可能性が高いが……それとて推測でしかない。とにかく、情報が欲しかった。

　折紙は気を失う寸前の記き憶おくを探るように目を伏ふせ──あることを思い出して、ごくりと唾だ液えきを飲み下した。

　折紙が狂三の分ぶん身しん体たいに取り押さえられ、狂三が士道に向かっていったとき。

　空から、信じ難がたいものが現れたのである。

「炎ほのおの……精霊……！」

　折紙は、網もう膜まくに映うつったその姿を思い起こして、呪いに染まった声を発した。

　炎の精霊。識別名〈イフリート〉。五年前、南なん甲こう町の住宅街に大火を呼んだ精霊。

　──折紙の目の前で、両親を殺した精霊。

「見つけた。ついに……」

　五年間、探して、探して、探し続けた仇きゆう敵てき。命を賭としてでも殺すと決めた復ふく讐しゆうの標的。偶ぐう然ぜんとはいえ、折紙は、ようやくそれに辿り着いた。

　心臓が激しく脈動し、せっかく整えた息が再び荒くなる。永ながき悲願に指先が触れた、歓かん喜きにさえ近い感情が頭の中を荒あれ狂くるった。

　だが……なぜか、不思議な違い和わ感かんがあった。屋上に現れた炎の精霊──〈イフリート〉の顔を、五年前のあのときとは別に、見たことがある気がしたのである。

　一体どこだっただろうか。思案を巡らせるも、出てこない。

　折紙は数分間考え込んだあと、顔を上げてベッドから降りた。脇わきに置かれていたスリッパを履はき、立ち上がる。

　思い出せないものは仕方ない。折紙がここに搬はん入にゆうされているということは、真那も病院内にいるはずだった。彼女であれば、もっと詳くわしい事情を知っているかもしれない。

　折紙は軽い立ちくらみを無視して歩き出そうとし──点滴に腕うでを引っ張られてベッドに尻しり餅もちをついた。




　　　　◇




「ここ……でいいんだよな」

　士道は手にした地図と目の前に聳そびえた大きな建物とを見比べながら、小さく呟つぶやいた。

　門には、『自衛隊天てん宮ぐう病院』と記しるされている。どうやらここで間違いなさそうだった。

「あいつ……無事だといいけど……」

　一昨日おととい、狂三と相対していた士道のもとにいち早く駆かけつけてくれた真那は、狂三の【七ザのイ弾ン】に時間を止められ、その間に手ひどいダメージを負っていたはずだった。

　搬入されるとすれば直近の自衛隊病院だろうということで、様子を見に来たのである。

　門を潜くぐり、受付窓口まで歩いていく。

「あの……」

「はい、初しよ診しんですか？　一いつ般ぱんの方ですと紹しよう介かい状が必要になるのですが……」

　士道が声をかけると、受付にいた女性が声を上げてきた。

「あ、いえ。面会なんですけど。崇たか宮みや真那の病室ってどこですか」

「崇宮真那さんですね。ご家族の方ですか？」

「えっと……は、はい」

　士道は歯切れ悪く言いながらうなずいた。

　そう。崇宮真那は士道の実の妹なのである。……らしい。

　実際のところ士道にはそんな記憶はないのだが、真那本人が間違いないと言い張っていたし……ここで否定をして関係を追つい及きゆうされてもたまらない。素直にうなずいておく。

「少々お待ちください」

　事務員の女性が手元のパソコンを慣れた手つきで操作し始めた。

　そしてそれから数十秒後、驚おどろいたように目を丸くしてから、士道に顔を向けてくる。

「その……申し訳ありませんが、崇宮真那さんは今特別処置室にて処置中のため、ご面会はお断りさせていただいています」

「え……!?」

　士道は思わず声を上げていた。

「あ、危ない状態なんですか？」

「さあ……こちらではそこまで詳しいことは……」

「でも家族なら状態の説明くらいは──」

「申し訳ありません……崇宮真那さんの治ち療りようには特殊な機材が用いられているため、外部の方へのご説明はできない規則になっておりまして……」

「そんな……そこを何とかお願いできませんか？　せめて一目だけでも……」

「そ、そう言われましても……」

　事務員が困り顔を作る。と──そのとき。

「──士道？」

　士道の背に、聞き覚えのある声がかけられた。不思議に思ってそちらに振ふり向むくと、そこには病衣姿の少女が、点滴のスタンドを握りながら立っていた。

「折紙？」

　そう。クラスメートの鳶一折紙が、そこに立っていたのである。

　肩かた口ぐちをくすぐるくらいの髪かみに、人形のような貌かおが特とく徴ちよう的な少女である。額には包帯が巻かれ、その華きや奢しやな手足にもところどころ湿しつ布ぷが貼はり付つけられていた。

　折紙は士道の顔を見るなり、ほうと小さな息を吐はいた。表情は全く変わらないものの、どことなく放念しているような様子が見て取れる。

「無事でよかった」

「……お、おう」

　なんというか、面と向かってストレートに安否を気き遣づかわれると、なぜか少し気き恥はずかしかった。わざとらしく後頭部をかきながら目を逸そらす。

　しかし折紙はジッと士道の顔を見つめたまま、言葉を続けてきた。

「夜や刀と神がみ十とお香かは？」

「──!?」

　折紙の言葉に驚き、逸らしていた視線を折紙に戻もどす。

　それはそうだ。十香と折紙は、顔を合わせるたび喧けん嘩かばかりしているのである。まさか折紙が十香のことを心配するだなんて思いもしなかった。

　もしかしたら、折紙もクラスメートとして接するうちに、十香のことを理解し始めたのかもしれない。なんとなく嬉うれしくなって、士道は大おお仰ぎようにうなずいた。

「ああ、十香も無事だよ」

「ちっ」

「えっ？」

「なんでもない」

　何だか一いつ瞬しゆん、冷静沈ちん着ちやくな鳶一折紙嬢じようらしからぬ表情を見た気がしたが、きっと気のせいだろう。そう思いこむことに決めて、士道は乾かわいた笑いを浮うかべた。

「で、でも、どうしたんだ、こんなところに。病室のある階は別だよな？」

　折紙が視線を動かさぬまま返してくる。

「真那の病室の場所を、訊ききに。──士道は？」

「ああ……そうだったのか。俺も、真那の様子を見に来たんだ」

「そう。お見み舞まい？」

「ま、まあ、そんなところだ」

「真那にだけ？」

「……えっと……お、折紙のお見舞いも兼かねて」

「そう」

　折紙がやはり表情を変えぬまま言う。だがなぜだろうか、そこはかとなく上じよう機き嫌げんな感じがした。……少し良心がちくちくと痛んだ。

「それで、真那の病室は」

「あ、ああ……それなんだが、今は処置中らしくて、面会ができないらしいんだ。今なんとかならないか頼たのんでるんだが……」

「……、それなら多分、どれだけ待っても無む駄だ」

「え？」

「詳しいことは言えないけれど、多分機密性の高い機材を用いて治療が行われているはず。一いつ般ぱん病びよう棟とうに移るまでは誰だれの面会も許されない。無理に押し入ろうとすれば拘こう束そくされる」

「……っ」

　士道はぴくりと眉まゆを動かした。機密性の高い機材、とは恐らく医い療りよう用の顕現装置リアライザのことだろう。確かこの病院にはそれが配備されていると令れい音ねが言っていた気がする。

　空想を現実に再現する奇き跡せきの技術たる顕現装置リアライザは、国の最高機密である。この対応も仕方のないことなのかもしれなかった。

「……わかった、出直すよ」

　折紙は首しゆ肯こうすると、それきり何も言わなくなった。……士道の瞳ひとみを見つめたままで。

　それからしばらく、無言のまま時間が過ぎる。

　病院の通路のど真ん中で立ち往生するだなんて、迷めい惑わく極きわまりないことはわかっているのだが、なんというか、立ち去るタイミングを逸いつしてしまった。

　頬ほおに汗あせをひとすじ垂らしながら、どうにかのどを震ふるわせる。

「え、ええと……折紙？　病室に戻らなくていいのか？」

「戻る」

「そ、そうか。じゃあ俺はこれで……」

　と、士道がエントランスの方に歩いていこうとすると、不意に折紙が、びたーん！　と、膝ひざも曲げずうつ伏ぶせに倒たおれ込んだ。

「お、折紙!?　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　慌あわててその場に屈かがみ込み、肩かたを抱だくようにして身体からだを上向きにする。倒れた際に打ち付けたのだろう、鼻と額が赤く染まっていた。

　あまりに派手に倒れ込んだものだから、周囲にいた職員や患かん者じやが驚いた顔を作る。しかし折紙は周囲のざわめきなど微み塵じんも気に留とめていない様子で、士道の方に顔を向けてきた。

「一人では病室に戻れそうにない」

「…………」

「連れていって」

「……ええと」

「連れていって」

「……わ、わかったよ」

　士道は観念して首肯した。

「で……一人で歩けそうか、折紙」

「困難」

「……そうか。じゃあちょっと待ってろ。車くるま椅い子すを借りてくる」

　と、士道が立ち上がろうとすると、折紙が服の裾すそを摘つまんできた。

「ん、どうした？」

「車椅子は好ましくない」

「え？　なんでまた」

「乗り物酔よいが激しい」

「…………」

　果たして院内の廊ろう下かという平らな道を進む車椅子で酔うのだろうかとか、それ以前に日ひ頃ごろＣＲ－ユニットでビュンビュン飛び回ってるＡＳＴ隊員が何を言ってるのだろうとか、いろいろと言いたいことはあったが、とりあえず士道は黙だまっていることにした。

「じゃ、じゃあどうすればいいんだ？」

「おんぶ」

「は？」

　折紙の口から思わぬ言葉が飛び出してきて、士道は思わず聞き返していた。

　いや、その方法は予想して然しかるべきだったのだが……なんというか、あの鳶一折紙の口からそんな言葉が発されるとは思わなかったのだ。

「おんぶ」

「え、ええと……」

「おんぶ」

「…………はい」

　拒きよ否ひしても無駄と悟さとり、士道は背を折紙に向けた。瞬しゆん間かん、折紙が軽かろやかに起き上がり、士道の背中に身を寄せてくる。先ほど目め眩まいに倒れたとは思えない、あまりにも素早い動きである。正直、おぶさられるというより、バックを取られるといった方が適当な気がした。

「む……」

　リビングで眠ねむってしまった琴こと里りをおぶって部屋に運ぶのは日常茶飯事であったし、女の子を背負うのには慣れているつもりだったが……やはり、少し感覚が異なった。琴里よりも少しだけ重たい体重が、女の子特有の柔やわらかな感かん触しよくをはっきりと伝えてくる。──というか、必要以上に密着度が高い気がした。

「……折紙？　ち、ちょっと強く掴つかまりすぎじゃないか？」

「そんなことはない」

　言いながら、折紙がさらにぎゅっとしがみついてくる。薄うすい病衣一枚で隔へだてられた乳ち房ぶさが、士道の背中に強く押し当てられた。

「う、く……っ」

　客観的に見て、折紙はさほど発育のよい方ではなかったが……さすがに接近戦となるとその破は壊かい力は恐おそろしい。顔が熱くなるのを感じながら、士道は意識をクリーンに保つために首をブンブンと振り、折紙の腕うでから伸のびた点てん滴てきのスタンドを片手で握にぎった。

「そ、それで……折紙。おまえの病室はどこなんだ？」

「西にし棟とう三階。三〇五号室」

「おーけい……わかった」

　士道はこくりとうなずくと、点滴スタンドを片手で転がしながら足を動かした。

　案内板に従い、中央棟と西棟の連れん絡らく通路に歩いていく。と──

「わきゃぁっ!?」

　連絡通路に差し掛かかった辺りで、士道は女の子のような声を上げた。

　折紙が手の指を妖あやしく蠢うごめかせ、士道の身体を舐なめるようにまさぐってきたのだ。

「お、折紙。くすぐったいんだが……」

「そう」

　そう言うと、折紙はようやく指の動きを止めた。ほうとため息を吐つき、歩みを再開する。

　西棟にまで辿たどり着ついたのち、エレベーターで三階まで上り、折紙の指示に従いながら進んでいく。

　と、しばらくして、今度は後頭部がわしわしと弄いじくられ始めた。
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　しかし折紙の両りよう腕うでは士道の首にしがみついたままである。不思議に思い眉をひそめるも──理由はすぐにわかった。すんすんという呼吸音とともに、首筋に鼻息が当たるのが感じられたのである。

「お、折紙……!?」

　すーはーすーはー。

「ちょっと……」

　くんかくんか。

「おいったら……」

　困り顔を作り、振ふり返かえろうとする。が、

「ひぃッ!?」

　その瞬間首筋に予想外の感触が走り、士道は思わず飛び上がった。

　両手は塞ふさがっているというのに、なぜか士道の延えん髄ずいを撫なでるような、くすぐったい感触が伝わってきたのである。

「何!?　今何されてるの俺!?」

　士道は混乱する頭をどうにか制し、指定された三〇五号室に駆かけ込むと、そこに設しつらえられていたベッドに折紙を放り投げた。

「…………」

　折紙は華か麗れいに受け身を取ると、なぜか唇くちびるの周りをぺろりと舐めた。

「はぁ……っ、はぁ……っ」

　さほどの距きよ離りがあったわけでもなければ、別段折紙の体重が重かったわけでもないのだが、なんだか妙みように疲つかれた気がする。士道はしばしの間壁かべにもたれかかって呼吸を整えた。

　一分ほど経たってようやく、部屋の様子が見取れるくらいには動どう悸きが落ち着く。

　白い色を基調に構成された個室である。六畳じようくらいのスペースに、ベッドと棚たな、テレビや椅い子すなどが配置され、誰か見み舞まいに来たのだろうか、棚の上には花か瓶びんに入った花と、カゴに入った林りん檎ごが置かれていた。

「ええと……じゃあ、折紙。俺はそろそろ」

　と、士道が言いかけたところで、折紙のお腹がコロコロと鳴った。

「？　ご飯、食べてないのか？」

　折紙がこくりとうなずく。

「そっか……ナースコールしてみたらどうだ？」

「…………」

　しかし折紙はふっと顔を上げると、棚に置かれていた林檎を手に取った。

　そして、カゴの中に入っていた果物くだものナイフと一いつ緒しよに、士道に突つき出だしてくる。

「剥むいて」

「え？　ああ……別にいいけど」

　別にそれくらいならば断る理由もない。士道は近くにあった丸椅子に腰こし掛かけると、折紙から林檎と果物ナイフを受け取り、カゴを膝の上に載のせて、林檎の皮を剥き始めた。

　日頃から台所に立って包丁を握っている士道である。これくらいは容易たやすい作業だった。一分とかからずに林檎を八等分し終え、近くに置いてあった小皿に並べる。

「ほら、これでいいか？」

　言って、皿ごと林檎を差し出してやる。しかし折紙は何が不満なのか、首をふるふると振って手を伸ばそうとしなかった。

「？　どうしたんだよ、折紙」

「食べさせて」

「な……っ」

　士道は皿を差し出した姿勢のまま、肩を微かすかに動かした。だがもうそれくらいで狼狽うろたえてはいられない。コホンと咳せき払ばらいをし、口を開く。

「や……さすがにそれくらいできるだろ？」

「過度の運動は控ひかえるよう言われている」

「いやさっき思いっきり点滴スタンド転がしながら歩いて」

　折紙は士道の言葉を無視して、「あーん」と口を開けてきた。

「……、ったく……仕方ねえな」

　ため息混じりに林檎を一つ摘み上げ、折紙の口へと持っていく。と、折紙がそこでぴくりと眉まゆの端を動かすのが見えた。

「できれば手ではなく口移──」

「……！　とうっ！」

　なんとなく、その言葉を最後まで発させてはいけない気がした。折紙の口に林檎を突っ込こんで台詞せりふを強制的に遮しや断だんする。

　折紙はジッと士道の目を見つめながら林檎を半分ほど齧かじると、シャクシャクと咀そ嚼しやくし、飲み込んだ。そして士道の手に残ったもう半分を求めるように、またも口を開ける。

「ん、ほらよ」

　と、再び士道が林檎を差し出すと──折紙はそれを、ぱくり、と士道の指ごと頬ほお張ばった。

「うぇッ!?」

　さすがにこれは予想外だった。思わず、素すっ頓とん狂きような声を発してしまう。

「は、はは……うっかりさんだな」

　士道が乾かわいた笑いを浮うかべながら、林檎だけを折紙の口内に残して手を引こうとする。するとその瞬間、士道の手首がガッと掴まれ、凄すさまじい力でがっしりとホールドされた。

「え……？　えぇッ!?」

「…………」

　驚おどろきの声を上げる士道に構うことなく、折紙が手首を押さえたまま、士道の指に舌を這はわせてくる。ぺろ。ぺろぺろ。ぺろぺろぺろ。じゅるじゅる。ぴちゃぴちゃ。ずずっ。

「こ、こら、折紙……！　や、ちょっ、ホントに──お、オリガミサン!?」

　士道が裏返った声で叫さけびを上げ、手をじたばたと動かすと、ようやく折紙が口を離はなした。士道の指先と折紙の唇を繋つなぐように、きらきらと光る唾だ液えきの線が伸のびる。……なんだかもの凄すごく淫いん靡びな光景で、士道は思わず顔を赤くしてしまった。

「ごちそうさま」

　折紙が口元を拭ぬぐってから手を合わせ、ペコリとお辞じ儀ぎをする。士道は手を拭いながら頬ほおに汗あせを滲にじませた。

「も……もう大だい丈じよう夫ぶだよな？」

　士道が言うと、折紙は棚の上を指さした。

「それを」

「ん？」

　折紙の指の先に目をやる。そこには簡素な電子体温計が置かれていた。

「検温をしなくてはならない」

「ああ、そうなのか」

　士道は体温計を手に取ると、折紙に差し出した。しかし、折紙は手を伸ばしてこない。

「ん、どうした？　体温測るんじゃないのか？」

「一人では困難。手伝って欲しい」

「は？」

　士道は眉をひそめて聞き返した。

「い、いやいやいや。腋わきで挟はさんでおくだけじゃねえか」

「過度の運動は」

「……はいはい、わかったよ」

　なんだか上う手まく丸め込まれている気がするが、仕方ない。士道はため息を吐つきながら体温計をケースから出した。

「ていうか……検温手伝うってどうやるんだよ。ほとんどやることねえだろ」

「ここに座って」

　士道が怪け訝げんそうに問うと、折紙がベッドの上をポンポン、と叩たたいてきた。

「あ？　ああ……」

　士道が首を捻ひねりながら指定された場所に腰こしを落ち着けると、折紙が立ち上がり、士道の前に収まるように座った。ちょうど、先ほど士道が折紙をおぶっていたときと逆になるような格好である。

「！　お、折紙……？」

　髪かみの隙すき間まから覗のぞく白いうなじがすぐ眼下に迫せまる。士道は目を泳がせまくった。

　しかし折紙は構わず、そのまま病衣の紐ひもを解とくと、何の衒てらいもなく前をはだけさせた。

「……ッ!?　な、ななななななななな何してんだ折紙!?」

「──時崎狂三が転校してきたとき、士道は彼女の所作に少なからずドキドキしていた」

「え……え？」

「……攻せめの姿勢が有効と判断する」

　折紙は、独り言のように呟つぶやくと、体温計を握にぎった士道の右手を取った。そして、ゆっくりと自分の左腋に誘ゆう導どうしていく。

「──入れて、士道」

「…………ッ!?」

「体温計を」

　おかしなことを言っているわけでもないのに、なんだかもの凄く恥はずかしい気がした。

「や、そ、それはさすがに……」

「駄だ目めなら身体からだを拭ふくのと着き替がえを手伝っ──」

「やります！　検温の方がいいと思います！」

「そう」

　折紙が、微かすかに残念そうな調子でうなずき、顔を前に向ける。士道はごくりと唾液を飲み込むと、震ふるえる手で摘つまんだ体温計をゆっくりと折紙の腋に近づけていった。

「……っ！」

　と、体温計の先せん端たんが肌はだに触ふれた瞬しゆん間かん、折紙が全身をビクッと震わせた。

「っ、だ、大丈夫か、折紙」

「大丈夫。少し、冷たかっただけ」

「そ、そうか……」

　気を取り直し、再び体温計を移動させていく。

「……っ、ぁ──、……ん──っ」

　そのたび、折紙がこの距離でなければ聞き取れないくらいに小さく、うめきのような、喘あえぎのような、なんともいえない声を発した。

　普ふ段だんの折紙なら絶対に発しないような、弱々しく儚はかなげな吐と息いき。それが鼓こ膜まくを震わせるたび、士道の脳のう細さい胞ぼうが一〇〇〇個単位で天に召めされていった。

「ん……士道、もっと──お、く」

「……え、えと」

「ちゃん、と、奥まで……入れないと……正確に、測れ……ない」

「お、おう……」

　ただ検温をしているだけなのに、なぜだろうか、なんだかとってもイケナイことをしている気分になった。でも錯さつ覚かくである。きっと錯覚である。

　士道は精神を落ち着けるため心の中で般はん若にや心しん経きよう（内容はかなり適当だったが）を唱えながら、体温計を折紙の腋の最奥まで差し入れた。

「んん……っ」

　瞬間、折紙の身体がビクンと跳はね、背がぐっと反そらされた。

　そののち、折紙がはぁはぁといやに呼吸を荒あらくする。

「お、おおおおおおおおお折紙……？」

「──ぎゅって、して」

「え、ええっと……な……なんで、また」

「体温計が……落ちてしまう」

「あ……えと、うん……そうだな」

　士道は言われるままに、折紙の腋で体温計を挟み込むように力を入れた。

　そう、体温計が落ちてしまってはエラーになってしまい体温が測れなくなってしまうので、これは仕方のないことなのである。不ふ可か抗こう力りよくなのである。士道のような矮わい小しような人間が逆らうことなどできない大宇宙の定理なのである。

　腕うでに、胸に、腹に、折紙の身体の柔やわらかな感かん触しよくと体温が伝わってくる。それに首筋から微かに立ち上る汗の匂においが士道の鼻び腔こうをちくちくと刺し激げきし、なんだかもう頭ず蓋がいを開けられて脳をぐるぐるかき混ぜられているような感覚に陥おちいりわけがわからなくなる。

　──と、そこで体温計が軽快な音を響ひびかせ、士道の意識は現世に引き戻もどされた。

「はっ」

　トロンとしていた目をカッと見開き、折紙の腋から体温計を引ひき抜ぬく。

「ぁ……っ」

　その際折紙がまたも身体を震わせたが、できるだけ考えないようにして体温計の数字に目をやる。

「三六・二度……へ、平熱だな」

「……そう」

　折紙がどこか名な残ごり惜おしそうに言い、病衣の前をゆったりとした動作で閉じる。そののち、首を回して士道に視線を送ってきた。

「士道」

「な、なんだ……？」

「すごく……上手だった」

「……ッ、そ、そそそ、そうか……」

　一体何が上手だったのか士道にはよくわからなかったが、説明されても困ってしまう気がしたのでうなずいておく。

「じゃ、じゃあ……今度こそ、帰るよ。お大事にな、折紙」

　士道は身を引くと、折紙の身体を回り込むようにしてベッドから降りた。そしてそのまま、扉とびらへと歩いていく。だが、

「──最後に一つ、いい？」

　折紙がその背に、声をかけてきた。

「……なんだ？」

　背中にいやーな予感が広がるのを感じながら、問い返す。今度は一体どんな要求をされるのだろうか、と。──だが、折紙は予想外の言葉を吐いてきた。

「昨日。時崎狂三と私たちが交戦したあとのことを教えて欲しい。──空からもう一体精せい霊れいが現れたはず。和装のような霊装を纏まとった、炎ほのおを操あやつる精霊が」

「────」

　士道は思わず息を詰つまらせた。

　ごくりとのどが鳴る。折紙が言っているのは間ま違ちがいなく琴里のことだった。

「覚えている？」

「……あ、ああ」

　士道は一いつ瞬しゆん逡しゆん巡じゆんしたのち、うなずいた。

　とぼけようかとも思ったが、折紙が琴里のことを見てしまっている以上、あまり意味がないと判断したのだ。むしろ士道も見ていたはずの精霊を知らないと言ったなら、逆に怪あやしまれる恐おそれもあった。

　折紙は士道の緊きん張ちように気付いているのかいないのか、静かな調子で続けた。

「あのとき、私はすぐ時崎狂三に気絶させられ、意識を失ってしまった。──どんな些さ細さいなことでも構わない。炎の精霊について気付いたことがあったら教えて欲しい」

「いや……その、なんだ、俺もすぐ気絶しちまったから、あんまり詳くわしいことは……」

「……、そう。もしなにか思い出したら、すぐに教えて欲しい」

　士道の言葉に、折紙は落らく胆たんするように細く息を吐いた。

「お、おう……」

　士道は首を倒たおしながら、そこはかとない違い和わ感かんを覚えていた。

　折紙は自衛隊ＡＳＴ隊員。精霊を倒すのが任務である。だから新たに現れた精霊のことを知りたがるのは当然といえば当然なのだが……何と言えばいいのだろうか、少しいつもの折紙とは様子が違ちがった気がしたのだ。

「なんでそんなにあの精霊のことを知りたがるんだ……？」

「それは」

　折紙は一いつ旦たんそこで言葉を切ると、小さく唇くちびるを噛かんでから続けてきた。

「この前話したことを覚えてる？」

「この前……？」

「私の両親が精霊に殺されたという話」

「──っ、ああ……覚えてるよ」

　士道は肯こう定ていを示すように首しゆ肯こうした。忘れようがない。折紙が精霊を、世界を殺す災さい厄やくを憎にくむことになった原因。それが、五年前のその事件だった。

「五年前。天てん宮ぐう市南なん甲こう町の住宅街に大火を呼び、父と母を私の目の前で灼やいた精霊。──それが、あの炎を操る精霊」

「な──」

　士道は言葉を失った。

　腹に手を差し入れられ、呼吸のたびに臓ぞう腑ふを締しめ付つけられるような感覚。段々と息が苦しくなっていって、胃の底から途と方ほうもない嘔おう吐と感が押し寄せてくる。

　一度大きく息を吸って、吐く。そして今一度、折紙の発した言葉を反はん芻すうした。──が、士道の記き憶おくに混乱や齟そ齬ごは見当たらなかった。

　折紙は確かに言ったのだ。

　炎の精霊が、両親を殺したのだと。




　──琴里が、両親を殺したのだと。




「──ずっと、ずっと探してきた。ずっと、ずっと探し続けてきた」

　士道の狼ろう狽ばいに気付かぬ様子で、折紙が続ける。

「やっと見つけた。ようやく見つけた。

　殺す。殺す。絶対に殺す。私が、この手で。

　私の五年間はこのためだけにあった。

　この瞬間のために、ＡＳＴに入った。

　この瞬間のために、顕現装置リアライザを手に入れた。

　この瞬間のために、業わざを、技能を身につけた。

　全ては、犯人を倒すために。

　全ては、炎の精霊を討つために。

　全ては、〈イフリート〉を殺すために」

　いつもの様子からは考えられないくらい雄ゆう弁べんに、折紙が呪のろいの言葉を並べ立てる。

　表情は無味。声は平へい坦たん。大おお仰ぎような身み振ぶりをしているわけでもない。それなのにその言葉には、聞いている者の心臓を締め付ける途方もない怨えん嗟さが籠こもっていた。

〈イフリート〉。それが精霊としての琴里につけられた識別名なのだろう。

　──五年前。それは、確かに琴里の話と合がつ致ちする。

「でも、そんな、まさか……あいつが──」

「？　なにか知っているの？」

　折紙が首を傾かしげてくる。士道はハッとして首を横に振ふった。

「い、いや……そういうわけじゃないんだが」

「そう」

　言いながら折紙が、ずっと士道の方に向けていた視線をふっと下げる。瞬間、士道は金かな縛しばりから解けたように肩かたから力が抜けるのを感じた。だが、ここで話を終わらせるわけにはいかない。士道は、恐る恐ると言った調子で声をかけた。

「お、折紙」

「なに」

「言いづらかったらいいんだが……もしよかったら、その五年前に現れた精霊のことをもう少し詳しく教えてくれないか？　ほ、ほら、何か思い出すかもしれないし……」

　士道が言うと、折紙はこくんと首を前に倒した。

「あの日。私が買い物から帰ったとき──」

　折紙は、静かな口調で話を始めた。火災に巻き込まれた両親は、最初生きていたこと。しかし、精霊が現れ、その両親を折紙の目の前で殺したこと。朦もう朧ろうとする意識と霞かすむ視界のため、その姿を正確には見取れなかったこと。のちになって火災の原因となったとされる精霊──〈イフリート〉のことを知ったこと。

　五年も前の出来事だというのに、ただ一度の言い淀よどみもない。──まるで、つい先日それを経験したかのような感さえあった。

「…………っ」

　話を聞いている最中、士道は自分の心臓がやたらとうるさく鼓こ動どうするのを感じた。

　まだ、士道が最も求めている情報は、折紙の口から発されていなかったのである。

　つまりは──その精霊と、琴里との決定的な相そう違い点。

　士道には、あの琴里が折紙の両親を殺しただなんて、信じられなかったのである。

「──こんなところ」

　しかし、結局その確信は得られぬまま、折紙の話は終わってしまった。

　士道は縋すがるように、折紙に向かって一歩足を踏ふみ出した。

　何か。何か一つで構わない。琴里が犯人でないという確証を欲ほつして、問いを発する。

「ほ、他にはないのか……？　その、昨日見た精霊と比べ──」

　だが、そこで。

『──ご面会中の皆みな様さまにお知らせいたします。本日の面会時間は終しゆう了りようしました。院内におられる方は、速すみやかにお帰り頂きますようお願いいたします。繰くり返かえします──』

　廊ろう下かの方からそんなアナウンスが響ひびいてきて、士道の言葉は掻かき消けされた。

「なに？」

　折紙が、もう一度問いを求めるように首を傾げてくる。だが、士道は静かに首を振った。

「い、いや──何でもない。お大事にな、折紙」

　折紙がこくんとうなずいてくる。士道は声をかけられる前にと急いで病室を出た。

　面会終了とはいえ、あと数分程度の猶ゆう予よは残されていただろう。

　だが、士道には再度問いを発することができなかった。アナウンスによって気勢をそがれたというのもある。しかし、士道は自分でなんとなくわかってしまっていた。

　──きっと、自分は、怖こわかったのだ。

　──折紙の口から、五年前の精霊が琴里であるという証しよう拠こが出てしまうのが。

「…………」

　できるだけ音を立てないように扉を閉めたのち、廊下に視線を落としながら歩き出す。

　仮にも病院の廊下である。危険であるし、あまり早足なのは望ましくない。

　だが、発散場所のない思考をどうにか放出するように、歩調は自然と早くなっていった。激しい動どう悸きを抑おさえるように胸元に手を置きながら、カツカツと靴くつ音おとを響かせていく。

「……っ」

　と。歩調を緩ゆるめぬままエントランスまでさしかかった士道の歩みを止めさせたのは、不意にポケットで震ふるえ始めた携けい帯たい電でん話わだった。

　そういえば病院に入るとき、電源を切るのを忘れていた。慌あわてて病院から出ると、ポケットから携帯電話を取り出して通話ボタンを押す。

「はい……もしもし」

『……もしもし、シンかい』

「令音さん？」

　急いで電話に出たため着信画面は確認していなかったが、その眠ねむたげな声とシンという呼こ称しようですぐに電話の主ぬしに見当がついた。……知り合って随ずい分ぶん経たつが、令音はまだ士道の名前を間ま違ちがえたままなのである。

『……ああ。真那のお見み舞まいは終わったかな？』

「あ……はい。まあ、一応」

『……？　煮にえ切きらない返事だね』

「えっと、実は処置中らしくて、面会できなかったんですよ」

『……ふむ、そうか』

　言って、令音が何やら難しげにうなる。

「？　どうかしたんですか？」

『……いや、何でもない。それよりシン、今から〈フラクシナス〉に戻もどって来られるかな？　琴里のことなんだが……』

「──！」

　令音が発した名前に、士道は声を詰つまらせた。

　先ほど〈フラクシナス〉を出てくる前に見た琴里の様子と、今し方折紙に聞いた言葉が頭の中でシェイクされて、内臓が痛むような感覚が襲おそってくる。

「こ、琴里に何かあったんですか!?」

『……いや、そういうわけじゃあない。協議の結果、作戦会議を開くことになってね』

「作戦会議？」

　士道が眉まゆをひそめながら問うと、令音が『……ああ』と返してきた。

『……シン、君は琴里をデレさせるのは困難と言ったが……今回のケースの場合、十香や四糸乃のときにはなかった大きなアドバンテージがある』

「アドバンテージ……ですか」

『……ああ。至し極ごく単純な理由さ。突とつ然ぜん現れる精せい霊れいと違ちがい、今度の攻こう略りやく対象は君や我々と何年もの間一いつ緒しよに過ごしてきたんだ。その趣しゆ味み嗜し向こう、好きなもの、行きたがっている場所、欲しがっているもの……エトセトラエトセトラ。我々はそれらの情報を、他の精霊とは比べものにならないレベルで保有していることになる。……しかも、一日強とはいえ、プランを練る時間も用意されているというんだ。これを有効活用しない手はないだろう』

「た、確かに」

　言われてみればその通りである。確かに司令官モードの琴里はこの上ない難物であるが、事前のパーソナルデータ保有率だけを見れば、他の精霊とは比べものにならない。ある意味、もっとも対策を立てやすい攻略対象と言うことができた。

『……そこで、琴里のことをよく知るクルーたちを集めて、二日後のデートプランについて話し合おうということになったんだが、是ぜ非ひシンにも参加してもらいたいと思ってね』

　そういうことならば是非もない。士道は大きくうなずいた。

「わかりました。役に立つかはわかりませんけど、是非協力させてください」

『……助かるよ。──では〈フラクシナス〉で拾おう。一いつ旦たん自宅に戻って貰もらえるかな？』

「はい、了りよう解かいです。──っと、令音さん」

『……ん？　どうしたね』

「えと……その、五年前のことなんですけど。琴里が──」

『……琴里が？』

　令音が聞き返してくる。しかし、士道はその先の言葉を紡つむげなかった。上う手まく思考を整理して質問を組み立てることができなかったのかもしれないし──琴里の部下であり親友でもある令音にこんな質問をするのが躊躇ためらわれたのかもしれなかった。

「……いえ、なんでもないです」

『……？　そうかね。では、またあとで』

　言って、令音が電話を切る。士道は無言のまま通話ボタンを押すと携帯電話をポケットに押し込み、重い足取りで歩いていった。




　　　　◇




「シドー！」

　士道が〈フラクシナス〉の転送装置で艦かん内ないに移動すると、そこには令音と、着き替がえがなかったためだろうか、令音と揃そろいの軍服に身を包んだ十香が待ちかまえていた。

「お、十香じゃないか。目が覚め──」

　士道の言葉を最後まで聞かず、十香がバッと飛びかかってくる。

「う、うわっ！」

　咄とつ嗟さのことに驚おどろき、一いつ瞬しゆん身体からだが硬こう直ちよくしてしまう。しかし十香は構わず士道の首に手を回すと、ぎぅー、と腕うでに力を入れてきた。

「うむ！　シドー！　無事だったか！　よかったぞ！」

「ん……おかげさまでな」

　苦笑しながらぽんぽん、と肩を叩たたき、そろそろ離はなれるように促うながす。十香は「ん」とうなずくと、士道の意を察して身を剥はがそうとし──

「……ぬ？」

　怪け訝げんそうに眉をひそめて再び士道の首元に顔を近づけた。

　そのまま匂においを嗅かぐように、ひくひくと鼻を動かす。

「な、なんだ？　どうかしたのか十香」

「いや……なんだか嫌いやな匂いがする気がしてな。なんというのだろうか……いい匂いのはずなのだが、嗅いでいるだけでムカムカしてくるというか、腹が立ってくるというか……ああ、そうだ、鳶一折紙みたいな匂いがするのだ」

　十香が渋しぶい顔を作りながら言う。凄すさまじい嗅きゆう覚かくである。士道は心臓を跳はねさせた。

「──っ！　き、ききき気のせいじゃあないか……？」

「む……そうか。そうだな。シドーから鳶一折紙の匂いがするだなんて、私はどうしてしまったのだろうか。シドーがあの女をおぶったりでもしない限り、匂いが付くだなんてありえないというのに」

「……！　そ、そうだよ。そんなはずないじゃないか」

「……そろそろいいかな、シン」

　と、そんな士道と十香の様子を横で見ていた令音が、ゆらりと頭を揺ゆらしながら声を上げてきた。相変わらず眠そうというか、今にも倒たおれてしまいそうな調子である。

「あ……はい、すいません」

「……ん、では付いてきてくれ。十香は少し、四よ糸し乃のと遊んでいてくれるかな？」

「ぬ？　シドーと一緒ではいけないのか？」

　十香が眉を八の字にしながら士道の顔を見てくる。胸がちくりと痛むのを感じたが……琴里をデレさせるための会議に十香を出席させるわけにはいかないだろう。

「ごめんな、十香。俺はちょっと用事があるんだ」

「むう……わかった」

　十香は唇くちびるを尖とがらせながらも、素直にそう言ってゆっくりと歩いていった。

「……さ、では行こうか」

　言って、令音がふらふらと歩き出す。士道はその背について足を進めていった。

　通ったことのないルートを通って、大きな扉とびらのもとへと辿たどり着つく。令音が扉の前に立つと、ピピッという音がして、扉が自動でスライドした。

「……さ、入ってくれ」

　令音が扉の横に立ち、士道を促してくる。

　中は広い空間になっていた。部屋の中央には大きな円えん卓たく状の机が設しつらえられ、既すでに何人ものクルーたちが席に着いている。どうやらここは作戦会議室のような場所らしい。

「……空いている席に座ってくれたまえ」

　令音はゆらゆらと幽ゆう霊れいのような挙動で足を進めると、空いている席に腰こしを落ち着けた。それに倣ならうように士道はその隣となりに座る。手元を見やると、そこには小さな液えき晶しよう画面とキーボードが設置されていた。どうやら全ての席に、簡易コンソールが設えられているらしい。

　と、奥の席に腰こし掛かけていた男が、こほんと咳せき払ばらいをしてからすっくと立ち上がった。

　背にかかるくらいの髪かみに、日本人離ばなれした彫ほりの深い顔の造作。一昔前の少女漫まん画がにでも出てきそうな風ふう貌ぼうをした長身の男である。

　神かん無な月づき恭きよう平へい。この空中艦かん〈フラクシナス〉の副艦かん長ちようであり、〈ラタトスク〉実戦部隊の副司令官でもある男だった。琴里が隔かく離りエリアに収容されている今、彼がこの艦の事実上の最高責任者となるはずである。

「よく集まってくれました、諸君。緊きん急きゆう事態につき、司令に代わってこの私、神無月がこの場を仕切らせていただきます。──士道くん、しばらくお付き合い頂けると幸いです」

「はい、もちろんです」

　士道がうなずくと、神無月は満足げに首しゆ肯こうして言葉を続けた。

「では、早さつ速そく本題に入りましょう。以前から司令の身体について知っていた者、今回の件で初めて知った者……様々いるでしょうが、どうか協力をお願いします。

　──今日の主な議題は、二日後に迫せまった五河司令と士道くんのデートプラン作成です。各おの々おの持ち寄った情報を紹しよう介かいしあい、司令が心から楽しいと思える一日を演出するのです」

　そう言って神無月が部屋に並んだクルーたちを見回し──すぅっと大きく息を吸う。

「……シン。少し耳を塞ふさいでおきたまえ」

「え？」

　不意に令音がそんなことを言ってきて、士道は首を傾かしげた。と──

「──さあ諸君。親愛なる〈ラタトスク〉機関員諸君。我らが愛いとしい女め神がみの一大事だ。日ひ頃ごろの御ご恩おんに報むくいるときだ。司令が！　五河琴里司令が！　我らの助けを必要としている！　それに応こたえる気き概がいはあるか!?」

『応ッ！』

　神無月がよく通る声で叫さけぶと、円卓に着いていたクルーたちがそれに応えるように一いつ斉せいに大声を上げた。凄まじい轟ごう声せいがビリビリと空気を震ふるわせ、部屋の壁かべに幾いく重えにも反はん響きようして士道の鼓こ膜まくを乱暴に叩く。

「な、なんだ!?」

　士道の狼ろう狽ばいなど気にしていない様子で、神無月が続ける。

「司令に褒ほめられたいか!?」

『応ッ！』

「司令の笑顔が見たいか!?」

『応ッ！』

「司令に四よつん這ばいにさせられたのち、ブーツの踵かかとで尻しりを重点的に蹴けられたいか!?」

『お……ぅ？』

　どうやらこれは賛同が得られなかったらしい。神無月がこほんと咳払いをする。

「今こそ！　我らが愛を示すとき！　謳うたえ、高きその御み名なを！」

『ＫＯ・ＴＯ・ＲⅠ！

　ＫＯ・ＴＯ・ＲⅠ！

　ＬＯ・Ｖ・Ｅ・ＫＯ・ＴＯ・ＲⅠ！』

　ブリーフィングルームが熱ねつ狂きように沈しずむ。もう号令とか問答とかではなく、アイドルのライブでも見ているかのような調子だった。

「よろしい！　では報告を開始せよ！　司令の希望、司令の願望、それら全てを成じよう就じゆさせ、我らが司令をデレさせん！」

『了ヤ解ー！』

　神無月の声に応え、クルーたちが手元のコンソールを操作したり、持参した資料を繰くったりし始める。

　士道は未だキィンという耳鳴りを覚えながら小さく頭を振ふった。

「な、なんですか……これ」

「……まあ、なんだ。皆みな琴里が大好きなのさ」

「はあ……」

　士道が頬ほおに汗あせをひとすじ垂らしながら言うと、円卓の反対側から声が上がった。髪に白髪しらがの混じり始めた、痩そう身しんの男である。確か名は──〈社長シヤチヨサン〉幹みき本もと。

「副司令！　私が！」

「よろしい、発言を許可する！」

「はっ！　何より基本はプレゼント！　好みがわかっている分、通常の精せい霊れいよりもポイントがわかりやすいと言えましょう！　司令の大好物といえば皆みなさんご存じチュッパチャプス！　これのオリジナルフレーバーを作成し司令に献けん上じようすれば──！」

「ＮノＯＮン！　短たん絡らく的に過ぎる！　我ら程度の知識で、司令のチュッパ愛を超ちよう越えつできると思ったか!?　心せよ！　相手の愛するものこそが、最も贈おくるに難かたきものであると！」

「……っ！　も、申し訳ありませんッ！」

「次！」

「はっ！」

　神無月の号令に合わせ、別のクルーが席を立つ。丸眼鏡が特とく徴ちよう的な、〈次元を越える者デイメンシヨン・ブレイカー〉中なか津つ川がわである。

「司令の中学校の友達、早乙女さおとめ加か奈なちゃんからの情報によりますと、どうやら司令は最近携けい帯たいアプリのブタさん育成にはまっているらしく──」

「ちょっ、どこから情報得てんですか！」

　たまらず士道が叫ぶと、中津川はもの凄すごくイイ笑顔でビッ！　と親指を立ててきた。

「ご心配なさるな。口止め料は十分支し払はらっておりますし、〈ラタトスクわれら〉のことがばれぬよう、ちゃんと『琴里ちゃんに付きまとう変態ストーカー』を演じておきました！」

「どういうことですかそれ!?」

「はァ……はァ……ね、ねえ君ィ、さっき一いつ緒しよに歩いてた子と友達なんだよね……？　お、お小こ遣づかいあげるから、あの子のこと詳くわしく教えてくれないかなァ……？」

「最悪だぁぁぁッ！　ていうか加奈ちゃんそんな奴やつに友達の情報売ったのかよおい！」

「なんでもご病気のお母様がいるらしく、どうしてもお金が必要だったとかで。さんざ悩なやんだ末の決断でござりました。未だ後こう悔かいに枕まくらを濡ぬらしているご様子です」

「ごめん加奈ちゃん事情も知らず！」

　士道が頭を抱かかえると、次いで中年の男──〈早バすツぎドたマ倦リ怠ツ期ジ〉川かわ越ごえが席を立つ。

「副司令、それでは私が」

「よろしい、期待していますよ」

「はっ。──まずはこちらをご覧ください。五月二日の映像です」

　と、川越が手元のコンソールを操作する。すると円卓の中央に設えられていたモニタに、艦かん橋きようの映像が映うつし出された。

　艦長席に、琴里が腰掛けている。どうやら何か仕事を終えたところなのだろう。琴里は「んん……っ」と伸のびをすると、手で肩かたをさすりながら口を開いた。

『……ふぅ、疲つかれた。たまには温泉でも行ってゆったりしたいわね』

『……っ！』

　その光景に、居並んだクルーたちが騒そう然ぜんとなった。

「お、温泉……だと……」

「はっ。確かに司令は仰おつしやいました。──そこで私が提案するのがこちらです」

　言うと同時に、モニタの映像が古風な温泉宿のものに切きり替かわる。

「安らぎのひとときをあなたに。身も心もリフレッシュして、解放感溢あふれる休息を！　月見ヶ原温泉三泊ぱく四日コース！　源泉かけ流しの天然温泉が、司令の凝こった肩と心を解きほぐしてくれることでしょう」

「な、なるほど……！」

「しかも、それだけではありません。この温泉、時間制ですが──混浴があるのです！」

『な……ッ』

　再び、クルーたちに戦せん慄りつが走る。川越は鬼き気き迫せまる調子でバッと両手を広げた。

「調査の結果、司令が士道くんと最後にお風ふ呂ろに入ったのは今からおよそ五年前！」

「な、なんでそんなことまで知ってるんですか……っ！」

　士道が叫ぶも、華か麗れいに無視された。川越が、熱っぽく語るように続ける。

「日頃は男女を意識しない兄妹きようだい間なれど、久方ぶりの入浴で士道くんは意外な妹の成長に気付き、司令もまた、兄の身体からだに不思議な感情を覚える……！　理性とは裏腹に高鳴る鼓こ動どう。不意に肌はだが触ふれ合うたびに意識しあう二人……！　無論、このシーンはカメラの数をいつもの倍にして記録します！」

『お、おお……ッ』

　クルーたちが色めきたつ。女性機関員も何人かいるのだが、なぜか一緒になって興奮気味に鼻息を荒あらくしていた。まるで、そっちの方が目的と言わんばかりである。

「──そして迎むかえた最後の夜。楽しいひとときもやがて終わる。そんなとき、司令は勇気を出してこう言うのです。『……ふん、今日くらい一緒に寝ねてあげてもいいわよ』」

『……っ！　……っ！』

　クルーたちが悶もだえるように身を捩よじる。

「どちらからともなく手が触れ合い、いつしか重なる身体と身体。そしてついに触れる唇と唇ッ！　嗚あ呼あっ、おめでとうございます！　司令！　おめでとうございます……っ！」

　川越が目を覆おおう。よく見ると泣いていた。否いな、川越だけではない。円卓に着いた令音以外のクルーたちが、全員感極まったようにその目に涙なみだを浮うかべている。

「士道くん……司令を頼たのみます……」

「お願いします、どうか彼女を幸せにしてあげてください」

「うぉぃおぃおぃ……」

　いくつもの涙に濡れた視線に注視され、士道は辟へき易えきしながら頬をかいた。

「い、いや、そんなこと言われましても……」

「！　なんて煮にえ切らない！　それでも男か!?」

「そうですよ！　責任をとりなさい！」

「そんな男にうちの司令はやれんぞ！」

　なんかもうみんな琴里の父親みたいになっていた。困り顔を作って額ひたいに手を当てる。

　と、その場を制するように神無月がぱん、ぱん、と手を打った。

「いやしかし、彼のプランは素晴らしい！　聖琴里勲章セイントコトリものだ！」

「有り難き幸せ！」

　川越が拳こぶしを手の平に打ち付け、頭を下げてみせる。士道はそんな様子を見ながら、隣となりに座る令音に小声で話しかけた。

「ええと、聖琴里勲章セイントコトリってなんですか？」

「……琴里の写真を使って神無月が自作した缶かんバッヂだ」

「……そうですか」

　なんというか、あまりありがたみのない勲章だった。

　と、もう半ば方針が決定してしまったかのような様子でうなずき合うクルーたちに、令音が声を上げる。

「……しかし、三泊四日では琴里のリミットは過ぎてはしまわないかね」

『……あ』

　クルーたちがポカンと口を開け、顔を見合わせた。

　そして一斉に困り顔を作る。

「む、むう……そういえば確かに。なんとか期間を短縮できませんか」

「駄だ目めです！　このプランは前二日の微び妙みような二人の付つかず離はなれずの距きよ離り感かんが、最後の夜の引き金になるのです……！」

「……それに、最後の夜の琴里の行動はプランというより願望に近い気がするのだが」

『は……っ！』

　令音に言われて初めて気付いたといった様子で、皆が息を詰つまらせた。

「く──ならばどうすれば……」

　神無月が苦しげにうなる。そんな様子を見てか、令音が小さく息を吐はいた。

「……まあ、そこまで難しく考える必要もないと思うけれどね」

「と、言いますと？」

「……そうだな。シン、どこか琴里が行きたいと言っていた場所などはないかい？」

「行きたがってる場所……ですか」

「……ああ。できるだけ伝聞や盗ぬすみ聞ぎきではなく、琴里がシンに聞こえていることを自覚している場面で言っていたことの方が望ましい。シンに直接、連れていってくれ、だなんて言っていたら最高だね」

「は、はあ……」

　士道はあごに手をあてた。琴里が士道に連れていってとせがんだ場所といえば──

「ええと……あ、そうだ。そういえばいつだったか、ＣＭでやってるのを見て栄えい部ぶのオーシャンパークに連れてって、とか言われた気が……」

「……ん、そうか。ならそこでいいんじゃあないかな？」

　令音が軽い調子でうなずきながら言う。

「い、いいんですか？　琴里が言ったっていっても、司令官モードじゃなくて妹モードのときですよ？」

「……構わないさ。別に、四糸乃のように別人格になっているというわけじゃあないんだ。むしろ感情を発はつ露ろしている状態であるし、好都合なのではないかな」

「はあ……」

　だが、神無月は難しげに眉まゆを歪ゆがめた。

「オーシャンパーク……ですか。まあデートスポットとしては王道ではありますが、明確なプランも示さずにはい決定というわけには……」

　他のクルーも神無月と同意見らしかった。皆、承しよう諾だくしかねるといった様子で口をへの字に結んでいる。

「……オーシャンパークなら琴里の可愛い水着姿が見られるのだがね」

『…………っ』

　しかし令音の一言に、皆が息を詰まらせる音が聞こえてくる。

　……琴里と〈ラタトスク〉の命運を賭かけたデートプランは、なんだか存外、簡単に決定してしまいそうだった。








　第八章　スイムウェア・バトル




　翌、六月二一日は水曜日だった。

　祝祭日でも振り替え休日でもないのだが……士し道どうたちの通う都立来らい禅ぜん高校は今日、臨時休校となっていた。まあ、しかしそれも無理からぬことではある。何しろ学校にいる生徒・職員全員が倒たおれ、一時意識不明状態に陥おちいったというのだ。

　幸い症しよう状じようの重い生徒はいなかったが、高校はガス管等の徹てつ底てい検査をするらしく、今週いっぱいの臨時休校が決定されたらしい。

「……ま、ありがたいといえばありがたい……か」

『……さ、そろそろ一〇時だ。こちらからも先ほど四よ糸し乃のをマンションの屋上に転送した。もうすぐそちらに着くだろう』

　士道が家の扉とびらに鍵かぎをかけながら息を吐はくと、不意にそんな眠ねむたげな令れい音ねの声が士道の右耳に響ひびいてきた。

　だが、近くに令音の姿はない。あるのは、士道の右耳に目立たぬよう装着された小型のインカムだけだった。

　そう。士道は今日、明日あしたの琴こと里りとのデートに向けた訓練を申しつけられていたのである。

「それで、今日の訓練は何するんですか？　まだ聞いてませんけど……」

　士道は軽く右耳に触れるようにしながら問うた。士道は今日の朝、十とお香か、四糸乃と家の前で待ち合わせをしろとだけしか伝えられていなかったのである。

『……ああ。十香たちと合流したなら、そのまま天てん宮ぐう駅前に向かってくれたまえ。目的地はツインビルのＢ館四階だ。……そこで、二人に水着を見み繕つくろってやってもらいたい』

「み、水着……!?」

　眉まゆをひそめる。自然に目が右方──声のする方へ向けられていた。十香と、四糸乃の水着姿。その文もん言ごんだけで、なんとなく頬ほおが熱くなってしまう。

『……そう、水着だ。資金は昨日渡わたしておいたね？　それだけあれば十分なはずだ』

「や、そ、それはいいですけど……一体なんでまた水着なんて」

『……シン。君は明日、琴里とともにオーシャンパークへ行くんだろう？　ならば当日緊きん張ちようしないために、今から水着姿の女の子に目を慣らしておく必要がある』

　令音が至し極ごく当然のごとくそう言ってくる。士道は半眼を作って頬をぴくつかせた。

「……や、令音さん？　さすがに俺でも、妹の水着姿に緊張なんてしませんってば……」

『……そうかな。まあ、仮にそうだとしても、やはり、いや──だからこそこの訓練は必要だろう。オーシャンパークにいる少女は琴里だけではないんだ。せっかくのデートで他の女の子に目移りしているようでは困るんだよ』

「…………」

　即そく座ざに「そんなことはない」と返そうとした士道だったが、つい数十秒前に想像だけで頬を熱くしてしまったばかりである手前、あまり偉えらそうなことは言えなかった。うぐ……と唇くちびるを噛かんでから、ため息混じりにうなずく。

「はあ……わかりましたよ」

　と、そんな会話をしていると、後方から靴くつ音おとが響いてきた。たぶん十香か四糸乃がマンションから出てきたのだろう。士道は小さく手を上げながら振り向いた。

「おう、おはよ──」

　そして、そこで身体からだを硬こう直ちよくさせる。そこにいたのは十香でも四糸乃でもなく、カットソーにスカートという動きやすそうな格好をした鳶とび一いち折おり紙がみだったのである。

「お、折紙？」

「…………」

　折紙が無言でうなずく。

「今日はどうしたんだ？　こんなとこで会うなんて珍めずらし──」

　言いかけて、士道はハッと肩かたを揺ゆらした。折紙に勘かん付づかれぬよう自然な調子で口元を隠かくし、小さな声でインカムに問いかける。

「令音さん？　これももしかしてそっちの仕込みですか……？」

『……いや、少なくとも私は何も知らないな』

「そ、そうですか……」

　士道は口元を隠していた手を横へ持っていき、頬をかいてから折紙に視線を戻もどした。

「そういえば身体は大だい丈じよう夫ぶなのか？　昨日まで入院してたのに……」

「怪け我が自体は大したことがなかった。あのあと検査をしてすぐ退院の許可が出た」

「そうか……そりゃ何よりだ。で、えっと……真ま那なは？」

　士道が問うと、折紙が微かすかに眉を動かした気がした。

「まだ意識が戻っていない。……もし真那が目覚めていれば、ここに来る必要もなかったかもしれないのに。──でも、いい。士道に会えたのはとても僥ぎよう倖こう」

「え、それって」

「シドー！」

『やっはー、おっまたせー』

　士道が問い返そうとしたところで、五いつ河か家の隣となりに聳そびえたマンションから、そんな声が響いてきた。そちらに目をやると、淡あわい色のキャミソールとスカートを纏まとった十香と、サスペンダースカート姿の四糸乃が立っていることがわかる。

「む？」

　が、満面の笑みを作っていた十香は、士道の隣にいる少女に気付くと同時、ぴくりと眉を揺らした。そして、徐じよ々じよにその顔が警けい戒かい色しよくを帯びていく。

「鳶一折紙……！　貴様、なぜこんなところにいる！」

　言いながらダッと駆かけ寄より、士道と折紙の間に割って入り、折紙に向かってがるる……と威い嚇かくじみた声を発する。

　しかし折紙はそんな威嚇に怯ひるむでもなく、ちらと四糸乃の方に視線をやった。

「〈ハーミット〉……？　なぜこんなところに」

「……っ！」

　四糸乃が怯おびえるように肩を揺らす。昔ＡＳＴに追い回された経験がまだ後を引いているのかもしれなかったし、ただ単純に折紙の冷れい淡たんな眼まな差ざしに怯えたのかもしれなかった。

　が、すぐに四糸乃を守るように、左手に装着されたパペットが間に入る。

『はーいはいお嬢じようちゃぁん。四糸乃をいじめないでもらえるかなぁ？　あんまりしかめっ面つらばかりしてると、年取ったとき小ジワが増えるよー？』

　折紙はそんな挑ちよう発はつにも眉一つ動かさず、視線を士道に戻してきた。

「どういうこと」

「え、いや、あの」

　士道はしどろもどろになって目を逸そらした。そういえば、霊れい力りよくを封ふう印いんした四糸乃と折紙が顔を合わせるのは初めてだったかもしれない。

　まだ十香の件にさえ納得がいっていない様子の折紙である。そんなところにもう一人精せい霊れいが現れたというのである。それは不ふ審しんに思うだろう。だが、かといって〈ラタトスク〉のことを説明するわけにもいかない。

『……面めん倒どうだな。なんとか誤ご魔ま化かしてくれ』

「な、なんとかって……」

　令音からのアバウトな指令に士道が困り顔を作っていると、先ほどから肩かた越ごしに会話を進められていた十香が両手をバタバタと動かした。

「む、無視するなっ！　貴様、一体何の用かと訊きいているのだ！」

　折紙が、四糸乃を一いち瞥べつしてから小さく息を吐き、すっと視線を十香に移す。

「──夜や刀と神がみ十香。あなたに訊きたいことがある」

「なんだと？」

　十香が、訝いぶかしげに眉をひそめる。士道としても予想外の台詞せりふだった。てっきり、また士道に何か用があるのだと思っていたのである。

「なんだ、訊きたいこととは」

「一昨日おととい。空から炎ほのおを纏った精霊が現れたのを覚えている？」

「……っ！」

　折紙の質問に息を詰つまらせたのは、質問を受けた十香ではなく士道だった。

　なるほど、平時からすこぶる仲の悪い十香に何を訊たずねに来たのかと思ったが、考えてみれば道理である。琴里が空に現れたとき屋上にいたのは、士道、折紙、真那、狂くる三み、そして十香の五人だけだ。残る十香に照準が定まるのは、当然と言えば当然のことだった。

「れ、令音さん……っ」

　士道は眉をひそめながらインカムに呼びかけた。

　上う手まくない状じよう況きようである。確かに琴里が現れたとき、十香はその場にいた。琴里の顔を見ていた可能性も十分ある。

『……落ち着きたまえ、シン。そう簡単にはいかないだろう』

「で、でも──」

　士道は自分の心臓が立てる大きな動どう悸きの音を聞きながら、折紙と十香に視線を戻した。

　十香を止めて発言を控ひかえさせた方がいいだろうか。──否いな、それではかえって折紙に疑念を抱いだかせてしまうことになる。いや、だがこのままでは──

　と、士道が思考をぐるぐる巡めぐらせていると、十香が腕うで組ぐみしながら口を開いた。

「ふんっ、知っていたとしても貴様には教えてやらん！」

　言って、ぷすー！　と頬を膨ふくらす。

　士道ははぁと息を吐いた。……二人の仲の悪さが、こんなところで役に立つとは。

「…………」

　だが、それでは終わらなかった。折紙は無言・無表情のまましばしその場に立っていたが、静かに足を一歩引くと、すっと頭を下げたのである。

「お願い」

「な……っ」

　予想外の展開に、士道は目を丸くした。あの折紙が、十香に頭を下げるだなんて。

　それは十香も同じだったらしい。驚おどろきに目を見開き、落ち着かない様子であたふたと首を動かしている。

「や、やめんか！　い、一体何が目的だ！」

「炎の精霊のことを教えて欲しい。お願い」

「わ、わかった！　わかったから顔を上げんか気持ち悪い！」

　十香が叫さけぶように言うと、折紙がすっと頭を元の位置に戻した。

「それで」

「む……炎の精霊だったな。確かに見たぞ」

　やはり、十香は琴里の姿を捉とらえていたらしい。十香の言葉に、士道は全身が緊張するのを感じた。──しかし。

「あれは……あれだな、うむ、赤かった」

　折紙が、無言で十香を見つめる。

「──あとは？」

「む？　あとは……そうだな、強かった！」

「それだけ？」

「ぬ。ええと……こう、ブワー！　という感じだった！」

「…………」

　折紙は再び、しばしの間無言になってから口を開いた。

「役立たず」

「な、なんだとっ!?　せっかく答えてやったというのに、なんだその態度は！」

「爪つめの先程度でもあなたに期待した私が愚おろかだった。まだ定点カメラかボイスレコーダーの方が存在価値がある」

「この、言わせておけば……！」

「ま、まあまあ、落ち着けって」

　士道は心の中でホッとしながら、十香の肩を叩たたいた。

　十香は未だ怒いかりが収まらないといった様子だったが、素直に士道に従って、唇を尖とがらせながらも静かになった。

「──ところで、あなたたちは何をしているの」

　と、折紙が士道、十香、そして四糸乃を見み渡わたしながら唇を開いてくる。

「ふん、誰だれがシドーに水着を買ってもらうことなどを貴様に教えるか！」

「水着を買いにいくの？」

　折紙が視線を士道に向けてくる。

「や、まあ、その……そうなるな」

「そう」

　そう言うと、折紙はふっと踵きびすを返した。そのまま、元来た方向へと歩いていく。

　が、数歩進んだところで足を止めると、わざとらしくポンと手を打った。

「そういえば、私は学校指定の競泳水着しか持っていなかった」

　なんて言いながら、額ひたいに手を当て、オーバーリアクション気味に首を振ってみせる。

「このままでは、プールや海に行く用事ができた場合、非常に困った事態になる」

　士道が無言でいると、折紙はちらと後方に視線を送ってきた。

「非常に困った事態になる」

「……ええと」

　士道が非常に困った事態になりながら頬ほおをかいていると、令音の静かな声が響ひびいてきた。

『……シン。仕方ない。彼女も誘さそってあげたまえ』

「だ、大丈夫ですかね……？　その、十香とか、四糸乃とか」

『……仕方あるまい。どうせこの調子では、無視していったところであとをつけてくるだろう。それにまあ、サンプルの女の子が増えること自体は悪いことではないしね』

「う……」

　容易にその場面が想像できて、士道は額に汗あせを滲にじませながら苦笑した。

　はあと吐と息いきをこぼし、未だわざとらしく困った仕草を続ける折紙に顔を向ける。

「よかったら一いつ緒しよに行くか、折紙」

「行く」

「な──！」

　折紙がくるりと身体からだの方向をこちらに向けてうなずくと同時、十香が愕がく然ぜんとした様子で肩かたを震ふるわせる。

「な、なぜだシドー！　今日は私とシドーと四糸乃と『よしのん』だけで買い物ではなかったのか！　なぜよりにもよって鳶一折紙が一緒なのだ！」

「ま、まあ、そう怒おこるなよ。あいつも困ってるみたいだし」

「ぐぐ……そうはいってもだな」

　十香が納得いかないといった様子で奥歯を摺すり合わせる。

　すると、折紙が平然とした調子で深くうなずいた。

「そこまで嫌いやならば仕方がない。私は一緒に行くのをやめる」

「！　な、なんだと？」

　いつにない素直さに驚いてか、十香が顔を訝しげな色に染める。

　と、折紙は軽かろやかなステップで士道の元に舞まい戻もどると、士道の手を取ってすたすたと歩いていった。一いつ拍ぱく遅おくれて、十香がハッとした顔を作る。

「ま、待て！　何をしている！」

「私と士道で水着を買いに行く。あなたは〈ハーミット〉と行くといい」

「な、なぜそうなるのだ！」

「あなたが、私と一緒は嫌と言った。だからこれは仕方のないこと」

「な……それはあれだ！　そういう意味ではなく──」

　十香の言葉の途と中ちゆうで、折紙がさらに強く手を引いてくる。急な引力に、士道は引っ張られるがままに足を動かしてしまった。

「シドー！　この──手を離はなさんか！」

「しかし、それでは私とあなたが一緒に買い物に行くことになってしまう」

「そ、そうなのか……!?」

「そう。それはもうどうしようもないこと」

　困こん惑わくしたような十香の声に、折紙は自信満々にうなずいた。十香はしばしの間「ぐぐ……」とうなったあと、悔くやしげに口を開く。

「わ、わかった、もう貴様も一緒でいいからシドーを離せ！」

「そう。私はいや」

「──っ!?」

　十香が、顔を驚きよう愕がくに染める。

「一緒に行きたいなら、お願いは」

「な……な……」

　十香は自分が今どんな状況に置かれているのかわからないといった感で士道と折紙の顔を交こう互ごに見てきた。

「できないならば構わない。私と士道だけで行く」

「ちょ、ちょっと待て！　た、頼たのむ！　お願いだから私も連れていってくれ！」

　折紙に手を引かれる士道の姿を見て、十香が叫ぶ。折紙はふっと手の力を緩ゆるめると、ゆっくりと十香に視線を定めた。そして、優しく唇くちびるを開く。

「いや」

「な……っ！」

　十香が愕然と目を見開き、今にも泣いてしまいそうな顔を作る。

「……おい」

　さすがに見かねて、士道は半眼を作りながらため息を吐いた。







　結局、買い物には折紙もついてくることになった。

　目的地に至るまでの道中、十香と折紙はそれはもう険悪であったのだけれど──まあよくよく考えてみればいつもの学校生活とそう変わらなかった。天宮駅前のツインビルＢ館に入ってエレベーターに乗り込み、目的の階のボタンをプッシュする。

　平日の午前中だからかいつもより客は少なく、このエレベーターに乗っているのも、士道たち一行だけだった。

「そういえば、シドー」

　と、エレベーターが低いうなりのような駆く動どう音を響かせ始めたところで、十香が不意に首を傾かしげてきた。

「ん？　なんだ？」

「水着とは、一体何なのだ？」

「え？」

　士道は目を丸くして聞き返した。が、そういえば、まだ学校の体育でもプールの授業は始まっていない。十香が知らないのも仕方のないことなのかもしれなかった。

　とはいえ、改めて女の子に水着のことを説明するとなると少し照れる。士道は微び妙みように目線を逸そらしながら唇を開いた。

「ん……そうだな、水着っていうのは──」

「──Ｍｉ－Ｚｕ－Ｇｉ。新型の対精せい霊れい用殲せん滅めつ兵装の一つ。発動と同時に搭とう載さいされた顕現装置リアライザが臨界駆動を開始、弾だん頭とうを分子レベルに分解、放出し、霊れい装そうをも容易たやすく通り抜ぬけ、対象の体組織を復元不可能なレベルまでずたずたに破は壊かいする。その際の苦しみは筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたく、あまりに非人道的であるという理由で、対人使用は国際法で禁じられている」

　と、折紙がつらつらと言葉を並べ立てる。十香が「ひっ」と息を詰つまらせた。

「な……ほ、本当かシドー……!?」

「いや、そんなわけ」

　士道が訂てい正せいしようとすると、再び折紙が言葉を遮さえぎってきた。

「本当。まさか彼が、Ｍｉ－Ｚｕ－Ｇｉの存在を知っているとは思わなかった」

「な、なぜシドーはそんなものを……」

「それは至し極ごく明快かつ単純な理由。対精霊殲滅兵装は、精霊に向ける他ない。きっとあなたたち二人が油断したところで、後ろから奇き襲しゆうをかける算段」

『……っ』

　十香が顔を青くして身を固くし、折紙から隠かくれるように士道の陰かげに立っていた四糸乃が小さく息を詰まらせる。

「う、嘘うそを吐つくな！　シドーがそんなことをするはずがない！」

「……っ、わ、たしも……そう、思い、ます……」

　十香が叫さけび、滅めつ多たに声を上げない四糸乃もまた、そう言ってきた。

「そ、そうだろう、シドー」

　士道が首しゆ肯こうしようとしたところで、折紙が鼻をつまみ、唇を動かした。

『いや、折紙の言うとおりだ。いつおまえらを殺してやろうかと思っていたのだー』

「ま、まさかシドー、本当に……!?」

「いや全然似てねえだろ騙だまされんなよ！」

　士道が叫ぶと、十香はハッとした様子で肩を揺ゆらした。どうやらようやく騙されていたことに気付いたらしい。怒りにか恥はじ入いりにか頬を赤く染め、歯をぎりと噛かみしめる。

「おのれ、卑ひ劣れつなり鳶一折紙！　私をたばかったな！」

「なんのことかわからない」

「……二人とも、店内では静かにな」

　士道を挟はさんで言い合いを始めた二人を何とかなだめ、はあと息を吐く。如い何かに慣れているとはいっても、疲つかれるものは疲れるのだった。

「水着ってのはその名の通り、水に入るときに着る服のことだよ」

　士道が簡単に説明をすると、十香がとりあえずは折紙への威い勢せいを収め、首を傾げた。

「水に……？　それだけのためにわざわざ着き替がえるのか」

「ああ。水に濡ぬれたら服がびしょびしょになって気持ち悪いだろ？」

「おお、なるほど！　シドー、さてはおまえ天才だな？」

「いや別に俺が考えたわけじゃねえけども」

　頬をかきながら苦笑する。

　エレベーターから降りるとすぐに、カラフルな水着が陳ちん列れつされたスペースが視界に入り込んできた。もう六月も後半である。店側としてもちょうど今が売り時なのだろう。

『……さ、前置きが長くなったが、スタートだ。適当に試着してもらってみたまえ』

　と、今まで沈ちん黙もくを保っていた令音が、不意に声を発してくる。

『……選せん択たくのセンスは君に任せるが、あまり彼女らの艶あで姿すがたに見とれすぎたり狼狽うろたえたりしないようにしてくれ。大事なのは平常心だ』

「……了りよう解かい」

　士道はそう言って、十香たちとともに水着売場に足を踏ふみ入れた。「いらっしゃいませー」という店員の甲かん高だかい声が、どこからか響いてくる。

　まず駆かけ出したのは十香だった。不思議そうに店内を見回し、首を傾げる。

「それで、シドー。水着というのはどれのことなのだ？」

「ん、そこら中にかかってるの全部そうだよ」

「！　な、なんだと……？」

　士道が言うと、十香は目を剥むいて両手をわななかせた。

　恐おそる恐るワンピースタイプの水着を手に取って矯ためつ眇すがめつ眺ながめ回し、手て触ざわりを確かめるように生地を撫なでてから、何かに気付いたようにハッと顔を上げてくる。

「なるほど、そうか。これの上に何かを着るのだな？」

「いや……それだけだけど」

　士道が後頭部をかきながら言うと、十香が戦せん慄りつに染まった顔を向けてきた。

「こ、これでは身体が隠しきれないぞ！　なぜこんなに面積が小さいのだ……!?」

「や、まあ……動きやすいから、じゃないか？」

「ぬ、ぬう……確かにそうかもしれんが、これではまるで鳶一折紙のナントカスーツではないか……さすがに少し恥ずかしいぞ」

「…………」

　十香の言葉に、折紙がじとっとした視線を送る。何を言っているわけでもないのだが、なぜだろうか、どことなく憮ぶ然ぜんとしている気がした。

『……まあ、とにかくどれか試しに着てみてもらいたまえ』

　令音がインカム越ごしに言ってくる。士道は了解を示すようにインカムを小こ突づくと、三人を視界の中に収めて口を開いた。

「ま、まあ……とりあえずどれか気に入ったのを試着してみてくれ」

　折紙が即そく座ざにこくんとうなずき、四糸乃も恥ずかしそうに首肯した。そんな二人の様子を見てか、十香も頬ほおを染めながら、「……特別だぞ」と唇を動かす。

　そしてぐっと拳こぶしを握にぎり、四糸乃に向かってファイティングポーズを取ってみせた。

「よし……では勝負だ、四糸乃！」

「え、えと……お手て柔やわらかに、お願い……します」

　そんな二人のやりとりを見て、士道は首を傾げた。

「勝負って……何かするのか？」

「うむ。今日私と四糸乃とで、よりシドーをドキドキさせた方に、シドーとデェトをする権利をくれるらしいのだ」

「な……!?」

　士道は目を剥いてインカムを叩たたいた。すぐに、令音の眠ねむそうな声が聞こえてくる。

『……ん、どうせなら少し難易度を上げておこうと思ってね』

「そ、そんな──」

「ところでシドー！」

　と、途と中ちゆうで十香が声をあげてきて、士道は令音との会話を中断させられた。

「な……なんだ、十香」

「シドーは一体どうやったらドキドキするのだ？　走るのか？　いっぱい走るのか？」

「……それは、うん、ドキドキしそうだなあ」

　士道は頬に汗あせを垂らしながら苦笑した。確かに、とてもドキドキしそうだった。

　だが、そこで四糸乃の左手の『よしのん』がカラカラを笑い声を上げる。

『あーはは、違ちがうよー。男の子をドキドキさせるっていったら、一つしかないじゃない』

「ぬ？　ではどうするのだ？」

『んー、ま、四糸乃の敵に塩を送るってのは本意じゃないけどぉ？　何も知らないコにただ勝ってもつまんないしねー。ほいほい十香ちゃん。ちょっとこっち来たんさい』

　言って、『よしのん』が手招きをする。そして十香が顔を寄せると、士道に聞こえないくらいの小さな声で、何やらひそひそと話をした。そして、

「な……ッ!?」

　話が終わると同時、十香の顔がボンッ！　と赤くなった。

『ま、どーせ四糸乃には勝てないと思うけど、せいぜいがーんばってねー』

『よしのん』が、四糸乃を引っ張って店の奥へと歩いていく。十香は呆ぼう然ぜんとした様子でその背を見送っていた。

「お、おい、十香……？　一体何を──」

「はふん！」

　士道が肩かたに手を触ふれると、十香がへんちくりんな叫びを上げて身体からだを震ふるわせた。

「と、十香？」

「ぬ……いや、すまん。なんでもないぞ。しかし……そうか、困ったな。シドーはああしないとドキドキしてくれないのか……」

「いや、だから一体何を聞いたんだよ！」

　と、士道が叫んでいると、背後から音もなく折紙が現れた。

「──ルールは把は握あくした。士道とのデート権は私がもらう」

「な……っ！　き、貴様は関係ないだろう！」

　十香が顔を険しくして折紙を睨にらみ付ける。しかし折紙は意に介かいさず、水着を何種類か持って試着室に入っていった。

「ぐ……あ、あの女だけにはデェト権を渡わたすわけにはいかん……ッ！」

　十香は拳を握ると、手近にあった水着を手に取り、折紙の隣となりの試着室に入っていく。

「……ええと」

　なんだか勝手に話が進んでいる気がする。士道はぽりぽりと頬をかいた。

　ふと四糸乃の方を見やると、まだ水着を選んでいるらしいことがわかる。どうやら四糸乃はワンピースタイプを希望しているのだが、『よしのん』が熱ねつ烈れつに露ろ出しゆつ度どの高いセクシーな水着を推おしているようだった。

　そんな様子を見ていると、十香が入った試着室のカーテンが、バサッと開け放たれた。

「シドー！」

　言って、ワンピースタイプの水着を着た十香が、少し恥ずかしそうにその肢し体たいを晒さらす。

「お、おお……」

　士道は思わず目を丸くしていた。十香が掛かけ値ね無しに美しい少女であることも、抜ばつ群ぐんのプロポーションを誇ほこることも知ってはいた。だが、こうして頭頂から爪つま先さきまでをちゃんと見る機会はあまりなかったかもしれない。水着自体はシンプルなデザインである。しかしだからこそ十香の無む垢くな美しさが強調され、士道の胸を刺し激げきするのだった。

「ど、どうだ、シドー！　ドキドキしたか!?」

「え──あ、ええと……うん」

「そ、そうか！　シドーがそう言ってくれるなら……うん、頑がん張ばるぞ！」

　言って、十香が嬉うれしそうに微笑ほほえむ。すると、士道の心しん拍ぱくを読みとりでもしたかのように、右耳に聞き覚えのあるブザーが聞こえてきた。

『……アウト。少しは落ち着きたまえ、シン』

「あ──」

　令音に言われて初めて、自分が呆然と十香の肢体に見とれてしまっていることに気付いた。呆あきれたような令音の吐と息いきが聞こえてくる。

『……ともあれ、失敗してしまったからにはペナルティを受けてもらおう』

　ペナルティ。その不ふ吉きつなフレーズに、士道は背筋に冷たいものが走るのを感じた。

「そ、それまであるんですか……!?　い……一体どんな……」

　琴里がいるときは、それはもう身の毛もよだつような、イヤ、ヤメテ！　お婿むこに行けなくナッチャウ！　な仕打ちを受け続けてきた士道である。いやが上にも警けい戒かいしてしまう。

　しかし令音はしばし無言になると、何やらインカムの向こうで〈フラクシナス〉のクルーたちと話し始めた。そして、数秒後。

『……どんなものにしようか』

　なんて言葉を発してきた。思わずずっこけそうになってしまう。

「か、考えてなかったんですか」

『……ん、我々は琴里ほど、君の弱みを握っているわけでもないしね……』

　当然である。もしそんな弱みを握られていたら士道は涙なみだが出ちゃう。男の子だもん。

　令音はふうむとうなると、これまた数秒後、何かを思いついたように声を発してきた。

『……よし、ではこうしよう。琴里の霊れい力りよくを再封ふう印いんし終えたあとで、夜ベッドに入った琴里の頬にチュウをして、「ぐっすりお休み、マイ・スウィート・シスター」という』

「は──はぁッ!?」

　思わぬ罰ばつゲームに、士道は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

『……これで今後琴里がいないときにこういう事態になったときは、その映像を公開するというペナルティも作成することができるね。……さ、では頑張ってくれたまえ。一度アウトになるたび、シーンは増えていくよ』

　しかし令音に士道の抗議を受け付ける気は一切ないらしい。士道は絶望的な心地ここちで額に手を当てた。

　と、士道の思考の途中で、十香の隣のカーテンが開け放たれた。

「……っ！」

　その姿を見て、一いつ瞬しゆん言葉を失う。

　折紙の華きや奢しやな肢体を、ホルターネックタイプのビキニが覆おおっていた。水着の色が暗色であるためか、折紙の白い肌はだが一層際きわだち、いやが上にも普ふ段だんは服に隠かくれている太ふと股ももや鎖さ骨こつ、おへそなどに目がいってしまう。しかも水着に合わせるためか髪かみも一つに括くくっており、そこからちらと覗のぞくうなじがまた堪たまらない。自然と顔が熱くなってしまうのを自覚できた。

「士道、どう思う」

「……！　え、あ、ああ……凄すごく、似合ってると……思う」

「そう」

　折紙は無表情のまま、しかしどこか嬉しげに首しゆ肯こうすると、裸足はだしのまま試着室から出てきて、士道の前でくるりと一回転した。

　その様に、またもドキッとしてしまう。すると再び、士道の耳にブザーが響ひびいてきた。

『……おやすみのチュウは、添そい寝ねしながらだね』

「──！　し、しまった！」

　ハッと肩を揺ゆらすが、もう遅おそい。さらに絶望的な罰ゲームがカウントされた。

「ぐッ、ぬぬぬ……」

　そこで士道は、十香がうなりを上げていることに気付いた。士道と折紙の方に鋭するどい眼光を送り、ぎりぎりと悔くやしそうに歯を噛かみ合わせている。

「シドー！　そこの水着を取ってくれ！」

「え……？」

　十香が指さしたのは、士道の近くにかけられていたビキニだった。十香が今身に纏まとっている水着の、四分の一程度しか布面積のないセクシーなデザインである。

「こ、これか？　でも十香、恥はずかしいんじゃ──」

「いいから、それをよこすのだ！」

　士道は十香に言われるままに、水着を手て渡わたしてやった。すると十香はそれを引ったくるように奪うばい取り、カーテンを閉めた。すぐに、カーテンの中がベコベコとうねり──

「こ、これでどうだ！」

　再びカーテンが開くと同時、先ほどとは全く印象の異なった十香が姿を現した。

　士道が今し方手渡した、大だい胆たんなデザインのビキニを身に纏い、頬を桜色に染めながら、おへそや太股を手で隠そうとし──しかしそれでは意味がないと手を退どかし、を落ち着かない様子で繰くり返かえす。

「こ、これは……」

　士道は思わずごくりと生なま唾つばを飲み込んでいた。先ほどの折紙の水着姿も素晴らしいものだったが、十香のこれにはまた違った魅み力りよくがあった。ダークカラーのビキニが、十香の健康的なプロポーションを見事に映はえさせている。そして何よりも肌を晒すことに慣れていない微び妙みような恥じらいがそれら全てのポイントを倍加させている。正直、堪らない。
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『……さて、ではおはようのチュウも追加かな』

「は──っ」

　右耳に令音の声が響いて、士道はビクッと身体を震わせた。随ずい分ぶんと十香の艶あで姿すがたに陶とう酔すいしてしまっていたらしい。もう反論のしようがないほどにアウトだった。

「シドー、こ、これは似合うだろうか……？」

　十香がもじもじと内うち股またを摺すり合わせながら訊きいてくる。士道は応と首を縦に振ふった。

「そ、そうか！」

「…………」

　しかし、そこで敵てき愾がい心しんを燃やしたのは折紙だった。無言のまま、試着室に入っていく。

　そしてほどなくしてカーテンが開くと、そこには先ほどまでの私服に着き替がえ直した折紙の姿があった。てっきり十香に対たい抗こうして、もっと露出度の高い水着を着てくるのでは……!?　と身構えていた士道にとっては、少々意外な格好ではあった。

　どうやらそれは十香も同じだったらしい。一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうに折紙の装よそおいを見たあと、腕うで組ぐみしてふふんと鼻を鳴らす。

「うむ、潔いさぎよく負けを認めたか。貴様にしてはよい心がけだな！」

　しかし折紙は十香の言葉を無視し、無言でちょいちょい、と士道を手招きした。

「え？　な、なんだ？」

　士道が首を捻ひねりながら折紙のもとに歩み寄ると、折紙がガッと士道の手を取り、自分のスカートの裾すそを握にぎらせてきた。

「うぇえ!?」

「な、何をしているのだ、貴様！」

　士道が素っ頓狂な声を発し、十香がそんな様子を見ながら声を荒あららげる。

　だが折紙は至極冷静な調子で、静かに唇くちびるを開いた。

「──めくって」

『な……!?』

　士道と十香の声が、見事にハモる。右耳に何やらブザーが聞こえてきていたが、なんだかもう気にしている余よ裕ゆうすらなかった。折紙の行動が理解できず、目を泳がせまくる。

「な、何言ってんだ折紙。そんな──」

「そうだぞ貴様、ルール違い反はんだぞ！」

「ルールにはきちんと則のつとっている。士道、めくって」

「や、さ、さすがにそれは……」

　士道が指先を震わせながら言葉を濁にごしていると、士道の手を掴つかんだ折紙の手に、ぐっと力が込められた。段々と、スカートの裾が持ち上がっていく。

「ちょ、ちょっと、折紙……!?」

　抗あらがおうとするも、無む駄だだった。ゆっくりと、しかし確実に、禁断のデルタゾーンがその姿を現していく。悲しいかな、士道も男の子である。目を泳がせながらも、そのスカートの中をしっかと見てしまっていた。

　なんと折紙は私服の下に、白い水着を着ていたのである。

「な……ッ！　なんだと!?」

　十香が、驚きよう愕がくに満ちた声を響かせる。

「言ったはず。ルール違反は犯していないと」

　どこか得意げに、折紙が十香に視線を送った。

　なるほど発想の勝利である。露出度を上げるのでなく、逆に、隠す。

　それにより水着の破は壊かい力を何倍にも膨ふくれ上がらせたのだ。チラリズムの勝利。さすがは来禅高校が誇る天才である。士道は沸ふつ騰とうしそうな脳で呆ぼう然ぜんとそんなことを考えていた。

「ともあれ、彼を最もドキドキさせたのは私。──デート権はもらっていく」

「そ、そんなはずが……」

　十香が慌あわてた様子で士道のもとに走り寄り、その胸むな元もとに耳を当てた。

　そして数秒の間士道の鼓こ動どうを聞いたのち、愕がく然ぜんとした顔を作る。

「ど、ドキドキしている……」

　折紙が、悠ゆう然ぜんとスカートを翻ひるがえした。

「潔く負けを認めるべき」

「ぐっ、ぐぐぐぐぐ……」

　十香は悔しそうに歯をギリギリと噛みしめると、折紙の手を払はらって士道の右手を取った。

「と、十香……？」

　十香の意図がわからず、目を丸くする。

　十香は顔を真っ赤に染めながら、士道の右手を両手で握ると、意を決したように「よし！」と気合を入れた。

「よしのん……おまえを信じるぞ……ッ！」

　言いながら、士道の手を、ぐいと自分の方へと持っていく。

「な──！」

　士道はすんでのところで力を入れ、その進行を中断させた。

　何しろその目的地は──水着一枚に包まれた、十香の柔やわらかそうな胸だったのだから。

「ちょ、な、何してんだ十香！　やめろって！」

「だ、駄だ目めだ駄目だ駄目なのだ……！　私でドキドキしてくれ、シドー！」

「してるしてる！　十分ドキドキしてるから！」

「ほ、本当か……？」

　十香が不安そうに眉まゆを八の字にしながら、再び士道の胸元に耳を当ててくる。

　そして、また数秒後。

「鳶一折紙のときの方がドキドキしている……っ！」

　絶望的な叫さけびを上げて、十香がまたも士道の手を自分の胸に押し付けようとしてきた。それはもう恥ずかしそうに、顔を酸漿ほおずきのようにしながら。

「ま、待て！　落ち着け十香！　おまえも恥ずかしいんだろ!?　無理すんなって！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ……！　シドーなら、大丈夫だ！　前も触さわっただろう!?」

「どういうこと？　その話を詳くわしく聞かせて欲しい」

「そこ食いついてねえでこいつ止めてくれぇぇぇッ！」

　と、士道が悲痛な叫びを上げた、その瞬しゆん間かん。

「士道……さ──ん……！」

　蚊かの鳴くような声が、どこからか聞こえてきた。

「え……？」

　十香と折紙もそれに気付いたらしい。ぴたりと動きを止め、怪け訝げんそうに眉をひそめる。

「む……今の声は」

「…………」

「四糸乃……だよな」

　士道が耳を澄すますと、再び小さな声が聞こえてきた。

「士……道さん……　た、たす……けて……ください……っ」

　どうやらそれは、三つ目の更こう衣い室の中から聞こえてきているもののようだった。

　──たすけて。その言葉を認識した瞬間、士道は泡あわを食ってそちらに駆かけ寄より、カーテンに手をかけていた。

「……っ！　四糸乃、開けるぞ!?　大丈夫か!?」

　勢いよくカーテンを開け放つ。と──そこには。

「し、士道さん……」

　服をはだけ、半はん裸ら状態になった四糸乃が、ビキニタイプの水着に腕うでを通した状態で、胸元を押さえながら涙なみだ目めになっていた。

　なんというか、その様は。四糸乃の小さな肢し体たいと相まって、士道にアブノーマルかつ背徳的な禁断の性せい癖へきを芽生えさせそうなくらい妖あやしい魅力に溢あふれていた。

「か、片手だと……上う手まく、着られません……」

　四糸乃が、弱々しく言ってくる。

　耳元で、今日一番のブザーが鳴る。

　……士道と一日デート権の獲かく得とく者が決まった瞬間だった。




　　　　◇




「はぁ……なんか今日はどっと疲つかれたな……」

〈フラクシナス〉内にある休きゆう憩けいスペースで長なが椅い子すに腰こし掛かけながら、士道は大きく息を吐はいた。紙コップを口へ持っていき、中に注がれていたカフェオレをぐいと一気に飲み干す。

　休憩スペースとはいっても、そこまで大層なものではない。廊ろう下かの壁かべが少し凹へこんだような場所に数種類の自じ動どう販はん売ばい機き（無料）が並び、その前に長椅子が二つ、あとは背の高い観葉植物が二つばかり設置されているだけの簡素な空間だ。

　本当はもっとちゃんとした飲食スペースも別にあるのだが、士道はどちらかというと人通りの少ないこちらの方が好きだった。……今日のように疲れた日は特に。

「訓練もいいけど、本番までに体力使っちまうのも上手くねえんじゃねえかなあ……」
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　結局あのあと士道は三人に一着ずつ水着をプレゼントし、昼食を摂とってから帰宅した。

　その後令音に呼び出されて再度プランの確認をしていたのである。途と中ちゆう十香と四糸乃を呼んでの夕食を挟はさんだとはいえ、結構な時間がかかっていたようだ。

　本当ならもう一度琴里と話しておきたかったのだが、琴里のコンディションが安定しないとの理由でそれも叶かなわなかった。果たして士道はもう明日あしたまでやることもないまま放流され、こんなところでぼうっとしているのだった。

「…………」

　ぼんやりと天てん井じようを眺ながめながら、細く息を吐く。

　ついさっきまではよかったのだが……することがなくなると途と端たんに、本当はしたくもない余計な思案が、顔を覗のぞかせてくるのだった。

　具体的に言うのなら──昨日聞いた、折紙の言葉が。

（五年前。南なん甲こう町の住宅街に大火を呼び、父と母を私の目の前で灼やいた精せい霊れい。──それが、あの炎ほのおを操あやつる精霊）

「本当に……琴里、なのか……？」

　琴里が。士道の妹が、折紙の両親を殺した。

　そんなこと、にわかに信じられるはずもないし、信じたくもない。

　だが、あの折紙がそんなことを冗じよう談だんで言うとも思えないのもまた、事実だった。

「一体……何が本当なんだ？」

　五年前の記き憶おくを探ろうとすると、士道の頭の奥──決して手では触ふれられない場所がむず痒がゆく痛むのを感じた。

「ぐ……」

　そう。士道は未だその事件の全容を思い出せずにいたのである。

　──一体五年前何が起こったのか。

　──士道、もしくは琴里はなぜ霊れい力りよくを封ふう印いんする術すべを知っていたのか。

　何一つ、思い出せなかった。まるで士道の記憶に巧こう妙みようなフィルタリングでも仕し掛かけられているかのような気味の悪い感覚である。

「お隣となり、よろしいですか？」

　と、不意に頭上から響ひびいた男の声に、思わず肩かたを揺ゆらす。

　目をやると、そこには手に紙コップを握にぎった神かん無な月づきが立っていた。

「あ……どうぞ」

　士道がそう言うと、神無月はにこりと笑ってから腰掛けてきた。

「いかがですか、士道くん。明日への自信のほどは」

「や、はは……正直、不安でしょうがないです。あの琴里をデレさせられる自分ってのが全く想像できません。五年前琴里の力を封印したってのが信じられ──」

　士道は言いかけて言葉を止めた。信じられる信じられない以前に、記憶がないのだった。

「……？　どうされましたか？」

「ああ……ええと、実は」

　士道は、未だに五年前の事件のことが思い出しきれないことを掻い摘つまんで説明した。

「ふむ……記憶がない、ですか」

「……はい。その事件のことだけ、すっぽりと」

「まあ、そうでしょうねえ」

「え？」

　士道が目を見開くと、神無月は手にしていた紙コップに口を付けてから返してきた。

「いえ、初めて司令が精霊のことを説明したとき、さも意外そうにしていましたから。もし五年前の事件を覚えていたなら、また違ちがった反応をしていたでしょうし」

　神無月が椅子に紙コップを置き、何かを思い出したようにあごに手を当てる。

「ふぅむ。もしよければ、映像をご覧になってみますか？」

「映像……？」

　眉をひそめて問うと、神無月は大おお仰ぎように首しゆ肯こうした。

「はい。五年前、天宮市南甲町の大火災を捉とらえた映像です。数秒程度ですが、精霊化した司令と士道くんらしき姿が映っています」

「……っ！」

　士道は息を詰つまらせ、目を丸くした。先ほどカフェオレを飲みきっていてよかった。今液体の入った紙コップを手にしていたなら、きっと盛大に床ゆかにこぼしていただろう。

「そんなものが残ってるんですか!?」

「ええ。確かどこかのテレビ局のヘリが撮さつ影えいしたものだったらしいですが、公開前に〈ラタトスク〉がマスターテープを押さえたようです。──用意しましょうか？」

「お、お願いします……！」

　是ぜ非ひもない。士道は間かん髪はつ入れずにうなずいた。




　　　　◇




「折紙!?　あんた、退院したなら早く連れん絡らくしなさいよ」

　士道たちと別れてから、自宅へ戻もどる前に天宮駐ちゆう屯とん地ちのＣＲ－ユニット格納庫に顔を出すと、ＡＳＴ隊長である日下くさか部べ燎りよう子こがそんな声を上げてきた。

　作業ズボンに黒のタンクトップという格好に、何かの搬はん入にゆうチェックでもしていたのだろうか、クリップボードを脇わきに挟み、もう片方の手にペンを握っている。ＣＲ－ユニットはデリケートかつ極めて秘ひ匿とく性の高い装備であるため、触れることができる人間が少ない。実戦要員であるＡＳＴの隊長がこういった雑務をこなすことも少なくなかった。

　折紙は、軽く目を伏ふせて首を振ふった。

「非常に重要な案件に巻き込まれていた」

「重要な案件？　ていうか何よそれ」

　燎子が眉まゆを撥はね上げ、折紙が右手に持っていた紙かみ袋ぶくろを指さしてくる。折紙はそれを胸元まで持ち上げると、静かに唇くちびるを開いた。

「これは、千金に値する贈おくり物ものであり──同時に、敗北の苦く渋じゆうを刻んだ忌いまわしきもの」

「は……？　な、何よそれ」

　燎子が怪訝そうに顔を歪ゆがめて、折紙の持った紙袋を凝ぎよう視ししてくる。──まあ、中身は士道に買ってもらった水着なのだが。

「私は〈ハーミット〉を許さない」

「いや、なんでそこに〈ハーミット〉が出てくるのよ」

　と、燎子が頬ほおに汗あせを垂らしながら言ったところで、無骨なデザインの搬入車両が、巨きよ大だいな装備を引いてゆっくりと近づいてきた。

「おっと。ほら折紙、あんたもちょっと避よけなさい」

　言いながら、燎子が折紙に手招きしてくる。折紙はそちらの方向に歩いていった。

　その際、ちらと後方を通る搬入装備に目をやる。保護用のシートが被かぶせられた、全長五メートル以上あろうかという、巨大なユニットである。

「これは？」

　折紙が問うと、燎子は脇に挟んでいたクリップボードにペンを走らせながら答えてきた。

「んー、新しく配備された実験機よ。ＤＷ－０２９・討とう滅めつ兵装〈ホワイト・リコリス〉。大型レイザーブレイド〈クリーヴリーフ〉二本に、五〇・五㎝魔ま力りよく砲ほう〈ブラスターク〉二門、それに換かん装そう可能の大容量ウェポンコンテナ〈ルートボックス〉を八基。ＡＳＴ一個中隊分の火力を一個人にぶっ込んだような頭のおかしいユニットよ」

「…………」

　折紙は無言で、その巨大に過ぎる兵装を見上げた。

「これを使えば、〈イフリート〉も倒たおすことが可能？」

「は？　何言ってんの。これはあんたには扱あつかえないわよ。権利的にも、技術的にもね。ＤＥＭ社から直接送られてきた実験機だもの。ま、一応理論値では、精霊を倒せるレベルの装備らしいけど……ＤＥＭの専属魔術師ウイザードが、全装備フル稼か動どう三〇分で廃はい人じん化したって話よ。悪いことは言わないからやめときなさい」

「……そんな装備が、なぜここに」

「ん、どうやらＤＥＭのお偉えらいさんが、もしかして真那だったら扱えるんじゃないかって寄よ越こしたらしいわ。ま、肝かん心じんの真那がおねむじゃあ宝の持もち腐ぐされよね」

「そう」

「ていうか……〈イフリート〉？　五年前に現れたっていう炎の精霊？　なんでそんなのの名前が出てくるのよ。五年前に一度確認されたきり現れてないん──」

　と、不意に燎子が言葉を止めた。

　不思議に思い折紙が視線を送ると、何かを思いだしたようにパチンと指を鳴らしてくる。

「ああ、そうか。──あれが〈イフリート〉か」

「……っ、どういうこと？」

　折紙は微かすかに眉まゆ根ねを寄せ、身体からだごと燎子に向き直った。そのまま足を一歩前に踏ふみ出し、詰め寄よるように続ける。燎子は折紙のただならぬ様子に驚おどろいたのか、折紙とは逆に足を一歩引いて軽く身を反そらした。

「な、何よ急に」

「いいから、教えて」

「教えてって言われても……一昨日おととい、あんたと真那が高校の屋上で〈ナイトメア〉と戦ってたとき現れたのがその〈イフリート〉なんじゃないの？　炎の精霊なんでしょ？」

「──っ！」

　折紙は息を詰まらせると、さらに燎子にずいと顔を寄せた。

「なぜ一昨日、炎の精霊が現れたことを知っているの」

「なぜって……そりゃあ、映像で見たから……」

「……！」

　目を見開く。まさかこんなにも近くに、〈イフリート〉の手がかりがあったとは。

「日下部一いち尉い」

「な、何よ」

「お願い。その映像を見せて。──今、すぐに」




　　　　◇




「──ええと、確か……」

　士道と神無月はあのあとすぐ、休きゆう憩けいスペースから、昨日作戦会議を行ったブリーフィングルームにやってきていた。そして神無月が昨日と同じ席に腰こし掛かけたかと思うと、円えん卓たくに設しつらえられていたコンソールを操作し始めたのである。

「すいませんね、手間取って。副艦かん長ちよう室の端たん末まつならもう少しスムーズにいくのですが」

「や、それは全然構いませんけど……ここにその映像が保管されてるんですか？」

「いえ。映像そのものは〈フラクシナス〉には保管されていません。本部のデータベースにアクセスしているところです」

　本部という聞き慣れない言葉に士道は首を傾かしげかけたが──考えてみれば道理である。この〈フラクシナス〉は空中艦。いくら顕現装置リアライザが働いているとはいえ、ずっと空に浮うきっぱなしというわけにはいかないだろう。

「でも、要はネットワーク環かん境きようがあればいいんですよね？　それなら副艦長室でもいいんじゃないですか？」

「まあ、そうなんですけれどもね。なにぶんあそこの端末は画面がそこまで大きくないので、細かな映像を見るのには適さないんです。──と、きましたよ。画面を」

　神無月が言うと同時、円卓の中央に設えられていたモニタに、映像が映し出された。

　街の一区画を、空くう撮さつで捉えた映像である。しかし画面一いつ杯ぱいに広がった真っ赤な炎ほのおの絨じゆう毯たんは、ガス田か火山の火口とでもいった方が適当と思えるほどの様相だった。つい数時間前まで何人もの人間が生活を営いとなんでいたとは思えない、炎えん熱ねつの煉れん獄ごくである。

　スピーカーからは、ヘリの駆く動どう音と、レポーターと思おぼしき男の声がまばらに聞こえてきていた。それに混じって時折凄すさまじい爆ばく発はつ音が響き、画面が微かに揺れる。

「……く」

　士道は思わず眉根を寄せていた。想像以上に凄まじい光景である。昔住んでいた場所で火事が起こった、という事実だけは覚えていたが、ここまでの惨さん状じようとは思っていなかった。

「──さ、もうすぐです」

　と、ともに画面を見ていた神無月が静かな声で言ってくる。

　ヘリが旋せん回かいし、徐じよ々じよに高度を落としていく。それと同時に画面がズームアップし、滲にじんだようにぼやけていった。一いつ拍ぱく置いてから、少しずつピントが調節されていく。

「──、あれは」

　そして次の瞬しゆん間かん、画面の端に映ったものを見て、士道はのどを震ふるわせた。

　街の中心。他の場所とは異なり、そこにあったはずの家々が完全に燃やし尽つくされ、更さら地ちのようになってしまった場所に、見覚えのあるシルエットを見つけたのである。

　もとより古い映像であるうえ、解像度の粗あらい望遠、安定しない空撮と様々な悪条件が揃そろい、非常に荒あれた映像になっている。だが、士道が見み間ま違ちがえるはずはなかった。

「琴里……」

　そう。それは、一昨日来禅高校の屋上で目まの当たりにした、霊れい装そうを纏まとった琴里だった。

　その足元には、小さな影かげが倒れている。眉をひそめ、揺ゆれる画面をジッと注視する。

「あれは──俺……？」

　そして。

「────え？」

　士道は肺を絞しぼり、短い息とともにそんな小さな声を発した。

　それは、琴里と士道の前に居た。否──在あった、というべきかもしれない。

　二人の前に、『何か』が存在していた。

　恐おそらく普ふ通つうの人間ならば、ただ画面に走ったノイズか何かとしか思うまい。

　だが、違ちがう。あれは。あの影は──

「……ッ」

　瞬間、士道は両手で頭を押さえ、その場に膝ひざを突いていた。

　それを見た瞬間、士道の頭の中に蟠わだかまっていたむず痒がゆさが何倍にも膨ふくれ上がり、激痛となって襲おそってきたのである。

「士道くん？　どうしました？」

　神無月が問うてくる。しかし士道は答えず、画面を凝視し──幼い琴里と士道の前に蟠ったノイズを見て唇を開いていた。

「誰だ──一体……、何者なんだ、おまえは……」

「誰って……どれのことですか？」

「これ──です。琴里と、俺の前にいる……」

　神無月が首を捻ひねる。その姿を見て、士道は初めて気付いた。

　──なぜ、自分は、このノイズにしか見えないような影を、人だと。

　少なくとも、『誰』だなんて呼こ称しようを用いる存在だと、認識できたのだろうか。

「ぁ──」

　それを考えると、士道を襲う頭痛は激しさを増し──士道は、気を失ってしまった。




　　　　◇




「…………っ」

　仕事中の燎子を無理矢理ブリーフィングルームまで引っ張ってきた折紙は、プロジェクターでスクリーンに映し出された映像を見て、言葉を失った。

　映像の質自体は、非常にお粗そ末まつなものだった。解像度も粗ければ撮さつ影えい位置も遠い。それ以前に、撮影が開始されたのも随ずい分ぶん中ちゆう途と半はん端ぱな時間からであったうえ、途と中ちゆうでカメラが破は壊かいされてしまったのだろう、数分程度の長さしかなかった。

　だが、それでも折紙には十分に過ぎた。

　五年前。霞かすむ目で捉とらえたその姿。一昨日。揺らぐ意識の中で捉えたその姿。

　その憎にくき仇きゆう敵てきの顔を、今初めてはっきりと見取ることができたのだから。

　映像を最初から再生し直し、一時停止。〈イフリート〉の顔を拡大する。

　そして──折紙の疑念は確信へと変わった。

　五年間、ずっと追い続けてきた炎の精せい霊れい。──その、顔は。

「五河……琴里」

　五河士道の、妹のものだったのである。








　第九章　最後の逢瀬ラスト・デート




　六月二二日、午前九時五五分。

　士し道どうは昨日購こう入にゆうした水着とバスタオルなどを詰つめた鞄かばんを背負いながら、天てん宮ぐう駅東口のパチ公前に立っていた。

　お座りをした犬の銅像である。天宮駅の待ち合わせスポットとしてそれなりに有名なのだが、もっと有名な某ぼう忠犬のせいで、正式名めい称しようで呼ばれることは少なかった。実は士道もよく覚えていない。

「……あー」

　小さくうなりながら、額ひたいを手で押さえる。結局昨日、気を失ってしまったのち、そのまま寝ね込こんでしまい、目覚めたのは〈フラクシナス〉の医務室だったのである。

　一応念のため簡単な検査をし、点てん滴てきも打っておいてくれたらしいのだが……未だに少しだけ頭の奥が疼うずく感じがするのだった。

『大だい丈じよう夫ぶですか、士道くん』

　と、インカムから神かん無な月づきの声が聞こえてくる。当然ではあるが、今日は琴こと里りが指揮をとるわけにもいかないため、代わって神無月が司令代理になっていたのだった。

「はい……なんとか」

　言いながら、士道はぱん、ぱんと両手で頬ほおを張った。

　昨日のことは気になったが、今はそんなことを考えているときではない。

　何しろ士道は今日、あの琴里とデートし、デレさせなければならないのである。

　非常に困難なミッションだが、これを今日中に完かん遂すいしなければ、琴里の意識は精せい霊れいの力に呑まれてしまうというのだ。一片の油断さえも許されなかった。

『プランは頭に入っていますね？　こちらからもサポートを入れます。──大丈夫、あなたは複数の精霊をデレさせた稀き代だいの救世プレイボーイです。自信を持ってください』

「……はあ」

　神無月の激げき励れい（？）の言葉に苦笑する。なんというか、あまり嬉うれしくない称しよう号ごうだった。

　と、今度はインカムから、令れい音ねの抑よく揚ようのない声が聞こえてきた。

『……琴里を地上へ送ったそうだ。もうすぐそちらに着くだろう。頼たのんだよ、シン』

「──っ、は、はい」

　言われて、呼吸を整えるように大きく深呼吸をする。

　するとほどなくして、街の方から小さなシルエットが歩いてきた。

　可愛らしいフリルに飾かざられた半はん袖そでのブラウスに、裾すその短い焦こげ茶ちや色いろのオーバーオールという出いで立ちで、手に水着が入ったと思おぼしき鞄を提さげている。そして、その長い髪かみを二つに括くくるのは、使い込んだ黒い色のリボンだった。

　二晩顔を合わせていないだけなのに、なぜか妙みように感かん慨がい深ぶかい感じがした。もしかしたら、まだ士道の知っている琴里でいてくれたことに安あん堵どしているのかもしれない。

「お、おう、琴里」

「ん、待たせたわね」

　士道が小さく手を上げながら言うと、琴里が首しゆ肯こうしながら返してきた。

　……そして、しばしの間沈ちん黙もくが流れる。

　妹である琴里と話すだなんて、日常茶飯事の極きわみとすらいえる事象のはずなのに、なぜだろうか、妙に緊きん張ちようして言葉が出てこないのだった。

『……シン、何を黙だまっているんだい。まずは──』

　と、令音が言ってくるのとほぼ同時に、琴里がやれやれとため息を吐ついた。

「おめかしした女の子と会って一言もなし？　いの一番に教えたと思ったけれど？」

「……！　あ、ああ──」

　確かにその通りである。そんなことは十とお香かが現れたときから言われていたはずなのに、なぜか失念してしまっていた。

　士道は言われたとおり言葉を口にしようとして──あることに気付いた。

「おめかし……してくれたんだな」

「……っ」

　士道が言うと、琴里はぴくりと肩かたを揺らした。

「ふん、まあね。一応はデートって形式を取っているんだもの。こちらとしても士道がアクションを起こすきっかけくらいは作っておくわよ。……まあ、褒ほめられるのは嫌いやな気、しないし」

「え？」

「なんでもないわ。それより、そろそろ電車の時間なんじゃないの？」

　琴里はそう言うと、駅の方に足を進めてから、くるりと士道の方に向き直ってきた。

「さあ──私たちの戦争を始めましょう」

　そしてそう言って、士道の顔を見ながら不敵に微笑ほほえんでくる。

「お……おう」

　聞き覚えのあるフレーズ。士道は、ごくりとのどを鳴らしながらうなずいた。

　と。

「うむ！」

「は、はい……っ」

『やー、楽しみだねー』

　琴里の返事のあとに余計な声が三つ続いて、士道は首を傾かしげた。

　不ふ審しんに思って声のした方に振ふり返かえり──身体からだを硬こう直ちよくさせる。

　何しろそこには、お出かけの準備を万ばん端たんに整えた十香と四よ糸し乃のがいたのだから。

「十香、四糸乃……それによしのん……ッ!?　な、なんでこんなところに……！」

「ぬ？」

　十香が、不思議そうに小首を傾げる。

「何を言っているのだ。これからオーシャンパークとやらに行くのではないのか？」

「な──なんでそこまで知ってるんだ!?」

「なんでと言われてもな」

　士道のリアクションが全く意外といった調子で、十香が眉まゆをひそめる。

　すると、言葉を補うように四糸乃が辿たど々たどしく声を上げてきた。

「その……令音さんに、言われて……来たんです、けど……お邪じや魔ま、でしたか……？」

「……ッ!?」

　息を詰まらせる。すると、士道が問うよりも早く、インカムから声が聞こえてきた。

『……ああ、そうそう。言っていなかったかな。今日のデートには彼女らも同行するよ』

「な、なんでまた……」

　士道は頬に汗あせを垂らしながら問うた。確かに集団デートとかいうものもないことはないのかもしれないが、デートといえば原則的に二人きりで行うものであるはずだ。

　令音はしばしの間うなってから言葉を続けてきた。

『……まあ、今日に限ってはそちらの方がいいのではないかと思ってね』

「は、はあ……」

　令音のことである。何も考え無しに下へ手たを打ったりはしないとは思うが……それでもやはり不安は付きまとった。声をひそめながら問うてみる。

「でも……本当に大丈夫なんですか？　琴里の機き嫌げんとかは……」

『……ん、そこまで心配しなくても大丈夫だろう』

「ほ、本当ですか……？」

　言いながらちらと後方の琴里を見やる。

　琴里は突とつ然ぜんの十香たちの登場にも、先ほどと変わらぬ顔を、作、って……

「…………」

　士道は無言で頬をぴくぴくと動かした。一いつ瞬しゆん、何も変化が見られないことに安堵の息を吐こうとしたのだが──すぐそれが自分の勘かん違ちがいと気付いてしまったのである。

「……へぇ、なかなか思い切ったことをするのねぇ、士道。今から楽しみだわ」

　表情の形だけは先ほどと変わらない、しかし背後から立ち上るオーラの質が今までのそれとは明らかに異なった琴里が、にこやかに言ってくる。漫まん画がであればおどろおどろしい背景と『ゴゴゴゴゴゴゴゴ……』なんて擬ぎ音おんがセットで描えがかれそうな迫はく力りよくだった。

「や、そ、その……」

　士道は思わず声を裏返らせると、インカムに指を当てて、小さな抗こう議ぎの声を上げた。

「駄だ目めじゃないですか全然……っ！　なんかヤバいオーラ出てますってあれ……！」

『……そうかな。そこまでではないと思うが……』

「い、今の琴里の機嫌メーターと好感度はどんな感じなんですか……!?」

　精せい霊れいとデートをするときは、いつも令音が専用の顕現装置リアライザを用い、対象の精神状態をモニタリングしているはずである。

『…………』

　しかし令音はしばしの間黙ると、

『……ん、まあ、その、なんだ。……頑がん張ばってくれ』

　いつになく無責任な調子でそう言った。……よほどヤバい数字が出ていたらしい。

「ちょ、ちょっと、令音さん……！」

　と、士道が絶望的な心地ここちで叫さけんでいると、琴里がすたすたと歩みを進め、十香と四糸乃の方へ寄っていった。そしてぽん、と二人の肩を優しく叩たたく。

「よし、じゃあそろそろ行きましょうか。水着はちゃんと持ってきてる？」

　琴里がそう言うと、士道の反応に顔を曇くもらせていた二人が、ぱあっと表情を明るくした。

「おお！　もちろんだ！」

「水着は、昨日……士道さんに、買って、もらいました……」

「へぇ、よかったじゃない。──優しいのね、士道？」

　言いながら、琴里が士道の方に視線を向けてくる。口調も表情も優しげなのに、なぜか胃の底が冷たくなるような凄味があった。

「ひ……っ」

「さ、行きましょ行きましょ」

　士道が戦おののいていると、琴里は十香たちを引き連れて改札の方に歩いていってしまった。

『士道くん、とにかく追ってください！　まだ挽ばん回かいは可能です。目的地に着いたらこちらからもサポートします！』

「りょ、了りよう解かい……」

　神無月に言われ、どうにか硬直していた足を踏ふみ出す。

　……のっけから、前ぜん途と多難なデートになりそうだった。







　オーシャンパークは天宮駅から五駅先の栄えい部ぶ駅のほど近くにあるテーマパークである。

　様々なプール施し設せつや大型浴場、屋内アトラクションから成るウォーターエリアと、屋外遊園地がメインとなるアミューズエリアの二つから構成されており、夏休みともなれば、遠方からも沢たく山さんの家族連れやカップルなどが訪れる人気スポットだった。

　とはいえ、今はまだ六月半ばである。屋内施設や遊園地は年中利用できるものの、看板エリアである屋外プールが開放されるのは来月からであるため、ピーク時よりも随ずい分ぶんと客の入りは少なかった。

　まあ、夏場のニュースなんかで映される、芋いもを洗うような大混雑ではムードもへったくれもないのだから、デートを行うにはいい時期なのかもしれない。

　そんなことを考えながら、着き替がえを終えた士道は、更こう衣い室から屋内プールに移動した。

　まだ女性陣じんは着替え中のようである。士道は身体を反らして伸のびをすると、首をぐるりと回して辺りの様子を一望した。

「おお……なんか結構すごいな」

　ドーム状の天てん井じように覆おおわれたスペースの真ん中に、浅あさ瀬せのような形をした広大なプールが広がり、その後方に、岩山を模したウォータースライダーが聳そびえている。なんとも男の子の冒ぼう険けん心をくすぐるデザインだった。

『はしゃぐのも結構ですが、司令のことを忘れないでくださいよ？』

　と、窘たしなめるように神無月の声が響ひびいてくる。

「わ、わかってますって。……ていうかこのインカム、水は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

『……ああ。完全防水仕様だ。耳から外れないようにだけ気をつけてくれたまえ』

　答えてきたのは令音だった。と、その言葉が終わるのと同時に、士道の背に元気な声がかけられる。

「シドー！　待たせたな！」

　士道が振り返るとそこには、着替えを終えた十香と四糸乃、そして琴里が立っていた。

　十香と四糸乃の装よそおいは、士道の予想通りだった。昨日士道が買った水着である。

　十香が藤ふじ色いろのビキニ、四糸乃が、腰こし部分にスカートのようなひらひらがついた、淡あわいピンクのワンピースタイプである。四糸乃は未だに着替えを不得手としていたようだったが……まあ十香か琴里に手伝ってもらったのだろう。

　二人とも、あの一件で慣れたのか、それともここにいる客たちが皆みんな、自分たちと同じような格好をしているからか、昨日ほど水着姿を恥はずかしがってはいないようだった。小走りになって、士道の方に近づいてくる。

「……お、おう」

　士道は小さく手を上げてそう返しながらも、心中で放念の息を吐いていた。

　十香も四糸乃も、頭に『絶世の』だの『傾けい国こくの』だのがついてもおかしくない美少女である。実際、もしなんの予備知識もなくこんな艶あで姿すがたを披ひ露ろうされていたとしたら、琴里そっちのけでぼうっと二人を見つめてしまっていたかもしれない。

『……しておいてよかったろう、訓練』

　士道の心中を察したように、令音が言ってくる。士道は小さく眉を歪ゆがめた。

「……もしかして、あのときから十香たちを連れてくるつもりでした？　わざわざ水着を買わせたのもこのためで……」

『……さて、どうだろうね』

　令音が曖あい昧まいに返してくる。士道ははあとため息を吐ついた。

　と、そんな鬱うつ々うつとした吐と息いきになど全く気付いていない様子で、十香が大声を上げる。

「おおお！　凄すごいなこれは！　建物の中に湖と山があるぞ！」

　それに次いで四糸乃が、珍めずらしく興奮気味にふんふんと鼻息を荒あらくし、頬ほおを紅潮させながら口を開く。左手の『よしのん』も、パタパタと手を動かしていた。

「み、水が、いっぱいです……！」

『はー！　テンション上がるねこりゃー！』

「シドー、あの湖には入ってもいいのか!?」

「ああ、もちろんだよ。ていうか、それがメインの楽しみ方だしな」

　十香の問いに答えてやると、十香は輝かがやいていた目をさらに燦さん然ぜんと光らせ、声を上げた。

「よし！　行くぞ四糸乃っ！」

「は、はい……っ！」

　元気よく二人がプールに駆かけ出していく。士道はその背を視線で追い──

「元気ね、二人とも」

　背後から聞こえてきた声に、小さく肩かたを揺ゆらした。

「お、おう、琴里」

　言いながら、ゆっくりと振ふり返かえる。そこには士道の予想通り、十香たちと同じように水着に着替えた琴里が、腕うで組ぐみをして口にチュッパチャプスをくわえながら立っていた。

　白いセパレートタイプの水着である。ブラ部分がホルターネックチューブトップになっており、なんだか妙みように色っぽかった。

「…………」

　そういえば、琴里の水着姿なんて、ここ何年も見ていなかった気がする。

　両親が家を空けがちなため、五いつ河か家のレジャー文明は著いちじるしく衰すい退たいしているのである。無論夏場になればプールの授業があるので、琴里のスクール水着を洗せん濯たくしたり畳たたんだりするが、普ふ通つう着用しているところなんて見ることはない。

　士道がぼうっと視線を送っていると、琴里が怪け訝げんそうに眉を歪めてきた。

「何よ、ジッと見て。生物学的には近きん親しん相そう姦かんにならないからって、妹に欲よく情じようするようになったら人として末期よ？」

「……っ！　そ、そんなわけあるか！」

　士道がハッとして返すと、琴里が「ああ、そう」と随分冷めた調子で肩をすくめてきた。

『……何をしているんだね、シン』

　と、右耳に令音の声が聞こえてくる。

「え？」

『……さっきも言われたろう？　女の子がお洒落しやれをしているんだ。何も声をかけてあげないのかい？』

「あ──」

　そういえばそうである。士道は軽く咳せき払ばらいをしてから、改めて琴里に向き直った。

「こ、琴里」

「？　何よ」

　半眼を作りながら、琴里が見返してくる。士道は一瞬、言葉に詰つまった。……まさか、褒ほめ言葉を発するのがこんなにも恥ずかしいとは。関係が近すぎるのも考えものだった。

『……ふぁいと』

　令音に後押しされ、士道は微び妙みように視線を逸そらしながら震ふるえる唇くちびるを動かした。

「そ、その……なんだ、に、似合ってるぞ、その水着。か……可愛い、と……思う」

　引っ込み思案な四糸乃よりも辿々しく、どうにかその文もん言ごんを発する。

「……っ」

　すると琴里が目を見開いて、頬をほんのりと赤くした。──が、すぐに首を振ると、不敵な笑みを浮うかべながら、口にくわえたチュッパチャプスの棒をピンと立ててくる。

「あら、ありがとう。──令音か神無月あたりから褒めるよう指示が出たのかしら？」

「ぐ……っ」

　完全に図星を突つかれ、低くのどをうならせる。だが、ここで黙だまってはそれを認めることになってしまう。士道はできるだけ間を空けずに言葉を継ついだ。

「い、いや、そんなことはねえよ。本心さ」

　実際、琴里の水着姿を可愛いと思ったのは本当である。確かに言葉にするのを少し躊躇ためらいはしたものの、嘘うそは吐ついていない。

　すると琴里は鼻を鳴らすと、意地が悪そうな笑みを浮かべてきた。

「へえ、光栄ね。……で、具体的にはどこがどう可愛いと思ったのかしら？」

「な……っ、え、ええと……」

『……ん、ここは我々の出番かな』

　と、そこで右耳に、令音の声こわ音ねが響いてきた。







　いつもの空域を少し離はなれ、オーシャンパークのちょうど上空に浮ふ遊ゆうした空中艦かん〈フラクシナス〉の艦かん橋きようで、艦長席の隣となりに立った副司令官・神無月恭きよう平へいが高らかに声を震わせた。

「さあ諸君、我らの腕うでの見せどころです！」

　一時的とはいえ、今この艦の指揮権は神無月が有している。本来ならば艦長席に腰こしを落ち着けていてもよいのだが──彼はそうはしなかった。

　この席は琴里のものである。彼女の帰き還かんを信じている以上、その座を汚よごすわけにはいかなかった。……というかどちらかというと彼は艦長席に座るより艦長に座られたかった。

　と、神無月の声と同時、プールの様子を映し出していたメインモニタに、三つの選せん択たく肢しが記しるされたウインドウが表示される。


①「全部さ！　琴里は何を着ていても可愛いよ」

②「シンプルに見えるけど、なかなか凝こった意い匠しようをしてるよな、その水着。いいセンスだ」

③「ああ、膨ふくらみかけの胸が特にたまらないよ」


「総員、選せん択たくをお願いします！」

　神無月が叫さけぶと、すぐ手元の端たん末まつに集計結果が表示される。

　過半数を占しめたのは①。次いで②。③には一票も入っていなかった。

「ふむ、皆みなさんは①ですか。まあ、順当ですね」

　あごに手を当ててふうむとうなる。すると艦橋下段から、クルーたちが声を上げてきた。

「ええ、使い古されたフレーズかもしれませんが、言われて悪い気はしないはずです」

「②も悪くはないのですが、やはり水着に目がいってしまっているのが気になりますね」

「③は……まあ、論外でしょう」

「そうですね」

　神無月は小さくうなずくと、マイクに口を近づけた。

「士道くん、③です。『ああ、膨らみかけの胸が特にたまらないよ』」

　──一いつ拍ぱくおいて。

『……ええッ!?』

〈フラクシナス〉クルーたちと、プールにいる士道の声が、見事にハモった。

「ふ、副司令──正気ですか！　相手は五河司令ですよ!?」

「③は論外って言ったばかりじゃあないですか！」

　艦橋下段から、非難……というか悲鳴じみた声が飛んでくる。しかし神無月はゆっくり両手を広げると、それらを制して口を開いた。

「五河司令だからこそ……ですよ」

「え……？」

　神無月の悠ゆう然ぜんとした口くち振ぶりに、クルーたちが一時威い勢せいを収める。神無月は優しく微笑ほほえむと、画面いっぱいに映し出された水着姿の琴里に手を向けた。

「だって、ご覧なさい。あの華きや奢しやで、美しい、未成熟な肢し体たいを。一三歳中学二年生という一いつ瞬しゆんの輝きを。もうたまらないでしょう。それ以外にないでしょう」

「結局副司令の趣しゆ味みじゃないですかッ！　そんなの言ったら司令に蹴けられますよ!?」

　クルーの言葉に、神無月はハッと目を見開いた。

「ご、ご褒ほう美びまでいただけるなんて完かん璧ぺきじゃあないですか！」

「だっからあんたはもう……ッ！」

　もはや敬語を使うことさえ忘れ、クルーたちが頭を掻かきむしる。だが、そうしている間にも時間は過ぎていくのだった。スピーカーから、焦あせったような士道の声が聞こえてくる。

『……ほ、本当にそれで大だい丈じよう夫ぶなんですか……？』

「ええ、もちろん。『胸』の部分を『おっぱい』にアレンジしても構いません」

『……普通でいきます』

　クルーたちは必死で士道を止めようとマイクのスイッチを連打していたが、回線の優先度は艦長席のそれが最も高い。士道は意を決した様子で琴里に向き直ってしまった。







「え、ええと……だな」

　士道は頬を痙けい攣れんさせながら、琴里の胸元に視線を送った。明らかに正気とは思えない選択肢だったが、〈フラクシナス〉のＡＩが導き出したものを、クルーたちが選定したもののはずである。きっと何らかの意味があるのだろう。彼らを信じて、唇を開く。

「その……膨らみかけの胸が特にたまんないな」

「な……ッ!?」

　士道が言葉を発した瞬しゆん間かん、琴里は顔を赤く染めると、バッと両手で胸元を覆おおい隠かくした。

「な、何言ってるのよ……！　そんなこと考えてたの!?」

「や、そ、そうじゃなく……！」

　と、士道が慌あわてて手を振ると、右耳にビーッ！　ビーッ！　というけたたましいアラームが鳴なり響ひびいてきた。聞き覚えのある不ふ吉きつな音。精せい霊れいの機き嫌げんや好感度が著いちじるしく下がったり、精神状態が不安定になったりするのを知らせる緊きん急きゆうアラームだ。

「お、落ち着け琴里！　今のはだな……！」

『……シン、非常事態だ』

　士道の弁明に被かぶせるように、令音が声を響かせてくる。

「わかってます！　今どうにか琴里を落ち着かせ──」

『……違ちがう、そっちじゃあない』

「へ……？」

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ────ッ!?」

　士道が間の抜ぬけた声を漏もらすと同時、耳をつんざく悲鳴が、プールから響いてきた。

「な、なんだ!?」

「士道、あれ！」

　琴里が、浅あさ瀬せのように形作られたプールの沖おきの方を指さす。

　そこには、一部がスケートリンクのようになってしまったプールと、その上でわんわんと泣く四糸乃の姿があった。







「……で、よしのんが流れるプールに流されて、慌ててしまったと」

　プールに謎の氷が現れる事件が起こってからおよそ三〇分。

　琴里が持参していた電池式ドライヤーで、四糸乃の左手に装着された『よしのん』の身体からだを乾かわかしながら、士道は大きなため息を吐ついた。

　幸い大した騒さわぎにはならず、もうプールも先ほどまでの賑にぎわいを取とり戻もどしているが、四糸乃はしょんぼりと肩かたを落としたままだった。十香もまた、背を丸くしている。

「ご、ごめん……な、さい……」

「むう……面目ない。私がついていながら……」

「まあ、そんなに気にするなって。大事にもならなかったんだし」

　士道が二人に声をかけると、それに続けるように隣に立った琴里が言葉をこぼしてきた。

「そうよ。全部事態の想定を怠おこたった士道の責任なんだから、気に病やむことはないわ」

「……おい」

　士道はドライヤーの温風を送りながら、『よしのん』の頭をわしわしとかいた。

「よし、そろそろ乾いたろ。大丈夫か、よしのん」

　士道が言うと、『よしのん』は犬のように全身をブルブルっと震わせると、手を胸元においてハァハァと息を荒あらくした。

『や、やー……壮そう絶ぜつな冒ぼう険けんをしてしまったねー。死ぬかと思ったよー』

「ごめんね……よしのん」

『ああ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。また無事に会えたんだし、結果オーライよ四ー糸乃』

「うん……」

『よしのん』に頭を撫なでられ、四糸乃がこくりとうなずく。

　そんな様子を見て、琴里が肩をすくめた。

「……ま、勝手がわからないのも無理はないわ。──確かあっちに浮き輪わをレンタルしてるカウンターがあったから借りて来ましょうか」

「？　うきわ？」

　十香が、不思議そうに首を傾かしげる。琴里は「あー」と人差し指を一本くるくると回しながら視線を上にやった。

「百ひやく聞ぶんは一見に如しかずね。直接見た方が早いでしょ。行くわよ」

　言って、琴里が歩き出す。そのあとをついて、十香と四糸乃も立ち上がった。

「っと、待てってば」

　士道はドライヤーを折おり畳たたむと、三人を追って歩き始めた。と──その道中、琴里がすっと身を寄せてくる。まるで、十香と四糸乃に会話を聞かれなくするかのように。

「な、なんだ？　どうした？」

「……ん、あれ、さっきのだけど」

「さっきの？」

「……どこが可愛いか、ってやつ」

「──っ！」

　言われて、士道は心臓がキュッと引ひき絞しぼられるのを感じた。四糸乃の一件で有う耶や無む耶やにできたかと思ったが、やはりそうはいかなかったらしい。さすがは司令官モードの黒琴里。弱みを見せたなら泣くまで穿ほじくり返すドＳの権ごん化げである。

「あ、あれはだな……」

　士道がどうにか申し開きをするべく口を開くが、琴里は無視して言葉を続けてきた。

「あれ……さ、やっぱり〈フラクシナス〉からの指示だったの？　それとも……その、ホントに士道の本心？」

「え、い、いや、それは」

『……本心、だろう？』

　まるで士道の中に潜ひそむ悪あく魔まの心が囁ささやいてくるかのように、右耳に令音の声が聞こえてくる。が……こんな距きよ離りでリアクションを起こしてしまったら間ま違ちがいなく琴里に気付かれてしまうだろう。どうにか心中で声を吐くにとどめる。

『……いくら琴里が我々の存在を知っているからといって、デート中に、〈ラタトスク〉の指示で動きました、だなんて白けるフレーズを使うものではないよ。頭ではわかっていても、どうしてもテンションに影えい響きようしてしまう。理り屈くつと感情は同居できないものだよ』

　確かにその通りではある。士道は奥歯を噛かんでから、琴里に視線を向け直した。

「その……まあ、本心……だよ」

「…………」

　士道が言うと、琴里はしばしの間無言になった。

　……嗚あ呼あ。仕方ないこととはいえ、認めてしまった。はっきり本心と言ってしまった。士道は絶望的な心地ここちで天を仰あおいだ。

　──間違いなく軽けい蔑べつされている。妹に本気で劣れつ情じようを催もよおしてる性せい欲よくの権化とか思われている。そのうえ発展途と上じようの身体が大好きなロリータコンプレックスとか思われている。これはもう間違いなく罵ば倒とうされる。汚お物ぶつを見るような目で見下ろされ、地面に這はい蹲つくばらされて足あし蹴げにされ、こういうのが好きなんでしょこの変態糞くそ豚ぶたペドフィリアと罵ののしられるに違いないああでもそれもしかしたら今とそんなに変わらないかもしれない。そんな思考が一瞬で士道の脳内を駆かけ巡めぐる。

　だけれど数すう瞬しゆん経たっても、鋭するどいパンチも、口くち汚ぎたない差別用語も飛んでこなかった。

　不思議に思って顔の位置を戻し、目をやると、何やら琴里は頬ほおを赤くしながら顔を小さくうつむけていた。

「……ふーん。……そうなんだ」

　なんて呟つぶやきながら、水着に覆われた慎つつましやかな乳ち房ぶさを、手で軽く触ったりしている。

「琴里？」

「……っ」
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　士道が名を呼ぶと琴里はビクッと肩を揺ゆらし、士道の鳩尾みぞおちに裏うら拳けんを叩たたき込んできた。

「くお……ッ!?」

「……ふんっ！　くおだって。死の教師でもあるまいし」

　言って顔を逸そらし、十香と四糸乃を引き連れて、すたすたと先に歩いていってしまう。

「ぬ？　シドーはどうしたのだ？」

「なん、か……痛そう、です……」

「ふん、気にしなくていいわよ。どうせ持病の偶ぐう発はつ性鳩尾ズキズキ症しよう候こう群ぐんか何かでしょ。近づいちゃ駄だ目めよ。伝う染つされるわ」

　心配そうに言う十香と四糸乃の肩に手を置き、琴里が先へと促うながす。

「あ、あんにゃろ……」

　未だ鈍にぶく痛む腹を押さえながら姿勢を戻し、琴里たちの背を追おうとする。と、そこで〈フラクシナス〉からの通信が士道の鼓こ膜まくを震ふるわせた。

『……シン、ストップだ。既すでにそちらには、〈ラタトスク〉の機関員が多数紛まぎれ込んでいる。試しに少し、仕し掛かけてみようじゃないか』

「仕掛ける……っていうと」

『……そうだね、まずはオーソドックスに、ナンパ集団に絡からまれたところにヒーローが颯さつ爽そうと登場、パターンなんてどうだろう』

「大だい丈じよう夫ぶですか、それ。なんか俺が出るまでもなく返り討ちに遭あいそうな気が……」

　士道が不安げにそう言うと、今度は神無月が自信満々といった調子で返してきた。

『大丈夫ですよ。女の子はどんなに気き丈じように振ふる舞まっていても、心のどこかで白馬に乗った王子様を待っているものなんです。私もよくわかります』

「神無月さん男じゃないですか」

『たまに女装しますので』

「…………」

　何やら妙みようなカミングアウトを耳にした気がしたが、士道は聞かなかったことにして琴里たちの方に向き直った。三人は既に浮うき輪やビーチボートが並んだカウンターの前におり、貸し出し手続きをしているようだった。

『……さ、今から変装した機関員を向かわせる。シンは格好良くそれを追おい払はらってくれ』

「あ、ちょっと──」

　士道の言葉を待たず、令音の声が聞こえなくなる。するとそれと同時に、レンタル手続きを完かん了りようしたらしい琴里たちに、三人の男たちが近付いていった。脱だつ色しよくされた髪かみに小麦色に焼かれた肌はだ。見るからに遊び慣れていそうな容よう貌ぼうの集団である。

　男たちはにこやかに手を振りながら、琴里たちに声をかけた。

「こんにちはー。ねえねえ君たち、どこから来たの？」

「三人だけ？　もったいないなあ」

「もしよかったら、ちょっと俺たちと遊ばない？」

　なんて、古代の文ぶん献けんにでも出てきそうな典型的なナンパ文句を並べ立てる。

「む。なんだ貴様等ら」

「……っ、そ、の……」

　そんな男たちの登場に、十香が不ふ審しんそうに眉まゆをひそめ、四糸乃は十香の陰かげに身を隠かくした。

　まあ、急に見知らぬ人に声をかけられれば、そんな反応をするのが普ふ通つうだろう。むしろ琴里のように、冷めた目でジーッと男たちの顔を見ている方が珍めずらしい。

『……さ、シン。出番だ』

「は、はあ……」

　と、令音が言ったところで、一人の男が笑みを浮かべながら琴里の手首を掴つかんだ。

「ほら、ね？　いいじゃんちょっとくらい。きっと楽しいよ？」

　なんて言いながら、ぐいとその手を引っ張る。見やると、別の男が、手を士道の方に回し、ちょいちょいと手招きをしていた。早く止めに来いということだろう。

「っ、仕方ない、行くか」

　士道は鳩尾をもう一さすりしてから足を踏ふみ出した。

「おい、悪いけどそいつらは──」

　が、そこで。

「──淡あわ島しま文ふみ雄お三等執しつ務む官」

　琴里が自分の手を掴んだ男の顔を見ながらそう言った。

「え──」

　男が、ビクッと肩を揺らす。しかし琴里はさして得意げな顔も見せず、残る男たちの方に順じゆん繰ぐりに視線を這わせていった。

「同じく手て代しろ木ぎ良よし治はる三等官、川かわ西にし孝たか史し三等官。──ん、悪くない変装よ。及きゆう第だい点を上げるわ。ただ台詞せりふがイマイチね。台本は誰だれ？」

　琴里が半眼を作りながら言うと、男たちが顔中に汗あせをびっしり浮かべて後ずさった。

「な、なんで俺たちみたいな末まつ端たんの──」

「末端？　何それ。〈ラタトスク〉に在ざい籍せきして私の部隊にいる以上、それは家族も同然よ。子供の顔を忘れる親がいてたまるものですか」

『……っ!!』

　琴里の言葉に、男たちはその場に膝ひざをつき、熱い涙なみだを流し始めた。

『し、司令……っ』

「暑苦しいわね。下がりなさい」

『はっ！』

　琴里が手をひらひら動かすと、三人は先ほどまでのいい加減そうな様子からは考えられないくらい綺き麗れいな敬礼をして、もと来た方向に戻もどっていった。

　十香と四糸乃が、不思議そうに首を傾げる。

「むう。何だったのだ、今のは」

「琴里さん……すごい、です」

　琴里は気にしないで、と言うように小さく首を振った。

「……え、ええと」

　困ってしまったのは士道である。気まずげに頬をかく。

　返り討ちとかそういう以前の問題だった。だが考えてみれば道理である。他の精せい霊れいたちならばまだしも、〈ラタトスク〉の機関員を仕掛け人に使うこの方法が、琴里に通じるはずがない。インカムを小こ突づき、〈フラクシナス〉に抗こう議ぎじみた声を上げる。

「……全然駄目じゃないですか」

『……直接顔を合わせたことのない機関員を用意し、特とく殊しゆメイクも施ほどこしていたのだが』

　しかし令音は、士道の言葉に構わず感心したようにうなるだけだった。

「そ、それはまあ、凄すごいですけど。でも、どうするんですか？　もう機関員を使っての作戦は効果がないってことですよね？」

『……そうなるかな。少し琴里を舐なめすぎていたかもしれないね』

「じ、じゃあ一体──」

「そんなにわかりやすく通信をするもんじゃないわよ、士道」

　不意に響ひびいた琴里の声に、士道はビクッと肩かたを揺らした。いつの間にか、目の前に腰こしに手を当てた琴里が立っている。

「あ、いや……」

　しどろもどろになりながら琴里に向き直る。どうやら、よほどあからさまにインカムを押さえて令音と話してしまっていたらしい。

「まったく……私だからいいものの、他の精霊に指し摘てきされたらどうするつもりなの？」

「ぐ……」

　琴里が呆あきれたように肩をすくめてくる。悔くやしいが、何も言い返せなかった。

　だが、無言でいるのも上う手まくない。士道はどうにか話題を変えようと首を振った。

「と、ところで……十香と四糸乃は」

「ん」

　琴里が短く言ってあごをしゃくってみせる。そちらには、先ほど借りてきた浮き輪わを装着し、プールにぷかぷかと浮いた二人の姿があった。

「おお、凄いぞ！　見てくれシドー！　沈しずまないぞ！」

「……！　……！」

　十香が楽しそうに声を上げ、四糸乃もまた、興奮気味にうなずいている。なんだかんだで二人とも、初めてのプールを楽しんでいるようだった。

　だが、今日の目的はそちらではない。肝かん心じんの琴里は、未だつまらなさそうにチュッパチャプスの棒をぴこぴこと動かしているのみだった。そういえば、まだプールに入ってすらいない気がする。泳げないなんてことはなかったはずなのだが。

『……シン、そうしているのも何だ、琴里を誘さそってみたまえ』

　と、そこに令音の声が聞こえてきた。







　琴里の姿がバストアップで映し出された〈フラクシナス〉艦かん橋きようのメインモニタに、再びウインドウが展開される。


　①ウォータースライダーで一いつ緒しよにスプラッシュ！　後ろからギュッと抱だきしめよう！

　②温泉エリアでリフレッシュ！　疑似混浴でドキドキ！

　③流れるプールに揺られよう！　俺がボートに、俺がボートになるから！


「ふむ。では皆みなさん、選せん択たくを！」

　神無月が高らかに叫さけぶ。それと同時にクルーたちが手元のボタンをプッシュした。

　すぐに画面に結果が表示される。最も多いのは①。続いて②。③には票が入っていない。

　……なんだかどこかで見たことのある結果に、クルーたちが顔を曇くもらせた。

　しかしそんな様子に気付く素そ振ぶりもなく、神無月が悠ゆう然ぜんとうなずく。

「なるほど、ウォータースライダーですか」

「ええ……まあ妥だ当とうでしょう。せっかくオーシャンパークに来たのですから、看板アトラクションに挑いどまない手はありません」

「温泉エリアも確かに目玉ではありますが、若者が来てそうそう向かうような場所ではありませんしね」

「③は駄だ目めですよ副司令、③だけは」

　クルーが念を押すように神無月に視線を注ぐ。神無月ははははと笑った。

「いやだな皆さん。如い何かに裁量権が与あたえられているとはいえ、私がそんな無む謀ぼうな独断を何度もするはずがないじゃあないですか」

　言いながら、マイクを口に近づける。

「士道くん、③です。流れるプールに行き、士道くんが司令のボートとなって──」

「ちょわッ！」

　そこで、艦橋下段からクルーが二名飛び出し、その身体からだをマイクから引ひき剥はがした。

「な、何をするのですか、あなたたち！」

「村むら雨さめ解かい析せき官！　今です！」

　神無月を取り押さえながら、クルーの一人がのどを震ふるわせる。

「……ん？　ああ」

　その呼び声に応こたえ、令音は頬ほおをぽりぽりとかいてからマイクのスイッチを入れた。

「……聞こえるかい。①だ。琴里と一緒にウォータースライダーを滑すべってきたまえ」

『わかりました。……ていうか、何かあったんですか？　妙みように騒さわがしい気が……』

　艦長席のある艦橋上部では、未だ神無月が「士道くん！　ボートに！　司令のボートに！　仰あお向むけで！」とか叫びを上げていたが、令音はとりあえず無視して言葉を続けた。

「……気にしないでくれ。とにかく、スライダーだ。必ず一緒に滑るんだよ？」

『は、はあ……』

　士道は何だか腑ふに落ちないといった様子を漂ただよわせながらも首しゆ肯こうした。

　その返事を聞き届けてから、マイクのスイッチを切る。それを見て、神無月を取り押さえていたクルーたちもようやく手の力を緩ゆるめた。

「まったく……何をするんですか、あなたたちは！　せっかくのチャンスを！　ていうかあなたたち、上官に暴行を働いて作戦を邪じや魔まするだなんて、重大な規定違い反はんですよ！」

　神無月が言うと、もう一人のクルーが半眼を作りながら口を開いた。

「……林りん堂どう医務官が健康上の問題ありと判断した場合、もしくは村雨解析官を含ふくむ機関員の三分の二以上が指揮能力なしと判断した場合、指揮権を剥はく奪だつできるんですよ？」

「う……っ」

　神無月は眉まゆを歪ゆがめて艦橋を見み渡わたした。皆みんながじとーっとした視線で神無月の方を見ている。

　こほんと咳せき払ばらいをし、頬に汗を滲にじませながら神無月が続ける。

「……オーケイ、今の行こう為いは不問にしておきましょう。さ、作戦を続けましょう」

「副司令に指揮能力がないと思う人は手元のボタンを──」

「不問にするって言ったじゃないですかぁ！」

　神無月が泣きつき、とりあえず処分は保留にされた。







　何やら騒がしい〈フラクシナス〉から指示を受け、士道はちらと琴里に視線をやった。

「な、なあ、琴里」

「何よ」

　ぶっきらぼうな調子で、視線を動かすこともなく、そう返してくる。

　思わず詰つまりかけるが……どうにか挫くじけずに言葉を続ける。

「や……せっかくだし、ちょっとは遊ぼうぜ」

　士道が言うと、琴里は半眼を作り、ようやく値ね踏ぶみするように士道の目を見てきた。

「ふうん、何で遊ぶの？」

「ん、ウォータースライダーなんてどうだ？」

　言って、ドーム内に聳そびえる巨きよ大だいな岩山を指さす。その頂上から長い滑り台が延のびており、時折絶ぜつ叫きようと水流とともに、水着姿の客たちが凄すさまじい勢いでプールに滑り落ちていく。

　琴里は士道の指の先をしばらく眺ながめていたが、ふうと息を吐はくと身体の向きを変えた。

「ベタな気はするけど……まあ、妥当なところかしらね。いいわ、行きましょう」

　なんとも冷めたことを言いながら、足をスライダーの方に向ける。デートを楽しむ女の子というよりも、完全にそれを見守る司令官といった感だった。

　と、そんな士道と琴里の様子に気付いたのか、プールでぷかぷか浮ういていた十香と四糸乃が、こちらに視線を寄よ越こしてくる。

「シドー、琴里。どこかに行くのか？」

「え？　ああ……ちょっとウォータースライダーでも滑ってこようかと」

「うぉーたーすらいだー」

　十香が目を丸くしながら首を傾かしげる。士道は苦笑してもう一度指を岩山の方に向けた。

「ああ、あれのことだよ」

「おお……！　人が流れてくるぞ！」

　十香は目を輝かがやかせると、浮き輪を腹部に填はめたままプールから上がってきた。

「私も、私も行きたいぞ！」

「え、ええっ!?」

　士道は裏返った声を発した。それはそうだ。どうにか琴里の好感度を上げるために二人で遊ぼうとしているのに、十香に参加されてはまたややこしいことになってしまう。

「ぬ……駄目なのか？」

　十香が士道のリアクションを見てか、しょんぼりと肩を落とす。もし頭に耳、臀でん部ぶに尻しつ尾ぽが生えていたなら、その両方がぺたんと垂れ下がっていたことだろう。

　さすがに心が痛む。だが、ここはきっぱりと断らねば……

『……シン、構わない。十香も連れていってあげたまえ』

　が、不意に右耳に令音の声が響いてきて、士道は言葉を発するのを止めた。

「令音さん？　いいんですか？」

『……ああ。むしろ好都合さ。たぶん、ね』

「え……？」

『……いや。まあとにかく、遊びたがっている十香を抑よく制せいしてしまうのもよくない』

「わ、わかりました」

　令音が言うのだ。何か考えがあるのだろう。士道は十香に向き直った。

「ん、わかったよ。一緒に行くか、十香」

「！　おお、いいのか!?」

　十香が表情を一変させ、パァっと輝かせた。背後で琴里が小さく舌打ちをした気がしないでもなかったが、気のせいと信じて言葉を続ける。

「あ、ああ。でもその浮き輪は置いていかないとな」

　と、士道が首を回したところで、プールから四糸乃の声が聞こえてきた。

「士道、さん。よかったら……私が持ってましょう……か」

「え？　いいのか？」

　士道は意外そうな調子を声に滲ませながら言った。てっきり、四糸乃も十香と同じようにウォータースライダーで遊びたがるかと思っていたのだ。

　そんな士道の考えを察したのだろうか、四糸乃は軽く顔を青ざめさせながら首を振ふった。

「あれは……怖こわいです。また……よしのんが、流されちゃいます……」

「ああ……そうか」

　士道は後頭部をかきながら苦笑した。どうやら、先ほどの一件が軽いトラウマになっているらしかった。

「だから……私は、よしのんと……待ってます」

「そっか。じゃあ十香の浮き輪もお願いできるか？」

「はい……任せてください」

　四糸乃が言うと、十香がお腹に装着していた浮き輪を掴つかんで、ぐっと引っ張り上げる。だが当然というか何というか、浮き輪に胸が引っかかり、上う手まく外れないようだった。

「ぬ、なんだこれは。取れんぞ」

　言いながら、十香がさらに力を入れる。すると浮き輪が十香の胸を豪ごう快かいに押し上げ、一緒に十香が着ている水着も上部に引っ張られていった。柔やわらかそうな乳ち房ぶさが浮き輪の下から微かすかに覗のぞく。士道は慌あわてて声を上げて制止した。

「ちょッ、十香！　ストップストップ！　それは下にやるんだよ！」

「ぬ？」

　言われてようやくそれに気付いたらしい。十香が、浮き輪を下に引っ張る。すると浮き輪はすんなりと足元に落ちた。

「おお！　すごいぞシドー、なぜわかったのだ？」

「いや……まあ、うん」

　士道が頬をかきながら言葉を濁にごすが、十香は気にせず、それを四糸乃に手て渡わたした。

「では、頼たのむぞ四糸乃」

「はい」

　四糸乃が首肯し、浮き輪を受け取る。士道はスライダーの方に足を向けた。

　と──そこでようやく、琴里が苛いら立だたしげに腕うで組ぐみしながら、足先をトン、トン、と地面に打ち付けているのに気付いた。

「こ、琴里……」

「相手を待たせるのはどんなときでもＮＧよ。訓練だったら即そつ刻こく罰ばつゲームね」

　士道が肩かたをすぼませると、琴里はフンと息を吐き、のしのしとスライダーの方に歩いていってしまった。慌ててあとを追う。

「十香！　行くぞ！」

「うむ！」

　すぐに階段を上り終え、岩山の頂上にたどり着く。スライダーの滑り口に係員がおり、客を順に水の流れに乗せていっていた。

　幸い並んでいる人数は少ない。すぐに士道たちの番が回ってきた。

　士道は係員の指示に従い、縁ふちに手をつきながらスライダーの水流の上に腰こしを落ち着けた。

『……シン、さっきも言ったが、二人で滑らなければ意味がないよ』

　右耳に令音の注意が聞こえてくる。士道は了りよう解かいの印としてインカムを軽く小こ突づくと、ちゃぷちゃぷと自分の前を手で叩たたいた。

「ほら琴里、一いつ緒しよに滑ろうぜ」

「え──っ」

　士道の提案に、琴里は一いつ瞬しゆん目を見開いたが……すぐに咳払いをして視線を逸そらす。

「い、いいわよ。ちっちゃな子じゃあるまいし」

「そんなこと言うなって。いいじゃないかたまには。な？」

「ぐ……いいって言ってるでしょ！」

　琴里が再び腕組みをし、つん！　と顔を背そむける。

　……まずいかもしれない。拗すねてしまった琴里はもう何を言っても聞かないのである。

　と、

「なんだ琴里、行かないのか？　ならば私がシドーと一緒に滑るぞ！」

　後方から十香の声がしたかと思うと、急に士道の背中に柔らかい感かん触しよくが押し付けられた。

「と、十香!?」

「うむ、さあ行くぞシドー！」

　十香が無む邪じや気きに笑いながら、身体からだをぎゅうと士道に押し付けてくる。きっと本人としては水上での安定感を高めようとしているだけなのだろうが……彼女の胸元には無む慈じ悲ひな大量破は壊かい兵器が二つも搭とう載さいされているわけで、なんというか、士道は困ってしまうのだった。

「？　なんだシドー、行かないのか？」

「い、いや……その、なんていうか」

　顔が熱くなるのが自覚できる。士道が焦しよう点てんの定まらない目をしながら言うと、十香が顔を見取ろうとしてかさらに身体を前に回してきて、士道の背中が大空くう襲しゆうに見み舞まわれる。

「…………む」

　ついでに、側に立った琴里が、そんな士道の様子を見てジッと視線を落としてきていた。盛大にしわの刻まれた眉まゆ根ね。への字に結ばれた唇くちびる。よく考えなくてもわかる。こんなことで狼狽うろたえる士道を腹立たしく思っているのだろう。

　だが次の瞬しゆん間かん、思いも寄らぬことが起こった。

「──え？」

　琴里が足を一歩踏ふみ出し、士道の足の間に収まるように、前に座ってきたのである。

「琴里？」

「な、何よ。文句あるの？」

「いや……ないけど……」

　士道が狼ろう狽ばいを滲にじませながらのどを震ふるわせると、右耳に小さな令音の声が響ひびいてきた。

『……よし。よくやってくれた、十香』

「え？」

『……いや、デートといっても、琴里が素直にはしゃぐとは思えなかったものでね』

「っ、令音さん、まさか、そのために──」

　言いかけたところで、言葉を止める。理由は単純なものだった。琴里の参戦に盛り上がった十香が、一層身体を密着させてきたのである。

「おお、琴里も来たか！　よし、では三人で出発だ！」

　十香が言うたびに、首筋に甘い息が吹ふきかかり、士道の身体から力を奪うばっていく。胸元だけではない。お腹も、腕うでも、足も、あらゆる箇か所しよがぷにぷにで柔らかく、触ふれているだけで脳が耳から流れ落ちそうになる。

「や、と、十香……もうちょっと離はなれて……」

「むむ……」

　すると首を回してそんな様子を見ていた琴里が、なぜか悔くやしそうに歯を噛かみしめ、不安定な水上でぐるりと体勢を変えてきた。

「お、おい、琴里……？」

　士道の声もきかず、琴里は士道と向かい合うと、その身体にがっしとしがみついてきた。ちょうど、木にしがみつくコアラのような感じである。昔はお風ふ呂ろだって一緒に入っていたし抱だっこくらい日常的にしていたというのに、なぜだろうか、変にドキドキした。

　と、十香が琴里のスタイルチェンジに興奮した様子で声を発してくる。

「琴里め、本気だな!?　よし、では私も本気で行かせてもらおう……ッ！」

　言って十香はスライダーの縁を掴むと、三人分の体重を一気に水の流れに乗せた。

「うわッ!?」
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「ひゃ……っ！」

　士道と琴里が、予想外の衝しよう撃げきに悲鳴を上げる。

　ただでさえ係員に怒おこられそうな姿勢であるうえ、十香のカタパルトつきである。力の大部分を封ふう印いんされているとはいえ、十香の筋力は通常の人間よりも遥はるかに強い。そんなパワーで強制的に、しかも不意を突つかれる形でスタートダッシュを決められたのだ。凄すさまじい加速度に、士道は思わず目を回してしまいそうになった。

「うッ、わぁぁぁぁぁぁっ！」

「……！　……！」

「あはははははははははははははははははははっ！」

　コースアウトすれすれの軌き道どうを描えがきながら、三人の塊かたまりが悲鳴を、声にならない声を、そして笑いを残してスライダーを滑り降おりていく。

　だが──コースの途と中ちゆう。もっとも鋭えい角かくのカーブに差し掛かかったところで、勢いのつきすぎた三人の身体はコースを外れ、ぽーん、と宙に投げ出された。

「ひ……ッ!?」

「…………っ」

「おお！　飛んだぞ！」

　十香の楽しげな声が鼓こ膜まくに伝わる中、士道は全身を包む浮ふ遊ゆう感かんが消えるのを感じ──そのまま直下のプールに落下した。

　凄まじい水しぶきが上がり、プールに波を起こす。

「──っぷはぁ！　あはははは！　シドー！　面白いなこれは！」

　いち早く水面から顔を出した十香が、快活に笑う。

　しかし士道はそれどころではなかった。なぜか身体が重く、上う手まく水面に身体を起こせないのである。

「んん……ッ！」

　ぐっと足に力を入れて立ち上がり……士道はその理由に気付いた。

「ぇ……っ、ぇ……っ」

　小さな嗚お咽えつのようなものを漏もらし、小刻みに肩を揺ゆらしながら、琴里が最初の状態のまま、士道の身体にがっしりとしがみついたままだったのである。よく見ると、その髪かみを二つに括くくっていたリボンが解ほどけてしまっていた。

「琴里……大だい丈じよう夫ぶか？」

「お、おにーちゃぁ……」

　琴里が、鼻の詰つまったような声で言いながら、士道の顔を見上げてくる。その顔に、士道は目を丸くした。

「おまえ、もしかして泣いて──」

「……！」

　士道が言いかけると、琴里はバッと手を離し、士道に背を向けた。

「リボン……リボンとって……！」

「リボン？」

　言われて左右に首を振ふると、水面に解けた黒のリボンが二つ浮ういているのを見つけた。それを回収し、琴里に手て渡わたす。すると琴里は、リボンを握にぎってその場に身を沈しずめた。

　そしてぶくぶく……と泡あわを発してから、数秒後。

「……まったく、無茶をするわね」

　再び水上に姿を現した琴里は、完全無欠の司令官様に戻もどっていた。

　……ただ、鼻と目がちょっとだけ赤かった。

「…………」

「……何よ」

　琴里が、半眼で見返してくる。士道は頬ほおをかきながら黒のリボンに目をやった。

　それは、前々から気になっていたことだった。四月一〇日。士道が精せい霊れいの存在を知ってから、司令官モードの琴里が顔を出すようになったのだが……果たしてどちらが本当の琴里で、一体どういったいきさつでこんなにも正反対の性格を生成してしまったのだろうか。

　白いリボンが、無邪気な琴里で。黒いリボンが、強気で不ふ遜そんな司令官。

　多重人格などではなく、完かん璧ぺきなまでのマインドセットによるものだそうだが──

「……なあ、琴里。今日は、なんで黒いリボンにしたんだ？」

　士道は、不意に琴里に言葉を投げていた。

「何よ、これじゃあ不服なの？」

「や、まあ……そういうわけじゃないんだが」

　本当はそういうわけも幾いく分ぶんか入っているのだが、そんなことを言うわけにもいかない。視線を泳がせながら言葉を濁にごす。琴里は少しだけあごを引きながら続けてきた。

「……駄だ目めなの。白の私は、弱い私だから。黒の、強い私じゃないと、今は、駄目なの」

「え？」

　琴里の言ったことが今ひとつ理解できず、眉まゆをひそめる。

「なんだ、弱いとか、強いとかって」

「別に。わからないならいいわ」

「な、なんだよ……」

　士道が眉根を寄せて呟つぶやくように言うと、琴里はプイと視線を逸らしてしまった。

『……いいところまでいったと思ったんだが、最後の最後で素直になってくれないね』

　と、不意にインカムから声が聞こえてくる。

『……そうだな。もう一揺さぶりかけてみようか』

「もう一揺さぶり……って。もうスライダーはゴメンですよ……」

『……ん、心配しなくていい。君は黙だまってそこにいればいいよ』

「？　それって、どういう……」

　と、士道が眉根を寄せていると、空中分解した十香が士道と琴里の方に寄ってきた。

「シドー、琴里、もう一回行かないか？」

　よほどお気に召めしたのだろう、無む邪じや気きな顔で言ってくる。

「や……お、俺は遠えん慮りよしておくよ」

「……私も」

　士道と琴里が首を横に振ると、十香がつまらなさそうにぶー、と唇を尖とがらせた。

「なぜだ？　あんなに面白いのに……」

　と、十香が言いかけたところで、十香の背後に浮き輪わを装着した小さな女の子が二人、バタバタと足を動かしながら泳いできた。そしてちょうど十香の背後を通った瞬間──

「──え？」

　どうやら女の子の一人がすれ違ちがい様ざまに十香の水着の紐ひもを引っ張ったらしい。十香の水着のブラ部分がはらり、と水面に落ちる。士道は目を点にした。

「……？」

　一いつ拍ぱくおいて十香もそれに気付いたのだろう。ゆっくりと視線を下にやり──

「────ッ!?」

　声にならない悲鳴を上げ、胸元を両手で覆おおい隠かくし、首まで水にざぶんと浸つかった。

「し、シドー！　み、みみみみみみ見たか!?」

「み、見てねえ！　見てねえよ！」

「ほ、本当か!?」

「本当だって！」

　士道が必死に潔白を訴うつたえると、十香は鼻の頭までを水に浸け、頬を真っ赤にしながらぶくぶくーと泡を吐はいたのち、水面に浮いた水着を回収して、水中で装着しなおしていった。

　ほうと安あん堵どの息を吐く。本当はちょびっと、ちょびっとだけ見えてしまったのだが、そんなことを馬ば鹿か正直に言うほど士道は命知らずではない。

　だが、真の脅きよう威いはそれだけではなかった。

「……士道」

　背後から静かな怒いかりを湛たたえた声こわ音ねが響いてきて、士道はビクッと肩かたを震わせた。

「こ、琴……里？」

「……膨ふくらみかけの方が好きって言ったくせに」

「え──？」

　意外な言葉に士道がキョトンとした瞬しゆん間かん、世界を狙ねらえる右拳こぶしが、士道の鳩尾みぞおちに炸さく裂れつした。

「おぉが……っ」

「ふん、おーがだって。地上最強ね」

　琴里は血を払はらうように右手をビッと振ると、その場をあとにした。

　士道が腹の痛みに身を捩よじっていると、令音が声を上げてくる。

『……む、今のは少し、違ったかな？』

「……あの十香の後ろ通った……女の子たち……まさかあれも〈ラタトスク〉の……？」

『……いや、機関員だと気付かれてしまう。つい先ほど、金のエンゼルで買収した』

「…………」

　士道は目の前に金のエンゼルが舞まう錯さつ覚かくを見ながら、ぷかー、と水面に身体からだを浮かせた。




　　　　◇




　時刻は二時一〇分。士道たち一行は、オーシャンパークにあるフードコートで、遅おそめの昼食を摂とっていた。士道、十香、四糸乃、そして琴里の四人が着いた白いプラスチック製のテーブルの上に、クラブハウスサンドの並べられた大皿と飲み物の入った紙コップが置かれている。少々多い気がしたが……まあ、十香がいれば余ることはないだろう。

「うむ、美う味まいなシドー！」

　十香がもっしゃもっしゃと豪ごう快かいにサンドイッチを咀そ嚼しやくし、満面の笑みを浮かべる。いつものことではあるが、何とも美お味いしそうに食事を摂る少女である。対してその正面に座った四糸乃は、小さな口で少しずつサンドイッチを齧かじり、こくんとうなずいた。

「美味しい……です」

「そ、そうか……そりゃあよかった」

　そんな二人の様子を見ながら、士道は乾かわいた笑みを浮かべた。別に二人がどうというわけではない。むしろ、喜んでご飯を食べてくれて嬉うれしいくらいだ。

　だが、そんな十香や四糸乃のほのぼのした姿で和なごんだ心を一いつ瞬しゆんで緊きん張ちようさせるような懸けん案あん事じ項こうが、士道にはあったのである。

　単純な理由。士道の真向かいに座り、つまらなさそうに手と足を組んだ琴里の存在だ。

　注文が気に入らなかったのだろうか、先ほどから、まったくサンドイッチに手を付けていない。たまに思い出したように飲み物のストローに口を付けるくらいで、ほとんど言葉も発していなかった。見るからに不ふ機き嫌げんな様子である。

「……むう」

　士道は誰だれにも聞こえないくらい小さなうなり声を発した。

　オーシャンパークに来てから三時間以上。〈ラタトスク〉のサポートを借りて様々なアプローチを試みたものの、目に見えた効果は上がっていないのだった。

　──事前に対策が立てられる分、他の精霊に比べて御ぎよしやすい？

　士道は心中でそんな言葉に首を振った。これのどこが御しやすいものか。確かにこちらの思惑おもわくを知っている分、今までの精霊よりも安全性は高いかもしれない。だがその分、攻こう略りやくの難易度は異常に高い。五河琴里は間ま違ちがいなく、最大の強敵であった。

「……令音さん。琴里の機き嫌げんと好感度の数値ってどうなってますかね」

　さりげなく口元を隠し、声をひそめながら、インカムを通して〈フラクシナス〉の令音に問いかける。すると数秒後、右耳の鼓こ膜まくに眠ねむたげな声が響ひびいてきた。

『……ん。目立った下降はしていないが……上じよう昇しようもしていないね。グラフにしてみるとよくわかる。ずっと、全くの平へい坦たんだ』

　それを聞いて、小さくうなる。上昇がないのは予想していたが、下降もしてないとは。

　つまり琴里は、完全に冷め切っている。〈ラタトスク〉の指示が透すけて見えるからだろうか、それともやはり、相手が兄だからだろうか。

「…………」

　そしてそのまま数秒間、なんとも気まずい無言の時間が流れる。

『士道くん。黙っているのは上手くありません。何でもよいので会話を』

「っ、あ、ああ……はい」

　神無月に言われ、士道はぴくりと眉を動かした。確かにその通りである。間が持たないのは最悪だ。なんとか話題を求めて、辺りにぐるりと視線を巡めぐらせる。

　と──琴里がまたも飲み物に口を付け、それに咽むせたかのように数度咳せき込んだ。

「ッ、けほっ、けほっ……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶか、琴里」

「……ええ、少し気管に入っただけよ」

　言うと琴里は足を崩くずし、席を立った。そのまま、誰にも声をかけずに歩いていく。

「琴里……？　どこ行くんだ？」

「レディが席を立ったときに行き先を訊きくだなんて真ま似ね、私以外にしたら死ぬわよ」

「……肝きもに銘めいじるよ」

　士道はトイレの方に歩いていく琴里の背を見送ってから、はあと大きなため息を吐ついてテーブルに突つっ伏ぷした。

「シドー？」

「ああ……悪い。食事中だったな」

　不思議そうな十香の声に、顔を上げる。それと同時に、ぐぅとお腹が鳴った。琴里の姿が見えなくなったことで緊張の糸が切れたらしい。

　士道は皿のサンドイッチに手を伸のばすと、もぐもぐと咀嚼して飲み下した。なるほどこれはなかなか美味い。十香たちが気に入るのもわかる味だった。

「……ん？」

　と、士道は目をしばたたかせた。十香と四糸乃、ついでに『よしのん』までもが、ジッと士道の方を見つめて来ていたのである。

「な、なんだ？　どうしたんだ？」

「いや……いつものシドーに戻もどったと思ってな」

「え？」

　士道が目を丸くすると、今度は四糸乃と『よしのん』が口を開いてきた。

「琴里さん、と……喧けん嘩か、しました……か？」

『琴里ちゃんがいなくなった途と端たん気ー抜ぬけるんだもん。わっかりやすいなー士道くんは』

「え……そ、そんなにか？」

　士道が問うと、二人＋一いつ匹ぴきはうんうんとうなずいた。

「…………」

　頬ほおをかく。そこまで自覚はなかったが、よほど構えてしまっていたらしい。

　妹とデートをして、デレさせて……その力を封ふう印いんする。

　もとより途と方ほうもない気き恥はずかしさを伴ともなう上、相手は難なん攻こう不ふ落らくの〈ラタトスク〉司令官。

　そのプレッシャーは、予想以上に士道を緊張させていたようだった。

「や、別にそういうわけじゃ……」

『…………』

「う……」

　二人＋一匹の視線に射い竦すくめられ、士道は思わず席を立っていた。

「お、俺もちょっとトイレ行ってくる……」

「あ、シドー！」

　十香の呼び声を背後に浴びながら、士道はそそくさとその場から逃にげ出した。

　だいぶ離はなれてから、ようやくほうと息を吐く。

「……そっか、俺、そんなに緊張してたのか」

　言いながら頭をわしわしとかく。なんとも情けないことだった。

「令音さん……精神状態のモニタリングって、俺の方もやってるんですか？　もしやってたら数値教えて欲しいんですけど……」

　インカムに向かって問うが、なぜか言葉は返ってこなかった。

　すぐに、期待していたのとは別の声が聞こえてくる。

『ああ、士道くん。申し訳ありませんが、村雨解かい析せき官は少し席を外しています』

「あ、そうなんですか」

　どこに行ったんですか、と聞こうとした士道だったが、さすがに先ほど琴里に注意をされたばかりである。すんでのところで言葉を止める。

「あー……」

　士道はもう一度、両手で頭をかきむしった。

　トイレに行ってくると言った手前、すぐに戻るのも何である。別に催もよおしたわけではないが、冷水で顔を洗うくらいはできるだろう。士道はトイレの方へ歩いていった。

　と──その道中。士道は不意に足を止めた。

「ん……？」

　トイレの手前に並んだ自じ動どう販はん売ばい機き。その後ろから、物音が聞こえた気がしたのである。

　耳を凝こらしてみると、何やらひそひそと話すような声も聞こえてくる。別段気にするようなことでもなかったのだが──その声の中に、聞き慣れたものが混じっている気がした。

「なんだ……？」

　不ふ審しんに思い、足を向けてみる。するとまるで士道の行動を止めるように、右耳に神無月の声が響いてきた。

『士道くん、そこは──』

　だが、遅い。神無月が制止するより早く、士道はそこを覗のぞき込んでしまった。

「────」

　そして、言葉を失う。

　並んだ自販機の裏にできた、ポケットのような空間。賑にぎやかなプールエリアからさほど離れているわけでもないのに、喧けん噪そうから隔かく絶ぜつされた感さえ漂ただよう寂さびしい場所だった。

　そこに──二人の人間がいた。

　一人は、ビキニに白衣というプールには似つかわしくない格好でその場に膝ひざをつき、傍かたわらに黒い鞄かばんを携たずさえた、令音。そしてもう一人は──壁かべにもたれかかるようにして地面にへたり込み、苦しげに頭を押さえる琴里だった。

　士道は思わず一歩足を引き、身を隠かくしていた。

　あんなにも苦しそうな妹の姿を見てしまったのである。本当なら慌あわてて駆かけ寄よってもいいはずなのに──なぜだろうか、そうしてはいけない気がしたのだ。

「……大丈夫かい、琴里」

「ええ……なんとかね。でも、危なかったわ。──お願い」

　琴里が片かた腕うでを令音に差し出す。しかし令音は、躊躇ためらうように唇くちびるを噛かんだ。

「……今朝の時点でもう既すでに、通常の五〇倍もの量を投とう与よしているんだ。これ以上は命に関わる恐おそれがある」

「ふふ……精せい霊れい化した今の私なら、薬物程度で死にはしないわよ」

　令音が渋じゆう面めんを作る。しかし琴里は、荒あらい呼吸の合間を縫ぬうように口を開いた。

「……お願い。士道との……おにーちゃんとのデートなの」

「……っ」

　それを耳にして。士道は、息を詰つまらせた。

　今までの緊張なんて一笑に付されるくらい、心臓が早はや鐘がねのように鼓こ動どうのペースを速めていく。どく、どく。どく、どく。軋きしむように。痛いくらいに。

　口内に溜たまっていた唾だ液えきを飲み下すと、いつの間にか渇ききっていたのどがぱりぱりと悲鳴を上げた。指先が震ふるえる。足が震える。温度が一定に保たれた屋内で、全身が凍こごえるかのように微び細さいに震えていく。

　知っていたはずだった。聞いていたはずだった。覚かく悟ごしていたはずだった。

　霊力を完全に取とり戻した琴里が、押し寄せる破は壊かい衝しよう動どうと戦っていることを。

　司令官であるはずの琴里が、艦かん内ないの厳重な隔かく離りエリアに一人軟なん禁きんされている理由を。

　琴里がそれに耐たえきれるのが、今日の夜までという事実を。

　──士道は、教えられていたはずだったのだ。

「ぁ……」

　思わず、声が漏もれる。それは琴里たちに士道の存在が知れてしまうほど大きなものではなかったけれど──内部から自身の脳を叩たたくのには十分な音量だった。

　知っていた。聞いていた。覚悟していた。それなのに。

　士道の心の中には、確実に油断があったのだ。

　いつものごとく悠ゆう然ぜんと、いつものごとく傲ごう岸がんに、いつものごとく不敵に。

　士道を翻ほん弄ろうしてみせる黒いリボンの妹に、心のどこかで安心してしまっていたのだ。

「俺、は──」

　こんなにも強い琴里が、精霊の力などに呑のまれるはずがないと。

　もし仮にデレさせることができなくとも、きっとなんとかなるのだろうと。

　士道に言っていないだけで、何か手を隠しているのだろうと。

　何の根こん拠きよもなく、思ってしまっていたのだ……！

　悔かい恨こんに、羞しゆう恥ちに。自分を悔くい、恥はじる感情が、士道の心の中を侵しん食しよくしていく。

　そんな士道の思考を中断させたのは、琴里の悲痛なうめき声だった。両手で頭を押さえ、歯を食いしばるようにして頭痛に耐えながら、全身を細かく震わせる。

　数瞬のあと、琴里は目をうっすらと開け、令音に視線を向け直した。

「──ね、お願い。もしかしたら、これが最後かもしれないの。もし失敗したなら、今日で、私は私でなくなる。──その前に、おにーちゃんとのデートを、最後まで」

「…………」

　令音はしばしの間逡しゆん巡じゆんのようなものを見せたが……小さく息を吐はくと同時に、傍かたわらに置いていた鞄の口を開け、中から注射器を取り出した。

「……ありがとう。恩に着るわ」

「……いや。しかし、これが最後だよ」

　言いながら、令音が琴里の左ひだり腕うでを取り、注射針を刺さす。すると数瞬あと、琴里が大きく息を吐いた。段々と呼吸が落ち着いていき、顔色もよくなっていく。

「悪いわね。……助かったわ」

　言って琴里が立ち上がろうとし──再びその場に尻しり餅もちを突いてしまう。

「……無理はいけない。少し休むべきだ」

「大丈夫よ。早く戻らないと、デリカシーのない士道に要らぬ詮せん索さくをされちゃうわ」

「……駄だ目めだ。少し待っていたまえ。水を買ってくる」

「はいはい……わかったわよ」

　令音がその場に立ち上がり、こちらに歩いてくる。士道は、慌ててその場から離れようとしたが……そこで、令音と目が合ってしまった。

「……ぁ──」

　令音はピクリと眉まゆを動かすと、そのまま自然な動作で士道の肩かたを掴つかみ、自販機の表側に引っ張っていった。

　そして、士道に顔を近づけ、裏の琴里に聞こえないくらいに落とした声を響ひびかせてきた。

「……どのあたりから聞いていたんだい？」

「や……えと、多分、最初から」

　令音が無言になる。士道はごくりと唾液を飲み込んでから口を開いた。

「令音さん。なんでこんなところに。ていうかその格好……」

　水着に白衣という奇き抜ばつなスタイルに目をやりながら言うと、令音は至し極ごく当然といったように返してきた。

「……ここで軍服は目立つだろう？」

「…………」

　それも十分目立つと思ったのだが、追つい及きゆうするのはやめておいた。

　──今は、もっと気になることがあったのである。

「令音さん。琴里は……いつからあんな状態だったんですか？」

　士道が問うと、令音は数秒の間逡巡してから返してきた。

「……霊力を取り戻もどした瞬しゆん間かんからだ」

　令音の言葉に、士道は下した唇くちびるを噛んだ。

　予想できていなかったわけではない。だが、それがはっきりと明示されると、やはり動どう悸きは一層強く、速くなっていった。

「じゃあ、なんで」

「……琴里の希望だ。シンには話さないで欲しいと」
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「──っ」

　士道は息を詰まらせ、唇を引き結んだ。構わず、令音が続けてくる。

「……本当なら、今日がリミットということも明かさないで欲しいと言われたのだがね」

「なんで……そんな」

　士道が震える声で問うと、令音は息を吐いてから言ってきた。

「……君に、同情や憐れん憫びんでデートをして欲しくなかったんだろう」

「────」

　歯を噛みしめる。歯は茎ぐきから出血したのだろうか、わずかに血の味がした。

「……だから、頼たのむ。今のは見なかったことにしておいてくれ。──琴里のためにも」

「…………」

「……シン」

「……わかりました」

　士道は大きく深呼吸をすると、踵きびすを返して十香たちの待つフードコートへと舞まい戻った。

「おお、シドー。遅おそかったな」

　自分の分のサンドイッチを食べきったらしい十香が、ストローをずずっと吸ってから声を上げてくる。士道は答えず椅い子すに座ると、ジッと二人を見つめた。

「シドー？」

「どうか……しましたか？」

　二人の問いに、応と首しゆ肯こうする。

「……ん。実は今から、流れるプールのジャングルクルーズツアーが始まるらしいんだ」

　士道が言うと、十香は目をキラキラと輝かがやかせた。

「な、なんだそれは!?」

「大きなボートに乗って、エリア中を流れるプールをぐるりと一回りしてくる冒ぼう険けんコースらしい。四糸乃と一いつ緒しよに行ってきたらどうだ？」

「おお……行く！　行くぞ！」

　十香が手をブンブンと振ふり、声を上げる。が、すぐに首を傾かしげた。

「む……？　シドーは行かないのか？」

「ああ……俺はちょっと、琴里と用があるんだ」

「そうなのか？　なら私もそちらに……」

　と、そこで四糸乃が十香の手を取った。

「十香さん……私、クルーズに……行きたいです。一緒に行ってくれませんか……？」

「む？」

「お願いします……十香さんしかいないんです」

　四糸乃がそう言うと、十香はまんざらでもないといった顔を作って頬ほおをかいた。

「む、仕方ないな……ではシドー、私と四糸乃はそのジャングルなんとかに行ってくるぞ」

「おう、気を付けてな」

　士道が手を振ると、十香と四糸乃はそれに応こたえるように手を振り返し、士道の示した方向へと歩いていった。

　その際、四糸乃がふっと首を回し、「……がんばって、ください」と言った。







「……っと、少し時間をとりすぎたわね」

　琴里は小さくうめくように言うと、少し歩調を早めてフードコートに戻った。真っ直ぐに、士道たちのいるテーブルに向かっていく。

　だが、そこに至る前に、琴里は眉をひそめて首を傾げることになった。

　先ほど琴里が着いていた白い丸テーブル。そこにいたのが、士道一人だったのである。

「士道？」

　琴里が言うと、士道がゆっくりと振り向いてきた。

　……なんだろうか、先ほどまでと雰ふん囲い気きが違ちがう気がする。琴里が席を立つ前までは常に挙動不ふ審しんで落ち着きがなかったのに、今の士道は──そう、いつもの、白いリボンの琴里と過ごしているときのそれに近かった。

「あの二人は……」

「琴里。今すぐ着き替がえて、アミューズエリアに集合だ」

「……は？」

　一いつ瞬しゆん士道の言っている意味がわからず、首を傾げる。

　だが一いつ拍ぱくおいて、琴里は「ああ」と息を吐いた。

「ああ……〈フラクシナス〉から指示が出た？　こっちじゃ上う手まくいきそうにないから遊園地エリアに変へん更こうってこと？　ふん、まあ構わないけれど──」

　だが、琴里がそう言って肩をすくめた、そのとき。

「いいや」

　再び琴里の言葉を遮さえぎるように言って、士道が椅子から立ち上がる。そしてそのまま右耳に手を当て──

　そこに装着されていたインカムを外して、テーブルの上に放ったのである。

「……っ、士道？」

　意外に過ぎる行動に眉をひそめる。

　士道は、至し極ごく落ち着いた、しかし力強い意志の感じられる声で続けた。

「俺、実はプールより遊園地の方が好きなんだ」

「はあ……？」

　琴里がさらに眉み間けんのしわを増やしながら唇くちびるを尖とがらせる。

「何言ってるのよ、一体。ていうかそもそも十香と四糸乃は？　いくら今の攻こう略りやく対象が私だからって、あの二人の精神状態を不安定にさせたら精せい霊れいの力が逆流して大変なことになるわよ？　さっきの四糸乃を忘れたの？」

「忘れてなんかいねえよ。今あの二人はジャングルクルーズを楽しんでるさ。神無月さんたちにも連れん絡らくして、ちゃんと見ててもらってる。心配ない」

「……何の真ま似ね？」

　琴里は今ひとつ士道の意図が読めず、渋じゆう面めんを作りながら問うた。

　すると士道は琴里の手を取り、ニッと唇の端を上げてみせた。

「遊ぶんだよ。──久々の遊園地だ。楽しみで仕方ない。疲つかれて眠ねむっちまうまで遊びまくってやる。覚かく悟ごしとけよ、琴里」

「は、はあ……？」

　琴里は何が何だかわからぬまま、士道に手を引かれていった。








　第一〇章　五年前の復ふく讐しゆう者




　陸上自衛隊天てん宮ぐう駐ちゆう屯とん地ちのＣＲ－ユニット格納庫に作業服姿で足を踏ふみ入れた燎りよう子こは、庫内の騒そう然ぜんとした様子に怪け訝げんそうな声を発した。

「ちょっと、何かあったの？」

　近くにいた整備士に話しかける。整備士は慌あわてた様子で鬱うつ陶とうしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「何だよ、あとにしてくれ！　今それどころじゃ──て、隊長！」

　整備士がビッと敬礼を示してくる。燎子は小さく首を振って言葉を続けた。

「敬礼はいいから。何があったのか教えてちょうだい」

「その……〈ホワイト・リコリス〉が、ありったけの弾だん薬やくと一緒に丸ごと無くなってるんです」

「なんですって!?」

　燎子は目を見開くと、顔を右方に向けた。

　整備士の言ったとおり、大型の討とう滅めつ兵装〈ホワイト・リコリス〉が安置されていた箇か所しよに、ぽっかりと穴が空いており、その周りを何人もの隊員や整備士が慌ただしく走り回っている。

「誰だれかが持ち出したっていうの……？」

「さ、さあ……詳くわしいことは私も」

　燎子は庫内の様子を見回した。──詳しく調べてみなければわからないが、他に変わった様子は見受けられない。扉とびらを破ったあとも、搬はん入にゆう車を動かした形けい跡せきすらなかった。

　要は犯人は、あの巨きよ大だいな兵装を、搬入車なしで動かしたということである。

　燎子はしばしの間押おし黙だまってから、再度整備士に話しかけた。

「──今、緊きん急きゆう着装デバイスの保管状じよう況きようはどうなってる？」

「緊急着装デバイス……ですか？　ちょっとお待ちください」

　言って、整備士が手に持っていた小型端たん末まつを弄いじり始める。

　緊急着装デバイスは、一時的に随意領域テリトリーを展開させ、一瞬でワイヤリングスーツを装着するための装置である。

　ＡＳＴ隊員がこれを使えば、正規の着装許可がなくとも魔術師ウイザードの力を得ることができる。

　ゆえにその管理はパーソナルコードによって行われ、誰がいつデバイスを持ち出し、いつ着装を行ったかが、自動的にデータベースに記録されるようになっているのである。

　これは、一つの可能性であり、小さな疑念に過ぎなかった。

　だが──〈ホワイト・リコリス〉クラスの巨大な装備を搬入車を使わずに一瞬のうちに移動させることができるのは、随意領域テリトリーを展開した魔術師ウイザードくらいしか思い当たらなかったのだ。

　心の中で、該がい当とうコードが出ないことを祈いのりながら、整備士の言葉を待つ。

　──だが。端末からピー、という高い音が発されると同時、整備士が声を詰つまらせた。

「隊長、ひ、一人、デバイスを携けい行こうしている隊員がいます」

「……っ、誰？」

　燎子が問うと、整備士は震ふるえる声を発してきた。

「と、鳶とび一いち折おり紙がみ一いつ曹そうです……」




　　　　◇




「よっしゃぁぁッ！　琴こと里り！　次は何に乗る!?」

　巨大フリーフォールを堪たん能のうした士し道どうは、琴里の手を引いたまま走り出した。

「ちょ……ちょっと待ちなさいよ！」

　髪かみが乱れに乱れた琴里が、声を上げながら足を踏ん張ばり、士道の進行を妨さまたげてくる。

「ん、どうした琴里」

「どうしたじゃないわよ……っ！　ちゃんと説明しなさい、説明を！」

　琴里が興奮した調子で叫さけびを上げてくる。

　まあそれも無理からぬことなのかもしれなかった。何しろ士道は着替えを終えた琴里をアミューズエリアに引っ張ってくるなり、有無を言わせず一番近くにあった絶ぜつ叫きよう系アトラクションに吶とつ喊かんしたのだから。

「説明？　しただろさっき。実は兄ちゃん遊園地大好きなのです」

「説明になってないわよッ！　そんな理由で私連れ回してるっての!?」

「ばっ、おまえ、そんな理由とか言うんじゃねえよ。男は高校生にもなるとな、遊園地なんてそうそう行けないんだぞ？　家族連れってのもなんとなく気き恥はずかしい。男友達だけってのももの悲しい。結局遊園地で生存が許されるのは、彼女持ちという特権階級だけなんだよ！　遊園地に来たくても来れない男子が、一体何万人いると思ってるんだ！」

　士道が高らかに訴うつたえると、琴里はキッと視線を鋭するどくした。

「知るかッ！　だいいち──」

　だが、言葉の途と中ちゆうで何かに気付いたようにハッとして、声を窄すぼませていく。

「か、かのじょ……」

　何やら小さな声でボソボソ呟つぶやきながら、顔を赤くする。

「ん？　どうした琴里。──あ、もしかしておまえ」

「！　な、なんでもないわよ！　気に──」

「フリーフォールが怖こわかったのか？　何だよ、先に言ってくれればいいのに」

　口元を押さえてプー、クスクスと笑うと、琴里が顔を真っ赤にして手を振ふり回してきた。

「いたたたっ、や、やめろって」

「るさいッ！　くぬっ、くぬッ！」

　士道はなんとかその攻こう勢せいから逃のがれると、今度はジェットコースターの搭とう乗じよう口を指さした。

「よし、琴里。今度はあれ乗ろうぜ」

「だから、人の話を聞きなさいよ！」

「あ、そうか。琴里の身長じゃ乗せてもらえないかー」

　士道がニヤニヤしながら言うと、琴里は顔を真っ赤にして再び突とつ撃げきしてきた。

「馬ば鹿かにすんじゃないわよ！　ジェットコースターの制限って一一〇センチとかじゃない！　さすがにそんなに小さくないっての！」

「ええー？　でも怖いんだろー？」

「舐なめるんじゃないわよ！　むしろ士道の方がおしっこ漏もらさないか心配ね！」

「何おう？　じゃあどっちが怖がるか勝負しようじゃねえか」

「望むところよ！」

　琴里は鼻息荒あらくうなずくと、士道とともに搭乗口に上っていった。

　琴里が「は……っ」と士道に乗せられたことに気付いたのは、ジェットコースターの安全バーが下がってきたときだった。







「うーむ……大だい丈じよう夫ぶでしょうかね、士道くんは」

　オーシャンパークの上空に浮ふ遊ゆうした〈フラクシナス〉の艦かん橋きようでは今、神かん無な月づきが落ち着かない様子で腕うで組ぐみしながら、靴くつ底ぞこで床ゆかを叩たたいていた。

「……いや、むしろ琴里に限っては、こちらの方がいいのかもしれない」

　と、艦橋下段に座った令れい音ねが、画面をジッと見ながら静かな声を発する。

「そうですかねえ」

「……ああ。シンもやるじゃないか。少し余計な気を回しすぎたかもしれないな」

　令音が小さくうなるように言うも、神無月は未だ不安が抜ぬけないといった様子で眉まゆを歪ゆがめながら、メインモニタに目をやっていた。

　と、士道と琴里がお化け屋や敷しきに入ったところで、神無月が「ああっ！」と声を発した。

　メインモニタには、暗くら闇やみの中を歩く二人の姿が映し出されていた。と、入り口からの光がまったく届かなくなったくらいのところで、士道が琴里に手を差し出す。

『ほら、琴里。手』

『は……はあ？　何言ってるのよ。子こ供ども扱あつかいしないでくれる？　それともなに？　もしかして怖いの、士道』

　言って、大げさに首を振ってみせる。普ふ段だんならば士道が黙ってしまうパターンである。

　しかし士道は大おお仰ぎようにうなずくと、弱々しく肩かたをすぼめてみせた。

『そう、実は怖くて仕方ないんだ。だから琴里、兄ちゃんの手を握にぎっててくれよう』

『な、何してんのよ気色悪い！』

『琴里ー』

『わ、わかったわよ……！　わかったから少し黙りなさいッ！』

　琴里が頭をくしゃくしゃとかき、一いつ瞬しゆん躊躇ためらいながらも士道の手を握る。そして少し恥はずかしそうに顔をうつむけた。なんとも微笑ほほえましい光景である。少なくとも、クルーたちは神無月が声を上げた理由がわからないでいるようだった。

「ど、どうしました、副司令」

「士道くん、せっかくのお化け屋敷だっていうのに、何てもったいないことを……！」

「え……？　ちゃんと手も繋つないでいるし、何も問題ないように見えますが……」

　艦橋下段のクルーが言うも、神無月はブンブンと首を横に振った。

「何を言っているんですか！　なぜ司令に抱だきつかないのですかぁぁッ！　合法的に司令の柔やわらかな肢し体たいを堪能でき、もしかしたらそのあとに固い靴くつの底で顔に跡あとを付けていただけるかもしれないのに……ッ!!」

『…………』

　クルーたちが、一いつ斉せいに頬ほおに汗あせを垂らした。

　と、お化け屋敷を抜けた士道たちが、今度はゴーカートの方に歩いていった。

　最初は別々の車に乗ろうとしていたのだが、士道がちょいちょい、と手招きをすると、琴里は少し恥ずかしそうに頬を染めながら、二人乗りの大きなカートに乗り込んだ。

「あ、ああ……！　士道くん、何てことを……！」

　そんな様子を見て、再び神無月が悲ひ愴そうに満ちた声を上げる。

「なぜ一いつ緒しよにカートに乗るのですか！　そこは司令だけをカートに乗せ、自分は足で走るべきでしょう！　サディスティックに微笑みながら迫せまる司令のカート！　次第に詰められる距きよ離り！　そして執しつ拗ようなアキレス腱けんへの攻こう撃げきの果てにその場に倒たおれ込んだなら、苛か烈れつなバンパーの洗礼が身体からだを蹂じゆう躙りんする……ッ！　ああ、司令！　お慈じ悲ひを！　お慈悲を！」

『…………』

　恍こう惚こつとした様子で身を捩よじる神無月に、再びクルーたちの湿しめった視線が注がれる。

　その視線には、『インカム捨てて正解だったかも』という皆みんなの総意が込められていた。




　　　　◇




「はふぅ……っ」

　そんな息を吐はいて、琴里が中央広場のベンチの上に身体を投げ出す。時刻はもう五時を回っていた。

　あれから士道と琴里は、もうアミューズエリアのアトラクションを制せい覇はしそうな勢いで、とにかく遊んで遊んで遊びまくった。琴里が疲つかれてしまうのも無理はない。

「あー……ちょっとやべえわ。遊園地舐めてたわ。超ちよう楽しいわ」

「ふん、子供なんだから。高校卒業までにはおしめが取れるといいわね」

「スプラッシュコースターではしゃいでたおまえに言われたかねえ」

「な、なんですって!?」

　琴里は不満げに声を上げたが、すぐにはあと吐と息いきして姿勢を元に戻もどした。

「ふん……いいわ、疲れたし。それに……まあ、つまらなくはなかったし」

「ん、そか」

　士道は目を伏ふせると、もう一度大きく身体を伸のばした。小さく背骨が鳴る。

「しっかし……遊園地なんて来たのどれくらいぶりだったっけか。父さんも母さんもほとんど家にいないから、随ずい分ぶん……」

「五年前よ」

「え？」

　即そく座ざに琴里が答えてきて、士道は素すっ頓とん狂きような声を発した。琴里は一いつ瞬しゆんハッとした顔を作ったが……言ってしまったものは仕方ないといった調子で、言葉を続けてきた。

「家族みんなで遊園地に行ったのは、五年前が最後。それからは一度も行ってないわ」

「よく覚えてるな。そっか……五年も前になるか」

　士道はその言葉を口の中で転がしながら頬をかいた。

　五年前。ここ数日の間に随分と、その単語を耳にした気がする。

　五いつ河か家が最後に遊園地に行った年。琴里が精せい霊れいになった年。士道によってそれが封ふう印いんされた年。そして──折紙の両親が、死んだ年。

　士道は無言のままベンチを立つと、隣となりに座った琴里と向かい合う位置に足を落ち着けた。

　──一昨日おととい。士道は思い出した。五年前、天宮市南なん甲こう町で起こった火災の日の出来事を。霊装を纏まとった琴里が泣いているその光景を。

　だからこそ、その疑問は士道の胸の底に澱おりのように蟠わだかまっていたのだった。

　つまりは──折紙の両親を殺したのは、本当に琴里なのだろうか、と。

「……何？」

　琴里が小首を傾かしげてくる。だが数秒のあと、何かに気付いたように肩を小さく震ふるわせた。

　一体何を考えているのだろうか、琴里が頬を染め、目をキョロキョロと動かす。

「え、あの、その……もしかして」

「琴里」

「ふぁ、ふぁい……っ！」

　士道が静かに名前を呼ぶと、琴里が間の抜けた声で返してきた。

「し、士道……？　その、うん、まあ確かにそろそろ頃ころ合あいだとは思うんだけど……その、せ、せめてもう少し、ひとけのない場所に行かない？」

「……？　なんでだ？」

「な、なんでって……」

　琴里が、辺りを見回すように首を動かす。確かに辺りには数名の人が見受けられたが、話が聞こえるような距離ではない。そこまで気にすることはないと思うのだが。

「別にいいじゃないか、ここで」

「っ……！」

　士道が言うと、琴里は赤い顔をさらに赤くして、声にならない叫さけびを上げた。

　そんな琴里を不思議そうに眺ながめながら、小さく口を開く。

「その、だな、琴里」

「……！　な、なに……？」

「訊ききたいことが……あるんだ」

「！　き、キスしたいとかそんなはっきり……て、え？」

「え？」

　士道と琴里はキョトンと目を見合わせた。

「え、ええと？　悪い、琴里は今──」

「う、うるさい！　気にするなっ！　何よ、訊きたいことって。早く言いなさいよ！」

「あ、ああ……」

　琴里の勢いに圧おされ、士道は一歩後ずさった。琴里の方の用件も気にはなったが、まあそこまで言うのならこちらから訊かせてもらおう。

　士道はこほんと咳せき払ばらいをしてから、琴里の目をジッと見つめ直した。

「あのだな、琴里。おまえは五年前──」

　──と、言いかけた瞬しゆん間かん。士道は周りの音が、少し遠くなるのを感じた。

　一瞬あと、気付く。自分の周りに、目に見えない壁かべか膜まくのようなものが張られているということに。そう。まるで、ＡＳＴの随意領域テリトリーのような──

「え──？」

　次いで、上方から目の前──琴里のいる場所に、何かが落ちてくるのが見えた。

　次の瞬間、凄すさまじい爆ばく発はつ音が響ひびき渡わたり、視界に広がっていた景色が炎ほのおに包まれる。

「な……」

　一瞬、目の前で起こったことが理解できず、しばしの間身体が硬こう直ちよくする。

　士道の身体には、傷一つついていなかった。周囲に展開した見えない壁が爆ばく風ふうを完全に遮しや断だんしていたのである。

　しかし、その外側。琴里がいた景色は今、一瞬前とは全く別物になってしまっていた。

　煙けむりに包まれた壁の外側に出ようと足を前に出す。しかし見えない壁は士道の力程度ではビクともしなかった。

「琴里！」

　叫び──士道は上方からの視線に気付いた。

　こんなことが、自然に起こり得るはずがない。

　誰だれかが、何者かが、悪意を、敵意を、殺意を持って攻撃でもしてこない限りは。

　士道はバッと顔を上げ──そこにいた人物を見て、またも息を詰つまらせた。

「っ、折紙……」

　そう。士道と琴里のいた場所を睥へい睨げいするように、空には、ワイヤリングスーツにＣＲ－ユニットを纏った鳶一折紙が浮ふ遊ゆうしていたのである。

「──士道。ここは危険。離はなれていて」

　出しゆつ撃げきのたびに微び妙みように兵装が異なる折紙ではあるが、今彼女がその身に纏っているユニットは、いつものそれらとは一線を画する異様さを放っていた。

　まるで折紙の身体を包み込むような形をした、巨きよ大だいなユニットである。背には幾いくつものミサイルポッドやコンテナらしきパーツがずらりと備え付けられ、そこから延びた両りよう腕わんパーツからは、長大な光の刃はを顕けん現げんさせた大型レイザーブレイドが、そしてさらにその外側に、戦せん艦かんの主しゆ砲ほうのような巨大な砲ほう門もんが二門、見受けられる。

　まるで武器庫を背負って出てきたかのような異い形ぎようの姿。

　──間ま違ちがいない。今琴里を撃うったのは、この少女だった。

『う──わぁぁぁぁぁぁぁぁッ!?』

　一いつ拍ぱくおいて、周囲の客たちもその異常事態に気付いたらしい。辺りから甲かん高だかい悲鳴が幾つも響き、客たちがバタバタと逃にげ去さっていく。

　それはそうだろう。もし折紙が現れただけならば、遊園地の新たなアトラクションと思った客もいたかもしれないが、それがミサイルか何かを放って辺り一帯を焦しよう土どと化したというのである。逃げるのは当然だった。

　だが、士道は動かなかった。動けなかった。

　血が出んばかりに拳こぶしを握にぎりしめながら、空に浮ういた折紙を睨にらみ付ける。

「折紙──！　おま、え、今、何をしたのかわかってるのか……ッ!?」

　士道が掠かすれた声で叫ぶと、折紙は静かに首を前に倒してきた。

「──五河琴里を殺した」

　そのあまりに簡素な物言いに、士道は全身を震わせた。が──

「……殺した、ね。随分とまあ、お手軽に言ってくれるじゃあないの」

　前方──琴里のいた方向から不敵な声が聞こえると同時、そこに蟠っていた煙が、風に巻かれるように霧む散さんする。──その中心には、焔ほのおの壁に守られた琴里の姿があった。

「ふう」

　琴里が小さく息を吐き、ぱちんと指を鳴らす。すると琴里を覆おおうように広がっていた焔の壁が空気に溶とけ消えた。そして折紙に目を向けると、嘲あざけるようにあごを上にやる。

「鳶一折紙。あなたはもう少し賢けん明めいな人かと思っていたのだけれど」

「……私のことを知っているの？」

「警報も鳴っていない、避ひ難なんもできていない中でミサイルぶっ放すようなクレイジーな女なんて知らないわ」

「…………」

　折紙は無言で、キッと視線を鋭するどくした。恐おそらくそれがＣＲ－ユニットへの指令だったのだろう。背後に背負っていたウェポンコンテナの一部が展開し、無数の銃じゆう口こうが姿を現す。

　そしてそれらから一いつ斉せいに、琴里に向かって鉄の礫つぶての雨を降らせた。

　随意領域テリトリーによって完かん璧ぺきに制せい御ぎよされた弾だん道どう。無論至し近きん距きよ離りにいる士道の方にも流れ弾だまは飛んでくるのだが、士道の周りに張られた見えない壁が、それらを全て防いでいた。──恐らく、この壁も折紙の仕し業わざなのだろう。

「……！　琴里！」

　士道はけたたましい銃じゆう声せいの中、思わず腕うでで顔を覆いながら叫んだ。

　琴里が悠ゆう然ぜんと手をかざす。するとその足元から紅ぐ蓮れんの焔が立ち上のぼり、折紙から放たれた銃じゆう弾だんを飲み込んだ。

「〈神威霊装・五番エロヒム・ギボール〉！」

　琴里が言うと、その焔が身体からだにまとわりつき、琴里の服を焼いていく。

　そして次の瞬間には、焔が琴里の服に替かわるように、幻げん想そう的な和装の形を取っていった。揺ゆらめく羽は衣ごろも。燃える袖そで。そして──純白の角つの。霊装。精霊を守る絶対の城であり鎧よろい。

「〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉！」

　次いで琴里が言うと、その手に炎が集結し、巨大な戦せん斧ぷを形作った。

　その姿を見て、折紙が忌いま々いましげに表情を歪ゆがめる。

　折紙の顔が信じられず、士道は眉まゆをひそめていた。鳶一折紙。絶対無欠の優等生。常に冷静で、沈ちん着ちやくで、表情を乱すことなど滅めつ多たにない。

　そんな鳶一折紙が、その顔を憤ふん怒ぬに染め、琴里を睨み付けていたのである。

「見つけた……ようやく……ッ！」

　折紙がそう言った瞬間、士道の身体が音もなくすっと浮き上がった。

「な……!?」

「危険。士道、あなたは離れていて」

　折紙が軽く視線を動かすと、士道の身体はそちらの方へ軽々と吹ふき飛とばされていった。

「うわっ!?」

　柔やわらかな芝生しばふの上に身体を転がされ、士道はうめくようにしながら頭を押さえた。

　そこで気付く。士道の周囲に張られていた見えない壁が解除されていたのである。

　だが、今はそれどころではない。急いで身体を起こすと、今し方吹き飛ばされて来た方向──霊装を纏った琴里と、巨大なユニットに包まれた折紙の方に視線を戻もどす。

「琴里──折紙……ッ！」

　最愛の妹と、友人。ともに士道の大切な人であるはずの二人が、相手の命を刈かり取とる武器を向け合って対たい峙じする。士道が考えたくもなかった最悪の光景が、そこにあった。

「ふ──ッ」

　折紙が短く息を吐はいた瞬間、折紙が背負っていたコンテナ状のユニットが、一斉にその口を開けた。そして、先ほどまでとは比べものにならない量のミサイルが、煙で軌き跡せきを描えがきながら地上の琴里に迫せまっていく。

　凄まじい爆ばく音おんと爆風、強きよう烈れつな震しん動どうと衝しよう撃げき波はが、辺りに撒まき散ちらされた。

「ぐ……っ」

　思わず腕で顔を覆い、目を細める。だがそれだけでは足りなかった。身体を地面に這はわせるような格好で、どうにか爆風に吹き飛ばされないよう踏ふん張ばる。

　地上の物を討とう滅めつし尽つくす絶対的な意思で固められた爆ばく砕さいの使徒は、一いつ瞬しゆんのうちに、遊園地の一角を壊かい滅めつさせた。琴里の立っていた一帯が空間震が起きた際のように抉えぐれ、何も無くなってしまっている。

　あまりにも凄まじい威い力りよく。今まで何度か折紙たちＡＳＴの戦せん闘とうを目にしてきたが──ここまで圧あつ倒とう的てきな火力を誇ほこるユニットは見たことがなかった。

「琴里！」

　思わず、名を呼ぶ。折紙の攻こう撃げきが着ちやく弾だんした位置に、琴里の姿は見受けられなかったのである。まさか、今の攻撃で消し飛ばされてしまったのでは──

　そんな士道の懸け念ねんを振ふり払はらうように、上空から小さな声が聞こえてきた。

「ふん……随ずい分ぶんと行ぎよう儀ぎの悪い武器を使うわね」

　そちらに顔を向ける。そこには、傷一つない琴里が悠然と浮遊していた。

「く──」

　折紙が苦しげに顔を歪め、そちらに向き直る。そして再び声を上げると、それに合わせて、先ほどと同じように夥おびただしい数のミサイルが琴里に向かっていった。

　しかも、今度はそれだけではない。

「──指向性随意領域テリトリー・展開！　座標固定（二二三・四三九・三六）……ッ！」

　折紙がその文もん言ごんを唱えると同時、琴里の周囲に球状の結界が形作られたのである。

「ん──？」

　琴里が眉をひそめる。士道の視点からはすぐに知れた。あれは、先ほど士道の周囲に張られていたもののように、琴里を守るための結界ではない。そう、それは──

　折紙から放たれたミサイルは、琴里の周囲に展開された結界を通とおり抜ぬけ、その全てが琴里に着弾した。

　今度は、士道は顔を覆わずに済んだ。単純な理由で、球状の結界の中で炸さく裂れつした幾つものミサイルは、その範はん囲い外がいに一切爆風を漏もらさなかったからだ。

　だが、それだけに、結界の内部がどのような惨さん状じようになっているかは想像に難がたくなかった。あれだけのミサイルを直ちよく撃げきされ、さらにその爆風を幾いく重えにも浴びたなら、如い何かに精せい霊れいとはいえただでは済むまい。

「はぁ……っ、はぁ……っ、はぁ……っ」

　よほど脳を酷こく使ししているのだろう、折紙が顔にびっしり汗あせを浮かべ、肩かたを揺らしながら呼吸する。それと同時に琴里の周りに張られていた結界が空気に溶け、中に蟠わだかまっていた濃のう密みつな煙が細くたなびいて消えた。

　だが、その煙が掻かき消えたところで、折紙がカッと目を見開いた。

　それも無理はあるまい。何しろ、煙が消えた場所に真っ赤な焔の塊かたまりが浮遊しており──

「ぷはっ」

　小さな吐と息いきとともに、そこから身体のあちこちを煤すすけさせた琴里が顔を出したのだから。

「やってくれるじゃない。見たことのない機体ね。新型かしら」

　言いながら、琴里が軽く手を振る。すると先ほどのように琴里の全身を炎が這っていき、その身体を、霊装を、全て傷一つない状態に復元していった。

　だが──その瞬しゆん間かん。

「……っ、あ──」

　急に琴里が顔を歪めると、左手で側頭部を押さえながら苦しげな声を発す。

「く……力を、使い、過ぎ……」

　士道はハッと肩を揺らした。あの症しよう状じようには見覚えがあった。

　一昨日おととい。高校の屋上で見た光景。

　つい先ほど──ウォーターエリアの片かた隅すみで目もく撃げきしてしまった光景。

　押し寄せる破は壊かい衝しよう動どうに意識を喰くわれる琴里の姿である。

　命の取り合いをしているこの状じよう況きようにおいて、それはあまりにも大きな隙すきだった。

　そして、そんな好機を、折紙が見み逃のがすはずはない。

「〈クリーヴリーフ〉──解除・展開！」

　折紙が叫さけぶと同時、レイザーブレイドの刃が本体から射出され、光の帯となって〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉と琴里の身体に絡からみつく。

「ぐ……」

「指向性随意領域テリトリー──展開！」

　折紙が再びその文言を唱えると、またも琴里の周囲に球状の結界が生成される。

　だが、今度放たれるのはミサイルではなかった。折紙は身を捻ひねると、ウェポンコンテナの両りよう端たんに備えられていた巨大な砲門を琴里に向け──

「討滅せよ──〈ブラスターク〉！」

　その声と同時に、至近距きよ離りから、魔ま力りよく光の奔ほん流りゆうが放たれた。

「──────っ！」

　目ま映ばゆく、青白い破は壊かいの光。兵器や武器に明るくない士道でも、あれが恐ろしい威力を持った討滅の光だということはわかった。琴里の周囲に張られた結界。先ほどミサイル着弾の衝しよう撃げきと爆ばく風ふうを完全に押し込めたそれにヒビが入り、内部から魔力光が僅わずかに漏れ出る。

　その光が地面に触ふれた瞬間、凄すさまじい爆ばく発はつが起こり、小さなクレーターを作っていった。

「琴里──！」

　のどを潰つぶさんばかりに絶ぜつ叫きようを上げる。だが、辺りを破壊する魔力光の余波で、まともに声は届かなかった。

「……っ、……っ」

　折紙が憔しよう悴すいした様子で砲ほうを下ろす。顔は真っ青になり、息は上がっていた。一方的に攻せめているのは折紙だというのに、まるでダメージを受けているかのようですらある。

　と──その瞬間、折紙の背後に、〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉を振り上げた琴里が現れた。

「な──」

　折紙が驚きよう愕がくに顔を歪め、応戦しようとレイザーブレイドを構えるが、遅おそい。

「──〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉」

　焔ほのおの刃が蠢しゆん動どうし、折紙を襲おそう。

「きゃ……ッ」

　押し殺すような悲鳴を漏らし、折紙の身体が、巨きよ大だいな装備ごと地面に叩たたきつけられた。

　琴里はそんな様子を冷たい眼まな差ざしで見下ろすと、右手に握にぎった〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉を片手で軽々と振り抜いた。焔の刃が揺らめき、折紙に迫る。

「く……防性随意領域テリトリー──展開！」

　折紙が奥歯を噛かみしめてからそう唱えると、折紙の周囲に展開されていた随意領域テリトリーがその面積を減らし、折紙とユニットに張り付くような格好になった。

　次の瞬間、〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉の刃が、その表面に打ち付けられる。

「く──ぁ……っ」

　折紙の随意領域テリトリーはどうにかその攻撃を防いだようだったが、折紙の脳にはそれだけで強烈な負荷がかかったようだった。苦しげに眉まゆ根ねを寄せ、うめき声を上げる。

　だが、琴里は攻撃の手を止めなかった。幾いく度ども、幾度も、焔の刃を大きく燃え上がらせ、折紙を鞭むちで打ち付けるように戦斧を振り続ける。

「あら、さっきまでの威い勢せいはどうしたの？　私を倒たおすんでしょう？　私を討つんでしょう？　私を殺すんでしょう？　なら早く飛びなさい。切っ先を、銃口を私に向けなさい。でないと──ふふ、あなたが先に死んでしまうわよ」

「……ッ！　琴里！」

　琴里の言葉に、士道は悲鳴じみた声を上げた。

　あれは、明らかに琴里ではない。

　破壊衝動に意識を侵しん食しよくされた──琴里ではない、琴里。

「止やめろ琴里！　それ以上やったら──」

　だが琴里は、攻撃の手を止めようとはしなかった。唇くちびるの端を凄せい絶ぜつな笑みの形にしながら、幾度も幾度も、折紙の随意領域テリトリーに焔の刃を打ち当てていく。

「……っ、か、は──」

　そして幾度目の斬撃だったろうか、遂ついに折紙の随意領域テリトリーが破られ、巨大なユニットのコンテナ部分に〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉の刃が浅い傷を付けた。

「……なんだ。もう終わり？　つまらないの」

　琴里は冷めた声でそう言うと、息を荒あらくした折紙のもとへ降り立った。そして、

「〈灼カ爛マ殲エ鬼ル〉──【砲メギド】」

　巨大な戦せん斧ぷから刃が霧む散さんし、棍こんの部分が可変、琴里の右みぎ腕うでに装着される。

　そして琴里は、折紙の顔にその砲ほう門もんを突つき付けた。

「いいわ。──戦えないのなら、あなたは、もう、いらない」

「琴里ッ！　止めろ！　琴里ぃぃッ！」

　のどを潰さんばかりに叫びながら、琴里と折紙の方へ駆かけていく。しかし、その間にも、琴里の掲かかげた砲門には、周囲の炎ほのおが吸い込まれていった。

　狂くる三みの天使をも容易たやすく貫つらぬいた一いち撃げきである。あんなものを至近距きよ離りで喰らえば、人間などひとたまりもない。──だが、折紙は苦しげに肩で息いきをしながらも、怯おびえることなく、琴里を憎にく々にくしげに睨にらみ付けていた。

「〈イフ──リート〉……ッ！」

　折紙が言うと、琴里は不ふ機き嫌げんそうに表情を歪ゆがめた。

「……嫌いやな名前を知っているわね。一体どこで調べたのかしら」

　しかし、折紙は苛か烈れつな語勢を直すことなく、続けた。

「そうやって……殺したの？　五年前……私のお父さんと、お母さんを──ッ！」

「え──」

　琴里が、今までと明らかに温度の違ちがう声を発した。







「おお、見ろ四よ糸し乃の！　滝たきだ！」

　ウォーターエリアの室内プールをぐるりと巡めぐるように通った流れるプールで。

　大きなボートに乗った十とお香かが声を上げると、隣となりに座った四糸乃が興奮気味にこくこくとうなずいた。

「すごい、です……！」

『いいねえ、凍こおらせてみたいねえ』

　四糸乃の左手の『よしのん』も、冗じよう談だんめかすように笑いながらそんなことを言う。

　実は最初に参加したジャングルクルーズツアーは随ずい分ぶん前に終わったのだが、四糸乃がまた乗りたいと言ったため、まさかの二週目に突とつ入にゆうしていたのだった。

　本当なら士道を探しに行きたい十香だったのだが、四糸乃にどうしてもとせがまれたのと、さっきは左側しか見ていなかったので今度は右側に乗りましょう、という天才的発想に感かん銘めいを受け、再びボートに乗り込んだのだった。

『は、では皆みなさん、あちらをご覧ください』

　言って、ボートの舳へ先さきに立っていた係員が右手に聳そびえた火山を示す。

『あれはこのオーシャンパークでもっとも大きな火山です。普ふ段だんは静かなんですが……今日は皆さんが来たので興奮しているようです。ほら、爆発しますよー？』

　と、係員が言った瞬間、プール中に爆発音が響ひびき渡わたり、空気がビリビリと震ふるえた。

「お……おおッ!?」

　十香は揺ゆれるボートの縁へりにしがみつきながら目を丸くした。

「す、すごいな！　ボートの左側に乗っていたときはこんなに大きく感じなかったぞ！」

　十香が言うも──四糸乃はなぜか、顔を青ざめさせていた。

「四糸乃？」

「ち──がい、ます。今のは……」

　そこで、プール中にサイレンが鳴なり響き、避ひ難なんを促うながすアナウンスが流れ始めた。

「な、なんだ……？」

　瞬間──十香は、息を詰つまらせた。

　明確に説明できるわけではない、しかし確かな予感。

　近くに……十香と同じような存在が、いる。

「四糸乃──」

　四糸乃に顔を向けると、彼女もまた、十香と同じような顔を作っていた。

　精せい霊れいの──霊力の匂においとも言うべき微かすかな波動。

　加え、今の爆発音。そして、姿の見えない士道。

　十香の胸に、嫌な感覚が広がっていった。

「シドー……っ！」

　十香はのどを震わせると、ボートからプールに飛び込んだ。







　琴里は、呆ぼう然ぜんと声を発していた。

「何、を──」

　言いながら、頭痛を堪こらえるように左手で頭を押さえる。

　その声は、その顔は、先ほどまでのそれではない。士道の知っている琴里のものだった。

　それに気付いているのかいないのか、折紙が続けた。

「五年前。今から五年前。天宮市南なん甲こう町に住んでいた私の両親は、炎の精霊──あなたの手で殺された。あなたは、私の目の前で、二人を灼やいた……ッ！　忘れるものか。絶対に、忘れるものか。だから殺す……私が殺す。あなたを殺す！　〈イフリート〉ッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、琴里の身体からだが吹ふき飛とばされる。

　それは折紙の力が増したというよりも、琴里の身体から力が抜ぬけているかのような様子だった。霊装を纏まとう精霊とは思えないほどにあっさりと、その小さな身体が宙に舞まう。

「琴里……っ！」

　士道が名を呼ぶも、反応はない。地面に叩きつけられた琴里は、ただ呆然と目を見開き、カタカタと歯を鳴らすだけだった。

「そん、な……私、は──」

　折紙は即そく座ざに随意領域テリトリーを再展開、体勢を立て直すと、琴里に向けて大型レイザーブレイドを振ふるった。光の刃が射出され、先刻のように琴里をがっしりと拘こう束そくする。

「今度は、外さない。──指向性随意領域テリトリー・展開！」

　折紙の言葉と同時に、琴里の周りを結界が取り囲む。

　対象を守るためでなく、閉じ込め、致ち命めい的てきな攻こう撃げきを加えるための殺意の檻おり。先ほどはすんでのところで脱だつ出しゆつしたようだったが、今の琴里にそんなことは望めそうになかった。額ひたいに脂あぶら汗あせを浮うかべ、苦しげに身を捩よじっている。

「…………ッ！」

　士道は思わず駆け出していた。何ができるわけでもない。何の役に立つわけでもない。それどころか、琴里の力を失った士道は、致ち命めい傷しようを負ったとしても再生することさえできはしない。きっと琴里の前に身を晒さらしたとしても、共に撃うち抜かれるのが落ちだろう。

　だが、足を止めることはできなかった。理由など単純なものである。可愛い妹が危機に瀕ひんしているのだ。それだけで、お兄ちゃんがその窮きゆう地ちに駆けつけるには十分に過ぎた。

「随意領域テリトリー凝ぎよう縮しゆく……〈ホワイト・リコリス〉、臨界駆く動どう……！」

　折紙が、巨きよ砲ほうを琴里に向ける。だが士道は構わず、折紙と琴里の間に身を躍おどらせ、バッと手を開いて琴里を守るように仁王立ちした。

「折紙！　止やめろ！　止めてくれ！」

「──っ、士道。邪じや魔まをしないで」

「そんなわけにいくかッ！」

　士道が叫さけぶと、折紙はぎりと奥歯を噛み、鋭するどい視線を向けてきた。

「あなたには、言ったはず。私は両親の仇かたきを討つために、今まで生きてきた。五年前、あの炎の街を抜けてから、私の人生はそのためだけにあった。私の命はそのためだけにあった。〈イフリート〉を──五河琴里を殺すことが、今の私の存在理由」

「…………ッ」

　そう言う折紙の声を聞いて。士道の頭の中に、とある少女の台詞せりふがぐるぐると渦うず巻まいた。

（慣れていやがりますから）

　崇たか宮みや真ま那な。自じ称しよう、士道の実の妹。

（倒たおれないのなら倒れるまで、死なないのなら死ぬまで、貴様を殺し続けるのが、私の使命であり存在理由です）

　幾いく度ども幾度も狂三を──精霊を殺し、もう元には戻もどらないくらいに、心を磨すり減へらしてしまった少女。彼女が一いつ瞬しゆん見せた、疲つかれ切った表情と暗く淀よどんだ瞳ひとみを思い起こして、士道はごくりと唾だ液えきを飲み込んだ。

　なぜ今真那のことを思い出してしまったのか……それは単純な理由だった。

　目の前で巨砲を構える少女の顔が、それに被かぶって見えたからだ。

「駄だ、目め……だ」

　士道がぽつりと言うと、折紙は微かに眉まゆをひそめた。

「駄目なんだ……おまえは、殺しちゃあ……！　その引き金を引いたら──きっともう、戻れなくなる……！」

　そのたったの一撃で、折紙は、真那になってしまう。

　心が摩ま滅めつし、もう元には戻らなくなってしまう。

　人のそういう感情に敏びん感かんな士道だからこそ、わかる。今折紙が指をかけている引き金が、最後の鍵かぎになってしまうと。

「俺は──そんなおまえを、見たくない……！」

　しかし折紙は砲ほうを下ろさず、士道と、その背後の琴里に鋭い視線を向けたままだった。

「……っ、それでも、構わない。私の手で〈イフリート〉を討てるなら……！」

「く──」

　士道は爪つめが食い込まんばかりに拳こぶしを握にぎりしめた。

　だが、それと同時に、士道の頭の中に一つの引っかかりが生まれた。

　炎の精霊。〈イフリート〉。折紙が言った、その呼こ称しように。

「──、ぁ……」

　詭き弁べんにも近い言動。くだらぬ言葉遊びと言われても何も反論はできない。しかし、それは小さくとも、可能性だった。細く儚はかなくとも、士道の目の前に垂らされた一本の糸だった。

「折紙……一つ聞かせてくれ」

　折紙は、応こたえない。だがその沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取って、士道は続けた。

「おまえが仇と狙ねらってるのは──〈イフリート〉……なんだよな？」

「そう」

「焔ほのおを操あやつり、全てを焼き尽つくし、死の淵ふちからさえ蘇よみがえる……炎の精霊なんだよな!?」

「そう」

「俺の妹──五河琴里じゃあなく、炎の精霊〈イフリート〉なんだな!?」

「……何を言っているの？」

　折紙が、微かに眉を歪ゆがめた。

「〈イフリート〉と五河琴里は同一の存在のはず。あなたは一体何を──」

「いいから答えろ！　おまえの仇は炎の精霊で、人間である俺の妹は関係ないんだな!?」

　士道が叫ぶと、折紙はしばし訝いぶかしげに押おし黙だまってから声を返してきた。

「──あなたの言うことは不可解。確かに私の仇は炎の精霊。〈イフリート〉。人間ではない。でも、五河琴里は精霊。その条件は成立し得ない」

　折紙が静かに言う。士道は、ごくりと唾液を飲み込んだ。

「そこを退どいて。士道」

「駄目だ……それはできない。今のおまえの言葉を聞いたら、余計にな……！」

「……どういうこと？」

　士道の言うことがわからないといった様子で、折紙が顔をしかめる。

「頼たのむ。少しでいい。俺と琴里に時間をくれ。そうしたら──」

「認められない。今が、〈イフリート〉を討つ最大の好機……！　退かないのなら──」

　折紙が、砲ほう門もんを構え直す。士道を貫つらぬき、琴里を消し尽くすように。

「く──」

　折紙の気持ちがまったくわからないわけではない。きっと、士道の方が道理に合わぬことを言っている。

　大切な人が誰だれかに殺されたなら、その相手を恨うらむのは至し極ごく当然のことだ。

　それこそ──自分の手で、殺したいと思うくらいに。

　きっと折紙が今ここで琴里を殺したなら、士道は折紙が琴里に抱いだいたのと同じ感情を心の裡うちに持ってしまうことになるだろう。

　どれだけ口で許すと言おうとも。どれだけ上うわ辺べを取とり繕つくろおうとも。自分の意思とは関係なく、きっと心の一番奥の部分には、冷たい怨えん嗟さの澱おりがこびり付いてしまう。

　だから、これは綺き麗れい事ごとだ。

　でも──偽ぎ善ぜんと言われようが、自分勝手と言われようが、道理に合わぬと言われようが、士道には、口を噤つぐむことができなかった。

「両親を殺されたおまえにこんなことを言っても、綺麗事と取られるかもしれない。きっと俺だって、父さんや母さんや琴里が殺されたなら、殺した相手を死ぬほど憎にくむんだと思う。矛む盾じゆんしてるのはわかってる！　勝手を言ってるのもわかってる！　でも俺は……！　可愛い妹が目の前で殺されようとしているのを無視することなんてできないし、友達が絶望に浸ひたっちまうのを黙って見ていることもできないんだよ……ッ！」

「…………っ」

　折紙が、どこか苦しげに顔を歪める。

　だが一瞬目を伏ふせ小さく首を振ったかと思うと、折紙は再び琴里に視線を送ってきた。

「それでも……私は──！」

　折紙が言うと同時、士道の周囲に、見えない壁かべが生成された。

「！　こ、れは──」

　士道は眉を歪めて声を上げた。先ほど士道の周りに展開されたものと同種である。つまりは琴里のそれとは異なり、衝しよう撃げきから対象を守る防ぼう御ぎよの結界である。

　折紙の意図を察して、士道はのどを潰つぶさんばかりに震ふるわせた。

「止めろ、折紙ぃぃぃぃぃぃぃぃ──ッ！」

「う、あ、あああああああ────！」

　折紙は、士道の声を掻かき消けすように叫びを上げ、構えた砲の照準を琴里に合わせた。

　だが、そのとき。

「──させるかッ！」

　上空からそんな声が響ひびき──折紙の構えた二門のうち、右側の砲が綺麗に切断された。

「……!?」

　折紙の顔が驚きよう愕がくに染まる。だが、その襲しゆう撃げき者の姿にすぐに見当が付いたのだろう。忌いま々いましげに唇くちびるを歪ませた。

「っ、夜や刀と神がみ十香……！」

　そう。上空から身を躍らせ、折紙の砲門を切断したのは、水着の上に淡あわく光る光のドレスを纏まとい、その手に大きな一ひと振ふりの剣けんを握った十香だった。

「十香！」

「うむ、無事か。シドー、琴里」

　十香が士道と折紙の間に立つように足を落ち着け、折紙に油断なく視線を送りながら言ってくる。折紙は憎にく々にくしげに目を研とぎ澄すますと、背に負ったウェポンコンテナを展開させた。あれだけ撃ったというのに、まだ弾だん薬やくは尽きていないようだった。幾いくつもの弾だん頭とうが顔を覗のぞかせる。

「邪魔を──」

　しかし、折紙がそれらを射出するより早く、右方から、折紙に向けて光線が放たれた。

「く……」

　折紙が上空に飛び立ち、その攻こう撃げきをすんでのところで避よける。

　それと同時に、折紙の集中が途と絶だえたのだろう、士道を覆おおっていた不可視の壁がふっと消え失せた。

　そこで、ようやく気付く。今折紙に向けて放たれたのは光線ではなかった。それが通った地面が、一瞬にしてぱりぱりと音を立て、凍こおり付いていったのである。

「これは……」

　触ふれるもの全てを凍いて付かせる、濃のう密みつな冷気の塊かたまり。その力には見覚えがあった。

「大だい丈じよう夫ぶ……ですか、士道さん、琴里さん……」

　攻撃のあった方向から、聞き覚えのある声が聞こえてくる。見やると、そこには前に見たときよりも幾いく分ぶんか小さなウサギの人形が控ひかえていた。

　表面に紋もん様ようの描えがかれた滑なめらかなフォルム。氷柱つららのような牙きばの並んだ顎あご。そしてその背には、水着の周囲にぼんやりとした輝かがやきを放つドレスを纏まとった四糸乃が張り付いていた。

「四糸乃！」

「はい」

　士道が名を呼ぶと、四糸乃がこくりとうなずいた。

「そ、その姿……それに、〈氷結傀儡ザドキエル〉……っ!?」

「は……い。令音さんから、士道さんと琴里さんが……危ないって連れん絡らくを受けて、こっちに来たんですけど……二人を助けなきゃって思ったら、心がざわっとなって……」

　四糸乃の言葉を継つぐように、巨きよ大だいなウサギ型の天使──〈氷結傀儡ザドキエル〉が低く吼ほえた。

『やっはー、間かん一いつ髪ぱつだったねー』

「て……よしのん？」

〈氷結傀儡ザドキエル〉の口の動きに合わせて発された声に、首を傾かしげる。すると〈氷結傀儡ザドキエル〉はその恐おそろしげな見た目にそぐわぬ仕草でわははと笑ってみせた。

『ま、感謝の言葉ならあとで遠えん慮りよなく聞くよー。でも、今は──』

　瞬しゆん間かん、十香と四糸乃目がけて、幾発ものミサイルが降り注いだ。

「ぐ──！」

「きゃ……！」

　二人が苦く悶もんを漏もらす。十香は剣で、四糸乃は氷の壁を生成して砲ほう撃げきを退しりぞけたものの──双そう方ほうその衝撃を完全に殺すことは叶かなわなかったらしい。

　全てを切きり裂さく十香の〈鏖殺公サンダルフオン〉も、何ものをも通さぬ四糸乃の〈氷結傀儡ザドキエル〉も、恐らくその全力の一〇分の一も発揮できていない状態である。如い何かに精せい霊れいといえど、そんな状態で今の折紙に挑いどむのは無む謀ぼうに過ぎた。

　だが十香は顔を苦しげに歪めながらも、士道に向かって叫さけびを発してきた。

「シドー！　ここは私たちに任せて、早く逃にげろ！」

「と、十香……四糸乃」

「いいから早くするのだ！」

「そんなに……長くは、保もちません……っ！」

　折紙が、忌々しげに十香を、そして四糸乃を睨にらみ付ける。

「ッ……！　邪じや魔まをしないで。今はあなたたちに構っている暇ひまはない」

「──ふん、琴里は士道と同じく、我らの恩人だ。貴様に討たせるわけにはいかん」

「……です！」

　十香が折紙を睨み返しながら言い、四糸乃がそれに続くようにうなずく。
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　折紙は細く息を吐はくと、レイザーブレイドを握る手に力を込めた。

「なら──あなたたちにも、消えてもらう」

　言うと、再び背に負ったウェポンコンテナを展開させ、中に収められていたミサイルポッドから、幾つものミサイルを射出する。

「……！　はぁッ！」

　十香が剣を一いつ閃せんさせると、その延長線上に斬撃が飛んでいき──迫せまってきていたミサイルをその場で爆ばく発はつさせた。だが、それだけで夥おびただしい数の弾頭を全て打ち落とせるはずはない。十香の斬撃、そして誘ゆう爆ばくを免まぬかれたミサイルが、十香に迫っていく。

　だがそこで上空からシャワーのように水が降り注ぎ、十香に触れる寸前でミサイルが凍り付いた。

「四糸乃！」

「プールから……水を、借りてきました……！」

　四糸乃の声に応こたえるように、〈氷結傀儡ザドキエル〉が目を光らせる。

　それと同時に、十香と四糸乃が、もう一度士道の方を一いち瞥べつしてきた。言葉にされずともわかる。二人は言っているのだ。──琴里を連れて、早く逃げろと。

「く──すまん……！」

　士道は奥歯を噛かみしめ、息を荒あらくする琴里を抱いて走り出した。

　今士道がしなければいけないのは、十香と四糸乃を心配してここにとどまることではない。彼女らの命がけの意志を汲くんで、琴里をここから遠ざけることである──！

「し、ど……う……」

　顔を青くしながら、琴里が士道の名を呼んでくる。

「大丈夫だ──すぐに、なんとかしてやる……ッ！」

　走りながら士道が言うと、琴里は少しだけ安心したように小さくうなずいた。

　後方から爆発音が響いてくる。十香と四糸乃は善戦しているが──いくら二対一とはいえ、二人とも完全に霊れい力りよくが戻もどっているわけではない。あの巨大な兵装を身につけた折紙を相手取るのは分ぶが悪い。それこそ、最悪の場合殺されてしまうことだってあり得た。

　そして、琴里にももうあまり猶ゆう予よはない。このままでは琴里の意識は破は壊かい衝しよう動どうに呑まれ、また一昨日おとといのように暴れ出してしまうだろう。

　──そう。士道は、ただ逃げるだけではいけないのだ。

　琴里に、折紙に、十香に、四糸乃。全員を無事なまま終わらせなければ、意味がない。

　そしてその手段は──士道の手の中に一つだけ用意されていた。

「よし……！」

　士道は誰もいなくなったアトラクションの陰かげに身を隠かくし、抱き抱かかえていた琴里を地面に下ろす。それだけの動作で、琴里は辛つらそうに身を捩よじった。

「大丈夫か、琴里！」

「っ、ええ……なんとか、ね」

　琴里はアトラクションに背を預けるようにしながら、力無く言った。

　やはりもう時間はない。士道は爆ばく音おんの響いてくる広場を一瞥してから口を開いた。

「琴里」

　士道は琴里の肩かたに手を置き、吐と息いきがかかるくらいの距きよ離りで、ジッと目を見み据すえた。

「は……っ、はい」

　琴里が強こわばった面おも持もちで、いつもはしない返事を返してくる。

　士道はごくりと唾だ液えきを飲み込んだ。緊きん張ちように汗あせが滲にじみ、それと反比例するようにのどが渇かわいていく。

　士道に残された、琴里を救う唯ゆい一いつの方法。それを──今から実行に移すのである。

「くぁ……ッ!?」

　と、背後から十香の苦悶が聞こえると同時、折紙の装着したユニットの駆く動どう音が一層大きく聞こえてきた。

「見つけた……ッ！」

　そしてそのまま、折紙が凄すさまじいスピードで、こちらに迫ってくる。

「──！　く──」

　士道は息を詰つまらせ、琴里の唇に顔を近づけようとした。

　が、そこでもう一つ、決して無視できない問題があったことに気付く。

　そう……好感度だ。

　途と中ちゆうインカムを捨ててしまったため、今士道には、琴里の好感度数値を知る術すべがない。

　もし今までのデートで琴里の士道に対する好感度が上がっていなかったなら──全ては水すい泡ほうと帰きしてしまうのである。

　琴里の力は封ふう印いんできず、その意識は、精霊の力によって侵しん食しよくされつくしてしまう。

　士道の可愛い妹は、永遠に失われてしまう。

　士道は奥歯を噛んで首を振ふった。──そんなことは、絶対に許容できない。

　だから、士道は顔を近づける前に唇くちびるを開いた。

「琴里！」

　急に大声を出したものだから、琴里がびっくりしたように目を丸くする。

　だが、士道は構わず続けた。あまりに稚ち拙せつな、しかし心からの言葉を。

「琴里。琴里。おまえは俺の可愛い妹だ。この世で一番の、自じ慢まんの妹だ！　もうどうしようもないくらい……大好きだ！　愛してる！」

「ふ……ッ、ふぇ──っ!?」

　琴里が、顔を真っ赤に染める。士道は琴里と同じ様な顔をしながら、言葉を続けた。

「琴里……ッ！　おまえは、俺のこと、好きか!?」

「そ、そんなこと急に言われても──」

　と、その瞬間、後方から鉄の礫つぶてが飛んできて、士道たちの隠れているアトラクションに着ちやく弾だんし、凄まじい火花を散らした。それに次いで小型のミサイルが、琴里に向けられる。

「琴里！」

「あ、ああっ……もうッ！」

　琴里が混乱したようにぐるぐると視線を巡めぐらせ、叫ぶように言ってくる。

「好き！　私も大好きよ！　おにーちゃん大好き！　世界で一番愛してる！」

「……！」

　それを聞き届け──士道は、意を決して琴里の唇に、自分の唇を触れさせた。

　目め眩まいにも似た感覚が頭を襲おそう。何年もともに過ごしてきた妹とキスをするだなんて背徳に満ちた感覚が肺はい腑ふを満たし、得えも言われぬ恍こう惚こつとなって鼻から抜ぬけ出ていく。

　そして士道は、唇を介かいして、自分の中に温かいものが流れ込んでくるのを感じた。

　十香や四糸乃のときにも経験した、精霊の力が自分の中に封印される感覚。

　が、それと同時に──

「…………？」

　先日。二人の間に生成された経パ路スを通って、琴里の霊力が移動した際にも起こった現象。

　頭の中にぼんやりとした記き憶おくが流れ込んできて、士道は小さく眉まゆを動かした。







　──その日。琴里は一人、家のすぐ向かいにある小さな公園で遊んでいた。

　否いな、遊んでいた……というのは少し違ちがうかもしれない。琴里はつまらなさそうに口をへの字にしながら、きこきことブランコを揺ゆらしていただけだった。

　今日は琴里が九歳になる誕生日だというのに、おとーさんもおかーさんも仕事でいないのである。そのうえ、大好きなおにーちゃんまで、どこかに出かけてしまっている。

（ぅ……、ぅ……）

　じわりと涙なみだが滲にじんできて、琴里は服の袖そでで目をごしごしと擦こすった。

　琴里はことあるごとに泣いてしまう、いわゆる泣き虫だった。今朝もおにーちゃんにそれを注意されたばかりだというのに、こんなことでは、おにーちゃんに嫌きらわれてしまうかもしれない。いや、もしかしたらもうおにーちゃんは琴里に愛想を尽つかしていて、だから今日この日に家にいないのでは……

　そんな考えがぐるぐると渦うず巻まくたび、また涙が溢あふれてきて、琴里は必死に目元を拭ぬぐった。

　こんなだから駄だ目めなのに。もっと強くならないと、おにーちゃんに嫌われちゃうのに。

　だけれどそれは逆効果だった。そう思うたびに、次々と目から涙が溢れてくる。

（ぅ……、ぇ……っ）

　と、そんなとき。

【──ねえ、何を泣いているの？】

　琴里の頭上から、そんな声がかけられた。

（え……？）

　顔を上げる。そこには、なんとも形容しがたい人物が立っていた。

　そこにいるのはわかるのに、どんな姿形をしているのかわからない。

　言葉は認識できるのに、どんな声をしているのかわからない。

　そんな『何か』が、そこにいた。

　琴里は肩を震ふるわせた。知らない人に話しかけられたときは注意するよう言われているし、そうでなくともこんな得体の知れない人物に警けい戒かいを抱いだくなという方が無理な話である。

（だ、大だい丈じよう夫ぶです。もう、おうちに帰るところです）

　琴里はそう言うと目を擦り、ブランコを降りて、家の方に走っていった。だが、

【ふうん、お父さんとお母さん、お兄ちゃんもいないんだ。誕生日なのに、寂さびしいね】

　そんなことを言われて、琴里は思わず足を止めた。

（な、なんで、そんなこと……）

　問うも、『何か』は答えを返してこなかった。その代わり、静かに続けてくる。

【──君が今より強くなれたら、お兄ちゃんも君を認めてくれるのにね】

（……っ、それ、は）

【ねえ、もっと強くなりたくはない？　お兄ちゃんに心配をかけないでいられるくらいの力が、欲しくはない？】

（…………）

　琴里が押おし黙だまっていると、その『何か』が小さく笑った気がした。

　そして、琴里の方に手を伸のばしてくる。

　するとその手の平の上に、小さな赤い宝石のようなものが現れた。ぼんやりとした輝かがやきを放つ、なんとも不思議な物体が。

（きれい……）

　その言葉に、『何か』はもう一度笑うと、言葉を続けてきた。

【もし、強くなりたいのなら、これに触ふれるといい。そうすれば、君は誰だれより強くなれる。お兄ちゃんも、きっと強い君を好きになってくれるよ】

　琴里は、ごくんと唾液を飲み込んだ。

（本当に……おにーちゃんが……私を、好きになってくれるの？）

【ああ、もちろんだとも】

『何か』が、言う。誘さそうように。誘いざなうように。

　琴里は、ゆっくりと手を伸ばし、それに触れた。──触れて、しまった。

（……!?）

　瞬しゆん間かん、赤い宝石が琴里の手の平に溶とけ入ったかと思うと、全身が火に焼かれるように熱くなるのを感じた。それと同時に、琴里の衣服が下から燃えていき──奇き妙みような和装のようなものに変化していく。

（……ッ!?　あ、ああ……っ）

　全身を襲う熱の苦痛に顔を歪ゆがめる。だが──事態はそれだけでは終わらなかった。

　琴里の周囲に真っ赤な焔ほのおが生まれ──

（あ……あああああああ──ッ！）

　琴里が叫さけびを上げると同時に、それが、周囲に撒まき散ちらされたのである。

　公園に。その向かいの家に。その隣となりのアパートに。そのまた隣のお店に。

　琴里の街全部を飲み込んでしまうくらい、苛か烈れつに、猛もう烈れつに。──焔ほのおが、荒あれ狂くるった。

　と。その瞬間、上空より一いつ閃せんの光が地面に突つき刺ささり、琴里の目の前にいた『何か』が姿を消す。

　だが、今の琴里には、それに意識を割さけるだけの余よ裕ゆうはなかった。

　磔はりつけにされて生きたまま火か刑けいに処されるかのような苛烈な痛みが、全身を駆かけ巡る。そのたび、琴里の周囲に蟠わだかまった焔が、四方八方に火か炎えん放射器のごとく撒き散らされていった。

（え……な、何──これ……）

　ようやく全身を襲う痛みが和やわらぎ、周囲の様子を見取れるくらいになったときには──琴里の視界に映る景色は、一変してしまっていた。

（あ、あ、あ……）

　琴里の大好きな家が、大好きな公園が、大好きな街が、燃えていく。

　それが自分自身の手によるものであることは明らかだった。琴里の身体からだに巻き付いた焔の帯が、視界にあるもの全てを燃やし尽くしているのである。

（や、めて……やめて……っ！）

　懇こん願がんするも、焔の勢いは衰おとろえなかった。それどころか琴里の意思を無視するかのように、その体積をどんどん増やしていく。琴里は顔を歪め、目から大おお粒つぶの涙をこぼした。

（お……にーちゃん……！　おにーちゃん……ッ！）

（琴里！）

　──と。

　そんな琴里の鼓こ膜まくを、聞き慣れた声が震わせた。

　琴里が今、一番聞きたかった声。──大好きなおにーちゃんの、声。

　顔を向けると、焔に舐なめられ平地と化したその場所に、士道の姿を認めることができた。

　手にしていた荷物をその場に放り、琴里の名を呼びながら、こちらに走ってくる。

（ぅ、ぁ、ぁ、お、おにぃちゃん……っ、おにーちゃん、おにーちゃん……ッ！）

　涙でぐしゃぐしゃになった顔を両手で拭いながら、士道の名を呼び返す。

　しかし、士道が琴里の近くに寄ろうとした瞬間、琴里の身体にまとわりついていた焔が急に大きく膨ふくれ上がった。

（……っ！）

　琴里は身を固くした。これは──駄目だ。このままでは──

（おにーぢゃん！　来ぢゃだめぇぇぇぇぇっ!!）

（え？）

　士道が、呆ぼう然ぜんと声を発する。

　しかしそのときにはもう、士道の身体は、琴里の焔によって吹ふき飛とばされていた。

（おにーちゃん……っ！）

　琴里は痛む足をどうにか動かし、士道のもとに駆け寄よった。

　仰あお向むけに倒たおれた士道の様相は、それはもう酷ひどいものだった。肩かたから腹部にかけて肉を抉えぐったかのような大きな傷きず跡あとが這はい、その周囲は無む惨ざんに焼やけ爛ただれている。琴里の素人しろうと目に見ても、助かるような状態にはとても思えない。

（おにーちゃん……おにーちゃん！　おにーちゃん……ッ！）

　何度も呼びかけるが、返事はない。やがて士道はうっすらと開けていた瞼まぶたを閉じ──

【──ねえ、彼を助けたい？】

　その瞬間。再び、先ほど聞いた声が、琴里の頭上から聞こえてきた。

（……ッ!?）

　弾はじかれるように顔を上げると、やはりそこには、先ほどの『何か』が立っていた。

（あなた……は──）

　琴里は、わなわなと身体を震わせながら『何か』を見上げた。

（わ、私の身体に……何をしたの!?　私……要いらないっ、こんな力……要らないっ！）

　琴里が言うと、『何か』は静かに返した。

【そう。でもそれじゃあ、彼はこのまま死んでしまうけれど、それでもいい？】

（……っ！）

　ひッ、とのどを痙けい攣れんさせるように息を途と切ぎれさせ、琴里は士道の方に視線を戻もどした。

（おにーちゃんを、助ける方法が……あるの？）

【ええ】

　そして『何か』は、その『方法』とやらを、静かに語り始めた。こんな場で言うには、あまりに馬ば鹿からしい、方法。だけれど琴里には、他に選せん択たく肢しなどなかった。

　この『何か』が信用に値しないことなど百も承知である。だけれど、このままでは士道が死んでしまうのもまた、事実であった。

　琴里は小さく深呼吸をすると、『何か』の言った『方法』を実行した。

　ゆっくりと士道に顔を近づけ──その唇くちびるに、自分の唇を押し当てる。すると、

（────！）

　琴里の身体にまとわりついていた白い和装が一いつ瞬しゆん淡あわく輝き、徐じよ々じよに空気に消えていった。

　そしてそれと同時に、士道の身体に炎が這っていく。

　だが、それは士道の身体を灼やくものではなかった。

　炎が這った跡あとから、凄せい惨さんな傷跡が消えていたのである。

（お……にーちゃ……）

　そして、ほどなくして。

（あ──、……）

　士道が、ゆっくりと目を開けた。

（お、にーちゃん……おにーちゃん、おにーちゃん……っ！）

　琴里は自分が半はん裸ら状態になっているのにも構わず、士道に抱きついた。

（……琴里。まだ、泣いて、るのか……）

（だって……だって……）

　言いながら、琴里はずずっと鼻を啜すすった。

　すると士道は困ったように苦笑してから、ゆっくりと身を起こした。

（──ああ、そうだ……）

　士道はよろめく身体を引きずって、先ほど自分がいた位置まで這っていった。

　そして琴里に駆け寄る前に放った鞄かばんを拾うと、再び琴里のもとに戻ってくる。

　士道は鞄を開け、中から綺き麗れいにラッピングされた小さな紙かみ袋ぶくろを取り出した。

（お誕生日……おめでとう、琴里）

（え──）

　琴里は目を丸くしてぽかんと口を開けた。今の今までそんなことすっかり忘れてしまっていたし──それに何より、士道は琴里の誕生日なんて気にしていないと思っていたから。

　士道がそんな琴里のリアクションに苦笑しながら、それを手て渡わたしてくる。

　琴里はキョトンと、士道の顔と紙袋を交こう互ごに見てから、それを開け──中から、琴里の趣しゆ味みよりも少しだけ大人びた、黒のリボンを取り出した。

（リボン──）

　士道はああ、とうなずくと、そのリボンを手に取り、琴里の髪かみを二つに括くくった。

　慣れない作業の上、今し方死の際きわを彷徨さまよっていた状じよう況きようである。琴里の頭はなんとも不格好な様相になってしまう。

　だけれど琴里は、そこで初めて、弱々しくではあるが、唇を笑みの形にした。

　それを見て、士道も微笑ほほえむ。

（ん……やっぱ俺、笑ってる琴里の方が好きだぞ）

（ほんとう……？）
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（ああ。──だから、兄ちゃんと約束できるか？　最初は……それを着けてる間だけでいい。それを着けてるときは、琴里は……強い子だ）

（強い……子）

　琴里は、二つに結われた髪を撫なでながら呟つぶやいた。

　士道が深くうなずく。琴里は手で目をごしごしと擦こすり、鼻を真っ赤にしながら、先ほどよりも強い笑顔を作ってみせた。

（……うん、わかった。おにーちゃんが……言ってくれるなら、私は、強い子になる）

　あの『何か』がくれた宝石でさえ、琴里は強くなれなかった。

　でも──士道がくれたこのリボンでなら、少しだけ、強くなれる気がした。

（よし……いい子だ。じゃあ、早くここから──）

　と。士道が琴里の手を取り立ち上がろうとしたところで。

【──治ったんだね。何よりよ】

『何か』が、三たび琴里の目の前に現れた。

（な……）

　士道が琴里を自分の身体の陰かげに隠かくす。そんな様子を見て、『何か』は小さく笑った。

【安心していいよ。私は君たちに危害を加えるつもりはない。──むしろ最高の結果を残してくれた君たちに感謝をしたいくらいなんだから】

（何を……言って）

　しかし『何か』は琴里の問いに答えず、ゆらり、と二人の頭に手を伸のばしてきた。

（……っ！）

　本能的に恐きよう怖ふを感じる。今すぐここから逃にげようと士道の身体を引っ張るも──まるで射い竦すくめられたように、その場から動くことができなかった。

　ゆっくりと、『何か』の手が近づいてくる。

【──でも、君たちはまだ、私のことを知らなくていい。少し、忘れていてもらうよ】

　そして、『何か』の手が琴里の額ひたいに触ふれた瞬しゆん間かん。──世界が、暗転した。







「今の──は」

　額に手を当てながら、士道は顔を歪ゆがめた。

　琴里とキスをした瞬間、精せい霊れいの力とともに頭に流れ込んできた『記き憶おく』。

　否──正確に言うのなら先日夢に見たそれとも異なった。

　士道ではない。琴里の目から見た、五年前の記憶。それが、経パ路スを通って士道と共有されたのである。

「思い……出し、た。あのとき……私は──あの、『何か』に──」

　琴里もまた、呆然と声を発する。その瞬間、琴里の身体を包んでいた羽は衣ごろもや帯が光の粒りゆう子しとなって風に溶とけ消え、琴里の白い肌はだが露あらわになった。それと同時に、琴里が気を失ってしまう。

「────」

　霊装は、精霊の力の結けつ晶しよう体である。霊力が失われれば、それが崩くずれ去るのも道理だ。十香や四糸乃のときにも同じことが起こっていたため、全く覚かく悟ごができていなかったわけではなかったが、やはり一いつ瞬しゆん、言葉を失ってしまう。

　霊装が掻かき消える際の光に包まれた琴里の裸ら身しんは、ぞっとするほどに美しかった。

　が、そんな思考はすぐに放ほう逐ちくされることになった。

　琴里の方に向かって、小型のミサイルが迫せまっていたのである。

「く……！」

　士道は琴里の身体を抱だくと、その場から飛び退のいた。

「…………ッ！」

　瞬間、琴里がいた場所にミサイルが着ちやく弾だんし、凄すさまじい爆ばく風ふうが士道を襲おそった。

　灼けるような痛みが背に広がり、そのまま倒れ込む。琴里はどうにか無事だったようだが、士道の背中は、直視するのも躊躇ためらわれるほどの惨さん状じようになっていた。

「ぁ──」

「……！　士道……！」

　士道の名を呼ぶ声は、折紙のものだった。すぐさま折紙が士道の傍かたわらに降り立ってくる。

「なぜ──、く、医い療りよう用ではないけれど、何とか処置を……」

　言いかけて、折紙は目を見開いた。

　それはそうだろう。何しろ士道の身体に焔ほのおが這はい、その傷を治ち癒ゆさせていったのだから。

「っ、ぁ……」

　士道は背に手をやり、そこに肌があるのを確かめると、ゆっくりと身を起こした。

　そして、顔を驚きよう愕がくに歪める折紙に視線をやる。

「な……今のは──」

「──そう。折紙。おまえはさっき、言ったよな。自分の仇かたきは炎ほのおの精霊〈イフリート〉であって、人間の五河琴里じゃないって」

　言いながら、その場に立ち上がる。

「もう、琴里を殺しても意味がない。琴里は……俺の妹は、人間だ……！　おまえが殺したいのは〈イフリート〉だろう？　なら──俺を狙ねらえ！　今は俺が、〈イフリート〉だ！」

「な、に……が、一体、これは……」

　折紙は、狼ろう狽ばいも露あらわにのどを震ふるわせる。

　だがそれも仕方のないことだった。いきなり精霊の力が、士道に移ったというのだから。

「でも──」

　と、士道は言葉を続けた。つい今し方思い出した記憶。そこにあった真実を。

「その前に、俺の話を聞いてくれ。──やっと、思い出したんだ。五年前のことを。あのとき俺が何をしていたか。あのとき、琴里が何をしていたか……！」

「……っ、五年前……、〈イフリート〉は──私の両親を──」

　士道は、静かに首を振ふった。

「琴里が、精霊の力を得てからそれが封ふう印いんされるまでの間、辺りには俺ともう一人しかいなかった！　確かに火事が起こったのは〈イフリート〉の力が原因だ。でも、街に炎が撒まかれたのは、琴里の意思じゃない……！　ましてや琴里は、自分の手で人を殺すことなんて、してなかったんだよ……！」

「なに……を、言っている、の……」

　士道が言うと、折紙は呆ぼう然ぜんと声を発した。

「そんなはず……ない！　あれは間ま違ちがいなく精霊の姿だった──！」

「そう……きっと見たんだろう。だけど、それは本当に琴里だったのか……？」

　士道が言うと、折紙は眉まゆの間に深いしわを刻んだ。

「……っ、じゃあ、あれはなんだったと言うの？　あの日、私の両親を殺したのは──」

「居たんだよ……！　あの場には！　琴里をこんな目に遭あわせた精霊が……ッ！」

「な……」

　そう──士道の記憶の中にはもう一人、人ならざる者の姿があったのである。

　折紙にその精霊のことを説明すると、折紙は一層怪け訝げんそうに唇くちびるを噛かみしめた。

「そんな言葉を……信じろというの？」

「……ああ」

　士道はうなずいた。もう、士道から発することのできる情報はない。あとは──それを折紙に信じてもらうほかなかった。

　しかし折紙は、下げかけていたレイザーブレイドを再び真っ直ぐ突つき付けてきた。

「……本当は信じたい。でも、信じられるはずが──ない。そんな精霊の存在なんて。あなたが〈イフリート〉を、五河琴里を守るために嘘うそを吐ついているとしか思えない……！」

　だが士道とて、ここで引くわけにはいかなかった。再びその場に膝ひざを突き、頭を下げる。

「──頼たのむ。信じてくれ。もしどうしても信じられないなら、そのときは、〈イフリート〉を──この俺を討ってくれ。琴里は関係ない。あいつはもう、ただの人間なんだ……！」

「そんな……こと──」

「折紙。おまえ、俺に言ってくれたよな。──もう、自分と同じ思いをする人は作らせないって。そのために、ＡＳＴに入ったって」

「……っ、それ、は……」

　頭を上げ、折紙の目を見つめる。

　その瞬間──折紙が顔を苦く悶もんに歪めたかと思うと、光の刃はにノイズが走り、背負っていたウェポンコンテナや砲ほう門もんが、重さを取とり戻もどしたように地面に落ちた。

　どうやら彼女の周囲に張られていた随意領域テリトリーが解除されたらしい。折紙もまた、苦しげに膝を突く。

「く……活動……限界？　そんな。こんなところで──」

「折紙──」

　だが折紙は、左足のホルスターから９ｍｍ拳けん銃じゆうを抜ぬこうとした。対精霊装備でもなんでもない。ただの銃である。だがそれでも、今の琴里には致ち命めい傷しようを負わせることができる武器だった。

「お願いだ……！　俺から、琴里を奪うばわないでくれ。あいつは、俺を救ってくれた。あいつがいなかったら、今の俺はいなかった。頼む……！　生しよう涯がい最後でも構わない！　俺を──信じてくれ……ッ！」

「…………」

　数瞬の間、折紙は逡しゆん巡じゆんのようなものを見せ──力無く、その場に倒たおれ込んだ。








　終章　宵よい闇やみの邂かい逅こう




　夕日がビル群の谷間に落ちた頃ころ。

　ビルの屋上の縁へりに腰こし掛かけるようにしながら、時とき崎さき狂くる三みは気け怠だるげに首を回した。

　背後には、数名の人間が倒れている。否いな──正確に言うのなら、このビルの中にいる人間全てが、意識を失っている状態であるはずだった。

〈時とき喰はみの城〉。狂三の影かげを踏ふんでいる人間から時間を吸い上げる、狂三の持つ広域結界である。

　狂三の左目の時計が、逆方向にくるくると回る。

　先日予想以上に消費させられてしまった『時間』を埋うめるように。

　狂三は小さく息を吐はくと、ビルを覆おおった影を、ゆっくりと自分の足元に収めていった。

　本来ならば死の直前まで時間を吸い尽つくした方が効率はよいのだが、これだけの人数が大量死したとなれば間ま違ちがいなく騒さわぎになる。まだ十分に『時間』を補ほ充じゆうできていない狂三としては、ＡＳＴやあの赤い精せい霊れいに嗅かぎつけられるのは避さけたいところだった。
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「……ふぅ。まだまだ、足りませんわね……」

　軽く伸びをすると、左手を伸ばして唇くちびるを開く。

「〈刻々帝ザフキエル〉」

　すると狂三の影かげから、巨大な時計が姿を現した。失われたはずの『Ⅰ』『Ⅱ』『Ⅲ』の数字も、既すでに復元されている。しかしその最下に位置する『Ⅵ』の数字は、なぜか白く色を失っていた。

　狂三が片手を掲かかげると、時計の短針──古式の短たん銃じゆうが、手の中に収まった。

　続けるように、妖あやしく唇を動かす。

「──【八ヘのツ弾ト】」

　狂三の声と同時に、左目の時計が凄すさまじい速さで順方向に回転し、『Ⅷ』の数字から滲にじみ出た影が短銃の銃じゆう口こうに吸い込まれていく。

　そして狂三は、影の装そう填てんされた短銃の銃口をゆったりとした動作で自分のこめかみに持っていくと、何の躊躇ためらいもなく引き金を引いた。

　瞬間、頭をぐわんと揺ゆするような衝しよう撃げきが通り抜けていき、狂三の身体が二つに分かれる。

　否、正確に表現するのであれば少し違う。狂三から、もう一人の狂三が生まれた……といった方が適当だろう。

〈刻々帝ザフキエル〉【八ヘのツ弾ト】。装填された弾で己おのれを撃うち抜くことにより、『今までの自分』を切り取った分ぶん身しん体たいを作り上げる【弾たま】である。

　分身体の活動限界は、【八ヘのツ弾ト】生成の際に消費した『時間』に比例する。

　つまり、長時間生存する分身体を生成するためには、狂三の『時間』をそれだけ多く使わねばならないのだった。

「まったく、本当に燃費の悪い子ですわ」

　愚ぐ痴ちるようにこぼしながら、もう一発、【八ヘのツ弾ト】をこめかみに撃ち込む。すると再び狂三の身体からもう一人の狂三が生まれ、屋上に蟠わだかまった影に吸い込まれていった。

　数日前、来らい禅ぜん高校の屋上で崇たか宮みや真ま那なと炎の精霊に消された分身体の数はおよそ五〇〇体。

　未だ狂三は影の中に、幾いく体もの分身体を保有しているが──まずは十分に時間を補充し、軍備を整えなければならないだろう。

「次は……絶対に、いただきますわよ、士し道どうさん」

　唇を歪ゆがんだ上じよう弦げんの月にし、くすくすと笑みを漏もらす。と──

「……？」

　狂三は不意に後ろを振ふり向むいた。誰だれも──少なくとも意識のある人間はいないはずの屋上に、何者かの気配を感じ取ったのである。

　だが、すぐにその正体は知れた。鼻から息を吐き出し、肩かたをすくめるようにする。

「ああ、ああ、あなたですの」

　狂三は眉を撥はね上げ、軽く目を細めた。そこには、見覚えのあるシルエットが立っていたのである。

　しかし、『その正体は知れた』……というのは少し違うかもしれない。何しろ『それ』は、その実像を見取るのも困難なほどに、存在の解像度が粗あらかったのだから。

【──どうだった？　彼は】

　男なのか女なのか、低いのか高いのか、それすらわからない奇き妙みような声こわ音ねを響ひびかせてくる。

　なんとも不思議な感覚だった。言葉の内容は認識できるのに、その特とく徴ちようが一切聞き取れないのである。

　だが、別に初めてのことでもない。狂三は驚おどろくでもなく悠ゆう然ぜんと首を前に倒した。

「ええ、素晴らしかったですわ。あんな方が実在するだなんて、この目で見るまで信じられませんでしたけれど」

　そう。ひと月ほど前、初めてこの『何か』が狂三の前に現れ、そのことを口にしたときは半信半疑だった。

　──三体もの精霊の力をその身に蓄たくわえている人間がいる、だなんて。

　だがもし本当にそんな存在がいるとしたら……それは狂三の目的に近づく大きな一歩となる。駄だ目めでもともとと接せつ触しよくを図はかってみて驚いた。確かに狂三の鋭するどい嗅きゆう覚かくは、士道から濃のう密みつな霊れい力りよくの匂においを感じ取ったのである。

【しかし……彼のことは諦あきらめたのかな？】

「ふふ、まさか」

『何か』の言葉に鼻を鳴らす。

「──でも今は、『時間』を蓄えるのが先ですわ。今の状態では、あの炎ほのおの精霊を殺しきるには至りませんし。……でも、諦めませんわよ？」

【八ヘのツ弾ト】で頭部を撃ち抜きながら、続ける。

「〈刻々帝ザフキエル〉最後の弾──【一二の弾ユツド・ベート】を使うためには、士道さんの力が必要なんですもの。絶対、絶対いただきますわ。絶対、絶対諦めませんわ」

　そう。永えい劫ごうに叶かなわぬと思っていた願い。

　この世に生まれ落ちてからずっと心に燻くすぶり続けた悲願。

　それを達成しうる道を、ようやく見つけたのである。

〈刻々帝ザフキエル〉には、文字盤ばん一つ一つに、それぞれ霊力を有する【弾】が装填されている。

　それらは狂三の『時間』を消費することによってその力を現すのだが──【一一の弾ユツド・アレフ】と【一二の弾ユツド・ベート】だけは、少々その性質が異なった。

　それぞれが、精霊一人の命を使い潰つぶすほどの代だい償しようを必要とするのである。

　もし撃ったならば、狂三はその場で息絶えてしまうやもしれない。

　仮に生きていたとしても、そのときには目的を達するだけの力を残せてはいまい。

　だが、士道さえ、精霊三人分の霊力を有する士道さえ『食べる』ことができたなら、狂三は十分な力を残した状態で【一二の弾ユツド・ベート】を撃つことができるのだ。

〈刻々帝ザフキエル〉【一二の弾ユツド・ベート】。その力は──

【──時間遡そ行こうの弾。そんなものを使って、一体何をするつもり？】

「…………」

　まるで狂三の思考を見み透すかしたかのような『何か』の言葉に、狂三は眉まゆをひそめて視線を鋭くした。

「なぜそこまで知っておられますのかしら？　人に見せたことはおろか、話したこともないのですけれど」

【さて……なぜでしょう】

『何か』が、おどけるように言ってくる。狂三はふんと鼻を鳴らした。

　そう。【一二の弾ユツド・ベート】が持つ力は、時間遡行。撃った対象を、過去の世界に送る弾である。

　狂三は、左手に握にぎった短銃を掲かかげるようにしながら、ゆっくりと口を開いた。

　正体不明の『何か』に情報をくれてやるメリットなどはない。だけれど、唇は至し極ごく自然に動いていた。もしかしたら、誰にも話すことの叶わなかった願いを、誰かに聞かせたかったのかもしれない。

「──【一二の弾ユツド・ベート】。わたくしはそれで、三〇年前に飛びますの」

【三〇年前……？　なぜそんな時代に】

『何か』が問うてくる。狂三は短銃の引き金に指をかけながら続けた。

「三〇年前、この世界に初めて現れたという精霊。全ての精霊の根源となった『最初の精霊』。──それを、この手で殺すためですわ」

【…………】

『何か』が、無言になる。狂三は構わず言葉を継ついだ。

「この世に、精霊が現れたという事実を消し去る。今この世界にいる全ての精霊を、なかったことにする。──それが、わたくしの悲願ですわ」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、『何か』が声を発してきた。

【そう──君は、意外と優しいんだね】

「……っ！」

　狂三は不快そうに眉まゆ根ねを寄せると、握っていた短銃を『何か』に向けて引き金を引いた。

　だが銃口から放たれた弾がその身に届く前に、『何か』の身体からだは闇やみに溶とけ消えていた。




　　　　◇




「令れい音ねさん、琴こと里りの様子は？」

　医務室から艦かん橋きように戻もどってきた令音に声をかけると、令音は小さく首しゆ肯こうしてきた。

「……ああ、心配はないよ。すぐに目覚めるだろう」

「そうですか……」

　士道は安あん堵どの息を吐はき出した。あのあと琴里はすぐ〈フラクシナス〉に収容されたのだが、どうやら異常はなかったらしい。

「あと、折おり紙がみは……どうなるんですかね」

　士道は難しげに呟つぶやいた。結局あのあとすぐに他のＡＳＴ隊員が飛んできて、折紙を拘こう束そく、回収していってしまったのだ。

「……ん、まあ、あれだけのことをしでかしたんだ。命まで取られはしないだろうが……退たい役えきさせられ、二度と顕現装置リアライザに触ふれることができなくなるかもしれないな」

「……っ」

　士道は思わず息を詰つまらせた。だが、それも仕方のないことなのかもしれない。彼女なりに理由があったとはいえ、最高機密を衆しゆう目もくに晒さらし、市民を危険に晒したのである。如い何かにＡＳＴの最大目的が精霊を倒たおすことであるとはいえ、到とう底てい許されることではないだろう。

　まあ、今ここで士道が考えを巡めぐらせても詮ないことである。とにかく折紙の処分が決まるのを待つしかない。

　士道ははあと息を吐くと、令音の方に向き直った。

「じゃあ……俺はそろそろ帰ります。十とお香かと四よ糸し乃のも腹空かせてるだろうし」

　言って、人差し指で床ゆか──要は、その先にあるであろう五いつ河か家を指さす。

　そう。あのとき士道と琴里を助けてくれた十香と四糸乃は、霊力が経パ路スを通って士道の身体に再封ふう印いんされてから、〈フラクシナス〉にて簡単な検査を受けたのち、五河家で待機していたのである。

　琴里の無事も確認できたのだ。そろそろ夕食どきであるし、一いつ旦たん戻もどった方がよいだろう。

「……ん、そうだね。彼女らも琴里の心配をしているだろうし、安心させてやりたまえ」

　令音も異存ないといった調子でゆっくりと首を縦に振ふる。

「はい。じゃあ、琴里のこと、頼たのみます」

「……ああ、任せておいてくれ。──と、そうだ、シン」

　と、士道が艦橋を出ようとしたところで、令音が背に声をかけてきた。そのまま、深々と頭を下げてくる。

「……すまなかった」

「え……？」

　あまりにも突とつ然ぜんの事態に状じよう況きようが飲み込めず、士道は素すっ頓とん狂きような声を発した。

「な、ど、どうしたんですか令音さん、急に」

「……今日の件に関しては、完全に私の判断ミスだ。要いらぬ気を回し、結果君たちを危険に晒してしまった。……本当にすまない」

「や、そんな……」

　急に改まられると、なんだか落ち着かない。士道は居い心地ごこち悪そうに身を捩よじった。そもそも判断ミスとは一体──

　と、そこまで考えて、士道は「あ」と短く声を発した。

「もしかして、十香と四糸乃をデートに同行させたアレですか？　まあ……確かに最初は焦あせりましたけど、結局最後はあの二人に助けられたわけですし……」

　士道が苦笑しながら言うと、令音はふっと顔を上げて首を横に振った。

「……確かにそれもある。──が、私が致ち命めい的てきに読みを違ちがえたのは、もっと前のことだ」

「え？」

　予想外の言葉に、目を丸くする。

「じゃあ一体、何をミスしたっていうんですか？」

　怪け訝げんそうに訊きくと、令音はゆっくりとした足取りで自分の席に腰こし掛かけ、慣れた手つきで手元のコンソールを操作し始めた。

「……本当なら、そもそも今日のデート自体をするべきではなかったんだ。一昨日おととい──シンが目覚めた段階でキスをしてしまった方が、安全に琴里の力を封印することができた。……ただ、あまりにも琴里が今日のデートを楽しみにしていたものだから、言い出すことができなかったんだ。……本当に、すまない」

「は……？　い、いや、そんなの無理でしょう？　まずは好感度を上げないと──」

　そう。確か令音や琴里はそんなことを言っていた。キスによって精せい霊れいの力を封印するためには、一定以上の好感度を得ていなければならない、と。

　と、そこでモニタに、奇妙な画面が表示される。見覚えのある画面ではある。確か精霊の好感度の推移を時間ごとに表した折れ線グラフだ。

　だが、今その画面には、好感度を示す線が描えがかれていなかった。

　否。そこで士道は間違いに気付いた。線は、描かれている。

　──画面の一番上の枠わくに沿うように、真っ直ぐに。

「これは……」

「……琴里の、君に対する好感度の推移さ」

　言って、令音が椅い子すの向きを士道の方に変えながら、モニタを示してくる。

「……琴里のモニタリングを初めてから二日間。その間、好感度数値はまったく変化していなかったんだ。最初からマックス状態で……一度もね」

「え、それって……つまり」

　令音が、こくんとうなずく。

「……最後に言っていたじゃあないか。琴里は、おにーちゃんが大好きなのさ」

「え……」

　士道は、ポカンと口を開けて目を見開──

「う……ッ、うがああああああああああああああああああああッ！」

　こうとしたところで、背後から何者かに蹴けりを入れられ、士道は前方につんのめった。そのまま、令音の胸むな元もとに顔からダイブする。

「……ん？」

　令音が視線を下に落とし、不思議そうに言ってくる。士道は慌あわてて姿勢を直した。

「おッ、お邪じや魔ましました……！」

「……ん、また来たまえ」

　頭を下げてから、後方に振り向く。するとそこに、病衣の上に軍服のジャケットを羽織った琴里が、顔を真っ赤にしながら立っているのがわかった。

「琴里!?　目が覚め──」

「そんなのいいから今のを忘れなさい！　そんな数値ミスに決まってるんだから！」

「……そんなことはないぞ。装置にも問題はなかったし、私の」

「『ラ・ピュセル』の限定ミルクシュークリーム一〇個！」

「……すまないシン、計器の故障だったかもしれない」

　琴里が叫さけぶと、令音は一いつ瞬しゆんで前言を翻ひるがえして士道の方に目を向けてきた。

「……はあ、そうですか」

　随ずい分ぶん堂々とした買収である。士道は頬ほおをかくと、琴里の方に向き直った。

「それより、身体の方は大だい丈じよう夫ぶなのか？　まだ寝ねてた方が……」

「ふん、そんな暇ひまはないわ。すぐに資料を作成しないと」

「資料って……そんなの明日あしたでいいじゃないか。今日くらいゆっくり休めって」

「そうはいかないわ」

　琴里はキッと視線を鋭するどくすると、ジャケットの内ポケットからチュッパチャプスを取り出し、口に放り込んだ。そしてその棒をピンと立てながら、続ける。

「ようやく──思い出したんだもの。五年前、私に精霊の力を与あたえた存在のことを。明日また目覚めたとき、再び記き憶おくが消されてる可能性がゼロでない以上、私と士道の頭の中以外にそのことを記録しておく必要があるわ」

「……っ、そうか」

　士道は眉まゆをひそめ、軽く拳こぶしを握にぎった。

　五年前琴里と士道の元に現れた謎なぞの精霊。──そして恐おそらく、折紙の両親を殺した精霊。

　存在こそ思い出したものの、その正体は未だ闇に包まれたままだった。

「あんまり無理するなよ、琴里」

「善処するわ」

　琴里はひらひらと手を振って艦かん長ちよう席に歩いていくと、そこのコンソールから小さな記憶媒ばい体たいを取り出し、入ってきた扉とびらの方に足を向けた。と──途と中ちゆうで、その歩みが止まる。

　そして首を少しだけ──士道の位置から表情がギリギリ窺うかがえないくらいまで回すと、小さな声を発してきた。

「ねえ、士道。……私の霊れい力りよくを封印する前に言ったこと……本当？」

「封印する前……っていうと」

　士道は記憶を巡らせ、「ああ」と手を打った。そういえば霊力を封印する直前、士道は琴里に言っていた。──大好きだ、愛してると。是ぜ非ひもない。士道はうなずいた。

「もちろん本当さ。大好きだぞ、琴里」

「……っ!!」

　琴里が肩かたを震ふるわせ、落ち着かない様子で指をわきわきと動かす。

「え、あ、そ、その……わ、私──」

「妹としてな！」

「──そっちかぁぁぁぁぁぁぁいッ！」

　士道が言った瞬しゆん間かん、琴里は今まで眠ねむっていたとは思えない動きで身体を翻すと、士道の頭にドロップキックを放ってきた。

「ひぐ……ッ!?」

　その衝しよう撃げきに吹ふき飛とばされ、再び令音の胸元にダイブする。

「……ん、早かったね」

「すッ、すんません！」

　士道は慌てて身を起こすと、バッと琴里の方に顔をやった。既すでに琴里は踵きびすを返し、扉の前まで歩みを進めている。

「琴里！」

「……何よ！」

　えらく不ふ機き嫌げんそうに、顔をこちらにも向けないまま、琴里が言ってくる。

　とても高こう慢まんで、強い口調で。

　あの泣き虫だった琴里からは、考えられない様子で。

　士道は頭をかき息を吐はくと、その背に言葉を投げた。

「……そのリボン、最高に似合ってるぞ！」

「……！」

　琴里が、驚おどろいた様子で振り向いてくる。そして数瞬の間士道と目を合わせたのち──

「……ん。ありがと、おにーちゃん」

　小さな声でそう言って、艦かん橋きようを出ていった。








　あとがき




　ついにきました琴こと里り巻。『デート・ア・ライブ４　五いつ河かシスター』をお届けいたします。お楽しみいただけましたでしょうか。

　前巻ラストであんな引きをしたわけですが、今巻やっと琴里の精せい霊れい形態のイラストをお披ひ露ろ目めすることができました。

　琴里の霊装や天使、識別名に関しては、決定するまでに色々と紆う余よ曲きよく折せつあったのですが、結局和装風という形になりました。羽は衣ごろもや袖そでがブワっとしてて超格好いいです。

　いやー、にしてもエロい。一枚目の口絵、たぶん今までで一番エロい。すごいよ琴里さん。でもその後ろの折おり紙がみの口絵はもっとエロかった。恐おそろしい子。




　さて、ここで一つご報告を。

　本作『デート・ア・ライブ』の外伝コミック『デート・ア・ストライク』の連れん載さいが、月刊ドラゴンエイジ４月号（三月九日発売）よりスタートしております。

　ＡＳＴの魔術師ウイザード・鳶とび一いち折紙が主人公のスピンオフシリーズとなっております。作者は鬼おに八や頭ずかかしさんです。可愛かわいい女の子と激しいアクションといいパンツを描えがかれる方です。スピンオフのためにデザインされた新キャラや新装備なども登場しますので、こちらも併あわせてお楽しみいただければ幸いです。

　また、本編のコミックも、月刊少年エースにて四月から始まる予定です。作者はｒｉｎｇｏさんです。非常に画風の幅が広い方で、今から期待が高まります。

　そして、ドラゴンマガジン誌上にて、珠み月づきまやさんの四コマ『デイト・ア・オリガミ』も連載中です。まったくとんだへんたいだよおりがみさん。

　そう考えてみるとコミカライズ三本体制とか、なんて豪ごう華かな布ふ陣じんでしょう。ていうかそのうち二本が折紙主人公という異常事態。頑張れ士し道どう。頑張れ十とお香か。

　アニメ化企画も着々と進行中でございます。今から色々と楽しみです。




　次なる五巻には、二人の精霊が登場する予定です。

　では、また次巻でお会いしましょう。
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